























最強出涸らし皇子の暗躍外典








タンバ





角川スニーカー文庫









本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















　目次








特典 ＳＳ

外伝 シルバーの弟子

ＷＥＢ ＳＳ集

書き下ろし ＳＳ



























[image: 将来の夢]







「ねぇ兄さん。これ覚えてる？」

　そう言ってレオが唐突に二枚の古い紙を見せてきた。

　一瞬、なんだと思ったけどすぐに思い出した。それは俺とレオが十年前くらいに母上に騙だまされて書かされた将来の夢だ。

「あー、思い出した。この紙に将来の夢を書けば叶かなうっていう幼稚すぎる嘘うその紙か」

「そうだよ。部屋の片付けをしてたらこれが出てきてさ。懐かしいから持ってきちゃった」

「そんな暇でもないだろ。さっさと捨てて仕事しろ、仕事」

「まぁまぁ、そう言わずにさ。昔を懐かしむのもいいことだよ。フィーネさんも聞きたいよね？」

「はい！　お二人がどんな子だったのか、とっても気になります!!」

　紅茶を淹いれていたフィーネが目を輝かせて話題に食いついてきた。まったく。そんな面白い話でもないだろうに。

「どんな子だったのか知りたいなら、その紙に書かれていることを読めばわかるぞ」

「お二人の将来の夢ですよね？」

　そう言ってフィーネはレオから紙を受け取って、一枚目に目を通す。そこにはびっしりと文字が書かれていた。読むまでもなく、レオのものだとわかる。

「いろんな人を笑顔にできるような大人になりたい。皇帝を補佐し、帝国の役に立つ仕事をしたい。そのために文武両道を目指して、毎日勉強も稽古も頑張ります。レオ様らしいですね」

「いやぁ恥ずかしいなぁ」

　あははと笑っているが、実際にその通りのことをやってのけたのだから大した奴やつだ。夢を書けという漠然としたお題だったのに、夢が叶うように自分がすべきことまで書き、そしてそれをちゃんとやりきり、今に至っている。

　優秀とか有能とか。レオにはいろいろと評価が下されるが、そのどれもがレオの努力によって得られた評判だ。今のレオがあるのは幼い頃からの地道な積み重ねの結果だ。そういうのが苦手な俺とはやっぱり正反対といえるだろうな。

「それで、こっちはアル様ですね。えっと……」

　目を通したフィーネが言葉に詰まる。

　そりゃあそうだろうな。自分でも書いたことを覚えている。我ながら可愛かわいげのない子供だったと思う。

「気にせず読んでいいぞ」

「あ、はい……それでは失礼します。皇帝には皇太子がなるから、自分は毎日ぐうたら過ごしたい……これもアル様らしいですね」

　苦笑いを浮かべるフィーネに対して、俺は肩をすくめる。人間の本質なんて変わらない。昔から俺はそういう適当な暮らしを望んでいた。

　この話が広まり、俺はろくでもない皇子だと言われたわけだが、それを訂正する気はなかった。恥じることもなく、それが俺の望みだったからだ。

「いいと思うんだけどなぁ。毎日ぐうたら過ごしてさ。気ままに生きるんだ。起きたいときに起きて、寝たいときに寝る。出かけたいときに出かけて、行きたいところに行く。そういう皇子が一人くらいいるほうが帝国は平和だと思わないか？」

「たしか同じこと大臣に言って説教されたよね」

「されたなぁ。なぜ駄目なのかって問い返したら駄目なものは駄目なのです！　だからな。子供心に理不尽だと感じたもんだよ」

　大臣の言うことも今ならわかる。皇族は国の象徴だ。一人一人が国を背負っている。それが血筋というものだ。それでもと思わなくはない。そんな皇族である皇子が好き勝手やってもブレない国だったら平和で魅力的だと思う。それにはきっと立派な皇帝が必要になる。

　この紙を書いたときは皇太子である長兄が生きていた。きっと立派な皇帝になると誰もが噂うわさし、期待していた人だ。幼い俺から見ても立派な人だった。

　だから俺は好きなように生きてもいいと思っていた。だけど、もう長兄はいない。

「難しいですね……好きに生きるというのも」

「まぁしがらみはどこにでもあるしな。人間は一人じゃ生きていけない。だからしがらみが発生する。極力、そのしがらみを感じずに生きたいというのが俺の願いだ」

「ろくでもないこと言ってる自覚ある？」

「多少は」

　俺の返事にレオは苦笑しつつ、席を立つ。今は帝位争いの最さ中なかだし、レオの勢力は弱小もいいところだ。レオがやるべきことはいくらでもある。ここには息抜きに来ただけだろう。

「兄さんの言う通り、仕事に戻るとするよ」

「ああ、そうしろ。お前の代わりに俺が休んでてやるから」

「そうしてくれると助かるよ。あ、兄さん。僕はその紙は結構効果あったと思うんだけど、どうかな？」

「母上の嘘だろ。書いただけで夢が叶うなんて子供騙しもいいところだ」

　そう言うとレオは笑顔で部屋を出ていく。

　部屋には俺とフィーネだけになる。俺に紅茶を出したフィーネは、レオが置いていった紙を片付けようとするが、そのときにふと裏を見返した。

「ふふふ……」

「なんかおかしなことでもあったかい？」

「いえ、アル様らしいなと思いまして」

「ただの気まぐれだよ。裏に書いたのは」

「でも書いたとおりになっていますよ？　レオがもしも皇帝を目指すなら手伝ってもいい。今の状況はまさにそのとおりです！」

　そう言ってフィーネは嬉うれしそうにその紙を箱にしまう。

　子供の頃の他た愛あいのない想像だ。もしもレオが皇帝を目指すなら、それを手伝う自分を想像して俺は裏に書いた。今の状況を想定したわけじゃない。こんな形で手伝うとも思っていなかったし、レオならもっと簡単に皇帝になると思ってた。

「現実は子供の想像よりも大変だ。もっと手伝いは楽だと思ってたよ」

「帝国の皇帝ですから。大変なのは当然です」

「そうだな。我ながら馬鹿なことを書いたよ」

　そう呟つぶやきながら俺は小さくため息を吐つく。裏に何も書かなければこんな状況にならなかったとするなら、今すぐにでも時間を操って過去の自分を止めたいところだが。

　そんなことはないだろう。紙に力なんてない。なるべくして今になっている。

「まぁいいさ。弟を助けるのは兄の務めだしな」

　そんなことを言いながら俺はこれからの暗躍のために考えを巡らせるのだった。
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「兄様。これなに……？」

　ある日、クリスタが子供用の剣を持ってきた。もちろんクリスタの物じゃない。たしか母上が保管してたはずだけど、クリスタが見つけてきたみたいだ。

「珍しい物を引っ張り出してきたな？　それは魔剣だよ」

「魔剣……!?」

　クリスタが驚いたように持っていた剣を見つめる。それを見て、俺は苦笑しながらその剣を受け取る。

「もう壊れてるけどな」

「壊れてる？」

「ああ。エルナが壊したんだ」

「エルナが？　どうしてエルナが壊したのにお母様が保管してるの？」

「ちょっとしたエピソードがあってな」

「聞きたい……」

　そう言ってクリスタは俺の横にちょこんと腰掛ける。このまま聞かせろということだろうな。

　まぁ別に隠すような話でもない。

　あれは九年くらい前だっただろうか。

　俺が九歳でエルナが八歳。まだまだ子供だったが、エルナは俺を立派な皇子にするといって事あるごとに俺に稽古をつけようとしていた。

「アル！　もっとしっかり剣を持って！」

「持ってるよ」

　熱の入ったエルナに対して、俺はやる気がない。無理やりやらされている稽古だし、仕方ないことだろう。それが気に入らないのか、エルナが軽く剣を振って、俺の手から剣を叩たたき落とす。

「ほら！　ちゃんと持ってないじゃない！」

「エルナが強いだけだろ？」

「そういう問題じゃないわ！　もう！　もっとやる気を出して！」

　俺のやる気のなさに呆あきれたエルナは、一本の剣を取り出した。

　子供用の剣だった。柄つかのところに魔力が貯ためられた宝玉が埋め込まれた剣であり、魔剣の一種に数えられる剣だった。

「それは？」

「家の倉庫から持ってきたの。記録の魔剣っていって、使用者の動きを記憶できるのよ」

「へぇー」

　気のない返事をする俺に対して、エルナはムッとした様子でその記録の魔剣を押し付ける。

　俺に何を持たせても宝の持ち腐れだろうと、エルナに剣を押し返すが、エルナは俺こそ持つべきだと主張する。

「俺に魔剣なんて持たせて何する気だよ……」

「いい？　その魔剣には昨日、私の動きを記録させているわ。つまりこれの所有者は私の動きを再現できるの」

「なるほど。便利なアイテムだな」

　感心しているとエルナが唐突に剣を構えてくる。叩かれるのは嫌なため、俺も反射で剣を構える。すると今までにないほど様になった構え方ができた。

「おお!?　すごいな！」

「それで体に私の動きを覚えこませるのよ！」

「いやいやこれがあるなら覚えこませる必要もないだろ。お前の動きを記録してるならお前と遜色ない動きができるんだから」

「そんな簡単なもんじゃないわよ！」

　そう言ってエルナが不意打ち気味に突きを繰り出すが、記録の魔剣はそれを見事に打ち払う。

　まさか俺に突きを払われると思っていなかったんだろう。プライドを傷つけられたエルナはその後、怒ど涛とうの攻めを繰り出してきた。だが記録の魔剣に全部の動きを記録させたエルナでは、俺の防御を突破することはできなかった。

　そして疲れ始めたエルナの隙をつき、俺は剣の腹の部分でエルナの頭を軽く叩いた。それはエルナと稽古をするようになって初めてのクリーンヒットだったわけだが。

「おお！　当たった」

「うっ……」

「ん？　どうした？　痛かったか？」

「アルの馬鹿ぁぁぁぁぁぁ!!!!」

　手て酷ひどくプライドを傷つけられたエルナは泣きながら家に帰ってしまった。

　残された俺はなぜ自分が罵倒されたのか理解できず、茫ぼう然ぜんとするしかなかった。

「とまぁ、こんなことがあってだな」

「それで壊れたの……？」

「いや、壊れたのはその後だ」

　次の日になって、エルナは鬼気迫る表情で俺のところにやってきた。

　俺はといえば、記録の魔剣に無理やり体を動かされたから筋肉痛で辛つらかったのだけど、エルナに無理やり稽古場まで連れていかれて、決闘を申し込まれた。

「決闘よ！　私のプライドに懸けて勝つわ！」

「ええ……」

「昨日までの私だと思わないことね！」

　そう言いながらエルナは攻撃を開始してきた。最初は昨日と同じように防げていたが、唐突にエルナが見たことのない技を繰り出してきた。それは一日で習得したエルナの新しい技で、当然ながら記録の魔剣には覚えこませていない。

　対応できるわけもなく、俺はとりあえず体の前に剣を突き出すことしかできず、力なく突き出された剣をエルナは掬すくうようにして弾はじき飛ばした。

「どう!?　これが新しい私の力よ！」

「昨日の自分に勝つために努力するなよな……」

　呆れつつ、俺は飛ばされた剣を拾いにいく。だが、そこで俺はとんでもないモノを見てしまった。なんと剣についていた宝玉が砕けていたのだ。

　後になって聞いた話だが、この記録の魔剣というのは古代魔法が全盛の時代のアイテムで、勇爵家ですら一本しか持っていない逸品だったそうだ。

　それを壊したことでエルナと俺はこっぴどく𠮟られたわけだが、その話を聞いて面白がった母上がもう役に立たないその記録の魔剣を保管していたというわけだ。

「エルナ……お馬鹿さん？」

「まぁ話を聞くだけだと馬鹿だろうな。とはいえ、あいつにとって剣術ってのは最大のアイデンティティだからな。それを簡単に無力化されたとあっては黙ってられなかったんだろうさ」

「でも発端はエルナ……」

「そうだな。けど覚えておけ。そこらへんの理不尽さがエルナがエルナたる所以ゆえんなんだよ」

「エルナは理不尽……気を付ける」

「殿下。アルの話は真に受けちゃ駄目ですよー」

　クリスタにエルナの危険性を教えていると、地獄の底から響くような声が聞こえてきた。

　後ろを見るといつの間にかエルナが立っていた。その頬ほおは怒りでひくついている。

「アル～？　クリスタ殿下に変なこと教えるなんていい度胸してるわねぇ？」

「じ、事実しか教えてないつもりだが……？」

「私のどこが理不尽なのよ!?」

「そういうところだよ!?」

　わーわーと俺たちは言い合う。それは昔からずっと変わらない俺とエルナの関係性だった。
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「アル様！　新しいお菓子を作りました！」

　そう言って笑顔でフィーネが菓子の入ったカゴを俺に見せる。

　そこには様々な菓子が入っていたが、フィーネが俺におススメしてきたのは小さなタルトだった。上には色とりどりの果物がのっていた。

「とても美味おいしくできたのでどうぞ！」

　正直、休憩なら紅茶だけでいいんだが。

　喉までその言葉が出かかったが、それを飲み込んで一つ頷うなずく。

「なら一つ貰もらうよ」

「はい！　どうぞ！」

　上手うまくできたからか、フィーネのテンションはいつもより高い。それに押された面もあっただろう。

　俺は流されるままに小さなタルトを手に取り、口まで運んだ。

　口の中に広がるのはしっかりとした甘さだった。お世辞にもあっさりとはいえない。くどいといえるほどの甘さだ。

　女性なら平気だろうが、俺には少々つらい。ただその程度なら我慢できないほどではない。問題だったのはそのタルトの上にのっていた果物だった。

　いくつも果物がのっていて初見じゃ気づかなかったが、そこにはメローネが混じっていた。

　メローネは甘い果物で、帝国西部でよく栽培されている。俺は子供の頃からこのメローネがどうも苦手だった。

　食べられないわけじゃないが、極力食べたくない食べ物の一つだ。思わず顔をしかめそうになるが、俺はなんとかこらえる。

　そんな俺の前ではフィーネがニコニコと笑いながら俺の感想を待っている。

「どうでしょうか!?」

「あ、ああ、美味しいよ」

「本当ですか!?　ではまだまだあるのでどうぞ！」

　そう言ってフィーネが何個もカゴからお菓子を取り出す。

　それを見て思わず顔が引きつるが、今更嫌いな果物が入っているとは言い出せない。

　すごい眩まぶしい笑みを浮かべているし、そうじゃなくてもせっかく作ってもらった物に文句をつけるのは失礼だ。

　俺は覚悟を決める。

　だが、その前に。

「悪いんだが、紅茶をもう一杯もらえるか？」

「はい！　すぐに淹いれますね！」

　フィーネは慣れた手つきで俺のカップに紅茶のおかわりを淹れてくれる。これで水分は確保した。あとはバレないように流し込むとしよう。

　そんな工作をしながらどうにかその日は乗り切ったのだが──。

「アル様！　昨日のお菓子が好評だったので今日も作りました！」

「……ああ、ありがとう」

　思わず死んだ魚のような目をしてしまったが、幸いなことにフィーネは気づいていないようだ。

　昨日と同じように紅茶を頼み、俺は自分の苦手な果物に挑む。これはいったい、何の試練なんだろうか。

「ふぃ、フィーネ。このメローネは」

「はい！　父の領地で育った物を送ってもらいました！　今年は良い出来だそうで、アル様にも食べていただきたかったんです！」

　そう言ってフィーネはニコニコと笑う。

　笑顔が眩しすぎて直視できない。

　もう言い出すのは不可能だな。とりあえずフィーネが送られてきた分を使い切るまでは耐えるしかない。

　まさかこんなことで忍耐を強いられるとは。我慢とか忍耐とかって俺には無縁なはずなんだが……。

　心の中でため息を吐つきつつ、俺は昨日と同じようにお菓子を口に含む。

　すると。

「……美味うまい」

「よかったです！　昨日とは味付けを変えてみたんです！」

　メローネが苦手な俺でも食べやすい味付けに変わっていた。素材の味が思いっきり出ていた昨日よりもだいぶ食べやすい。

　フィーネを見るとニッコリと笑っていた。

「アル様が昨日、無理をしているようでしたので」

「……気づいてたのか」

「さすがに気づきます。それでセバスさんに聞いたらメローネが苦手だと仰おつしやっていたので、苦手でも食べられるような味付けにしてみました。どうしてもアル様に私の育った場所のメローネを食べてほしくて……ご迷惑でしたか？」

　シュンと肩を落として、フィーネが呟つぶやく。

　怒られると思っているんだろう。

　たしかに昨日は辛かったが、それは自分で言い出さない俺が悪いし、フィーネはフィーネでいろいろと考えてくれた。

　怒るようなことじゃない。

　なにより。

「いや……助かるよ。これなら美味しく食べられる」

　そう俺が返すとフィーネは弾けるような笑みを浮かべる。

　甘く見ていた。俺が思っていたよりもフィーネは人のことをよく見ている。

　演技には自信があるんだがな。

「ではこれからも苦手な物を美味しく食べられるように料理しますね」

「え？」

　衝撃的な言葉がフィーネの口から飛び出てきた。

　まさか今回だけじゃなくて、これからも続くのか？

「セバスさんに苦手な食べ物は聞いていますから、安心してください！　私がアル様の苦手な物を無くしてみせます!!」

「いや……それは遠慮したいんだが……」

　今回はどうにかなったが、できればわざわざ苦手な物を食べたくはない。

　だが、フィーネはやる気満々のようだ。その姿が少しレオに被かぶる。一度決めたらブレない人間の姿だ。こういうときは何を言っても無駄だろうな。

　諦めて俺はため息を吐くと。

「せめてたまににしてくれ……」

「はい！　たまにアル様の苦手な物を美味しくお出ししますね！」

　そう言ってフィーネは眩しい笑みを浮かべ、俺のカップに紅茶を淹れるのだった。
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「そういえば昨日、クリスタになんでエルナはスパッツを穿はいてるの？　って聞かれちゃったよ。一応動き回るからだよって答えておいたけど」

　とある日の昼下がり。

　アルの部屋に来ていたレオが面白そうに呟く。

　それに対して居合わせたエルナが顔をしかめる。

「嫌なことを思い出させないで」

「子供の頃の微笑ほほえましい話じゃないか。そんな不機嫌にならないでよ」

「私にとっては数あるアルに辱められた記憶の一つよ！」

「辱めたなんて大げさな奴やつだ。親切に教えてやっただけだろうが。下着見えてるぞって」

「それを辱めたって言ってるのよ!?」

　そんな風に叫びながらエルナは八年前のあの日を思い出す。

「どう！　二人とも！　これが飛行魔法よ！」

　エルナは九歳にして高度な飛行魔法を会得した。しかも会得しただけでなく、使いこなすまでになっていた。熟練の魔導師でも使える者は少ない魔法を、だ。

　そんなエルナが真っ先に報告し、自慢したのはアルとレオだった。

「すごいよ！　エルナ！　いいなぁ。僕も空を飛びたいなぁ」

　惜しみない賞賛と憧れを口にするレオに対してアルはあくびをしながら興味のない様子だった。

　それが気に入らなかったエルナはアルに向かって告げる。

「どう、アル？　すごいでしょ？」

「別に」

「ふーん、そんなこと言うんだ。じゃあレオとだけ一緒に飛ぼうかなぁ」

「だってよ。よかったな。レオ」

「うん！」

　エルナが期待する反応をことごとく裏切り、アルはその場から立ち去ろうとする。

　それに対してエルナは慌てた様子でアルを引き留めようとした。

「あ、アル！　アルがどうしてもって言うなら一緒に飛んであげてもいいわよ……？」

「いや別にいいって」

「なっ!?　なんでそんな興味なさそうなのよ!?」

「だって空飛べたって何かあるわけじゃないだろ？　良い景色が見たいなら高い所に登ればいいだけだし」

　アルらしい物言いではあるが、エルナはそれが気に入らなかった。一生懸命、稽古に励んで会得した飛行魔法を意味がないと言われたようなものだったからだ。

「景色を見る以外にも使い道はあるわよ！」

「たとえば？」

「戦闘のときに相手の上を取れるし、目的地にすごく早く行けるわ！」

「お前なら上なんて取らなくても平気だろうし、早く着きたいなら早めに行動すればいいだけだろ。飛行魔法なんて一人でしか高速で動けないし、魔力も消費する」

　馬を使ったほうがいいと思う。

　そう言ったアルに対してエルナは顔を真っ赤にして、何度かアルを叩たたく。

　腕で顔を庇かばうアルだったが、すぐにエルナは空へと上がっていく。

「どう!?　手も足も出ないでしょ!?」

「へー、それで勝ったつもりか？」

　そう言ってアルはニヤリと笑う。

　悪役のような笑みにエルナは怯ひるみ、レオは嫌な予感を覚えた。こういう笑みを浮かべるときのアルはろくなことをしないからだ。

「兄さん、何か知らないけどやめたほうがいいと思うなぁ」

「まぁ見て覚えておけ、レオ。上に立つ奴に憧れて、同じ位置に立とうとするのも一つの手だ。けどな、引きずり落とすっていう手もあるんだぞ？」

　そう言ってアルは上にいるエルナに視線を移し、目を細める。

　そして。

「なぁエルナ」

「な、なによ……？」

「パンツ見えてるぞ？」

「っっっっっっ[image: かんたんふ][image: かんたんふ]??????」

　スカートを押さえてエルナが羞恥で顔を赤く染める。

　そんなエルナを見て、アルは勝ったとばかりにフッと笑う。だがその横でレオがため息を吐いていた。

「僕は知らないからね？」

「勝利には犠牲が付き物だからな」

「自分がそこに入っているあたり、兄さんはすごいと思うよ。すごくどうでもいい場面だけどさ」

　そう言ってレオはそっとアルから視線を外して、踵きびすを返す。少しあとにアルの悲鳴とエルナの怒号が響いたがレオは気にせずにその場を後にしたのだった。

　それが八年前の出来事で、エルナがスパッツを穿くようになったきっかけだった。

「何度思い出しても腹立たしいわ……！」

「感謝してほしいな。勇爵家のお嬢様が下着を見せびらかしているとか言われる前に気づかせてやったんだから」

「言い方っていうのがあるでしょう!?」

「お前が自信満々なのが悪いんだ。やっぱり自信満々だと足元を掬すくいたくなるだろ？」

「掬った結果、ボコボコにされたわけだけどね。そもそも飛行してなくても手も足も出ないんだし、引きずり落としても勝ち目はないよね」

「そうそう。結果的に俺の言葉は正しいことが証明されたわけだ。だからあれは俺の勝ちだ」

「勝ち負けの問題じゃないわよ!?　私のトラウマなんだから！」

「トラウマの一つや二つでガタガタ言うな。俺だってお前にトラウマを植え付けられているんだからお互い様だ」

「トラウマを植え付け合う幼おさな馴な染じみってのも特殊だよねぇ」

　そんなことを言いながらレオは苦笑する。

　三人の空気感はあのときから変わってはいないからだ。
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　冒険者ギルドのギルド職員は誰でもなれる職業ではない。

　多くの書類と向き合うために最低限文字が読めなければいけないし、数字にも強くなければいけない。そのうえでギルド職員に必要な研修を受けて、初めて現場に立つことができる。

　その日、新人の受付嬢として一人の女性が冒険者ギルド帝都支部の窓口に立った。

　栗くり色いろの髪をしたその受付嬢の名前はエマ。年は十七歳。

　帝国の隅にある平凡な村出身のエマだが、長年冒険者ギルドの受付嬢に憧れ、様々な伝つ手てを使っていろんな人に学び、必死の努力の末についに受付嬢になることができた。しかも帝都支部といえば各地の受付嬢の憧れ。都会も都会、大都会の支部であり、しかも業務もそこまで忙しくない。受付嬢にとっては楽園のような場所だった。

　そんな場所に新人のエマが配属されたのはたまたまだった。たまたま研修が終わったときに帝都支部に欠員が出て、エマしかすぐに配属できる職員がいなかったのである。

　帝国のどこでも配属されれば行きますと伝えていたエマだが、まさか帝都支部に配属されることになるとは思っておらず、決まったときは思わず飛び跳ねてしまったほどだった。

　これから自分の受付嬢としての人生が始まる。冒険者を導き、時には衝突したり、時には喜びを共有したり。そうやって多くの冒険者と出会い、関わっていく。

　まさしく夢見た未来だった。

　そしてエマにとって人生初のお客がやってきた。

　先輩に言われたとおり笑顔で入ってきた人物を迎える。

「いらっしゃいませ。冒険者ギルド帝都支部へ……よう……こそ……」

　最初は勢いのあったエマだが、徐々に声がしぼんでいく。

　なぜならギルドに入ってきたその客が黒いローブに身を包み、顔を怪しげな銀仮面で隠した人物だったからだ。

　どう見ても怪しい。捕まらないのが不思議なくらいには不審者だった。

　変人だ。そうエマの常識が警鐘を鳴らす。関わるべきではない。

　しかし、同時にエマは笑顔だけは解かなかった。受付嬢は荒くれ者の冒険者たちを相手にする。そういう冒険者とも上手うまく付き合うのが仕事だ。一瞬、先輩を呼びに行くことも考えたがすぐにその考えを捨てる。

　ここで逃げては受付嬢としてやっていけない。

　エマはそう自分を奮い立たせ、常識外の存在に向かっていくことを決意する。

「きょ、今日はどのようなご用でしょうか？」

「──冒険者になりたいのだが」

　不思議な声だった。男だろうことは察しがついたが、若いのか年配なのかもわからない。加えて纏まとう雰囲気も一定しない。まるで影を見ているようだと思いつつ、エマは話を続ける。

「し、新規登録の方ですね。冒険者のシステムはご存じですか？」

「多少は」

「ではざっくりと説明しますね。冒険者はギルドに登録し、ギルド経由で依頼を受けます。冒険者のランクが上がれば個人でも引き受けられますが、基本はギルドを経由していただきます。すべての冒険者はＦ級からスタートし、最上位はＳＳ級となっています。ご質問はありますか？」

「最初から高ランクの依頼は受けられるだろうか？」

「それはできません。依頼には最低ランクが設定されていて、それ以下の冒険者は危険なのでギルドとして依頼を受けることは許可できません」

「では飛び級でランクを上げることは？」

「それもあまり前例はありません。基本的には実績を積んでランクを上げてもらうほかありません」

　エマの説明を聞き、銀仮面の男は少し考え込む。

　自分の説明に不備があっただろうかとエマがビクビクとしていると、突然帝都支部に警報が鳴った。

「な、何事ですか!?」

「帝国東南部で古竜が活動期に入った！　討伐隊がすでに向かっているが、失敗すれば帝国中の冒険者に動員がかかる！　動ける冒険者は支部で待機を！」

　支部の奥から現れた職員がそう支部内の冒険者たちに伝える。

　何も聞かされていなかったエマは動揺し、右往左往するがそんなエマに向かって銀仮面の男は質問を続ける。

「あまり前例がないということは少しはあるということだが、そういう場合は何をしたんだ？」

「え？　あ、その……高ランクのモンスターを討伐した場合、その実力に応じてギルドが冒険者ランクを与えます。実力者を低ランクに留とどめても宝の持ち腐れなので」

「そうか……そこの職員。古竜が現れたと言ったな？　場所はどこだ？」

「ん？　誰だ、君は？」

「いいから答えろ」

　声が鋭い刃やいばのように職員に襲い掛かる。

　エマはギルド全体の温度が少し下がった気がした。

　シーンとした静寂のあと、職員が振り絞るようにして告げた。

「て、帝国東南部最大の山だ……」

「なるほど。協力に感謝する」

　そう言って銀仮面の男はゆっくりとエマたちに背を向ける。

　そんな背中にエマが問いかける。

「ど、どうするつもりですか!?」

「討伐してくる。古竜の首なら手土産には十分だろう」

　そう言うと銀仮面の男は転移魔法を使ってその場を後にした。

「き、消えた……」

「転移魔法だと!?　文献の中の魔法だぞ!?」

「なんだ、あいつは!?」

　騒然とする帝都支部の中で、エマはがっくりと肩を落とした。

「最初のお客さんだったのに……」

　結局、冒険者登録はしてもらえなかった。

　受付嬢は冒険者を増やすのも仕事だ。最初にやってきたお客を冒険者にすることができれば、鼻も高いし、その人とは仲が良くなる。そうやって人の輪が広がって受付嬢としての立場は確立されていく。

　出鼻をくじかれたエマはとほほと落ち込みつつ、冒険者登録の書類をしまうのだった。




　　　　■■■




　それから三日後。

　ようやく業務にも慣れ始めたエマの前に黒い穴が出現した。

　エマは嫌な予感を覚え、すぐにそれが現実となる。

「わあぁぁぁぁ!!??」

　ぬっと穴から現れたのは銀仮面の男だった。

　驚きのあまりエマは座っていた椅子から転げ落ちてしまった。

「失礼。驚かしてしまったか？」

「当たり前です！　その恰かつ好こうでいきなり現れないでください！」

「次は気を付けよう」

「次？」

　エマは怪け訝げんそうな表情を浮かべる。

　そんなエマをよそに黒い穴から中年の男性がもう一人現れた。

「これが転移魔法か。便利なもんだな」

　そう感想を口にした男性はエマに視線を移すと自己紹介をした。

「新人の受付嬢ちゃん。悪いんだが職員を集めてくれるか？　本部のクライドが来たといえばわかるから」

　クライドという名にはエマも聞き覚えがあった。元々はＳ級冒険者であり、現在はギルド上層部にてギルドの改革を進める人物だ。

　将来のギルド長ともいわれるほどの大物の登場にエマは目を白黒させるが、言われたとおりに帝都支部の職員を集める。

「こほん、まずは突然すまない。何もかも急なことだったので説明のために俺が訪れた。知っての通り、帝国に現れた古竜は討伐された。しかし討伐したのは討伐隊じゃない。ここにいる仮面の男だ」

　そう言ってクライドは銀仮面の男を指さす。

　古竜を討伐したという話にギルド職員全員がギョッとした表情を浮かべた。

　そんなことが単独でできる存在は現在、大陸では数えるほどしかいない。帝国に限ればさらに少ない。

「この功績によってギルド本部は、この男を冒険者の最高位であるＳＳ級に任命することを決めた。大陸で四人しかいないＳＳ級冒険者。こいつが五人目だ。そして所属はここ。帝都支部だ」

「ＳＳ級冒険者が……帝都支部を拠点とする……？」

「嘘うそだろ……」

　帝国は他国に比べてモンスターが弱い。だから高ランクの依頼も少なく、稼ぐ機会が少ないため腕に覚えのある冒険者は皆、帝国の外に出る。

　そんな帝国の中心である帝都をＳＳ級冒険者が拠点とするなんて前代未聞だった。

「ＳＳ級冒険者の例にもれず、こいつには多くの権限と自由が与えられる。うまくサポートしてやってくれ。大変だとは思うが」

　最後に本音を添えてクライドは説明を終了する。そしてクライドはあとは任せたとばかりにまた穴を通って帝都支部を後にした。

　しばらく無言の時間が続くが、話は終わったとばかりに銀仮面の男は新たに転移門を作ってその場を立ち去ろうとする。

　誰もそれを止めようとはしない。それだけＳＳ級冒険者というのは上位の存在なのだ。ギルドに所属していながらもギルドの管理を受け付けない冒険者。

　勝手気ままな問題児たちと言われている。それに加わった以上、目の前の銀仮面の男もそれに近いということだ。

　だが、そんな銀仮面の男を呼び止める受付嬢がいた。

「ま、待ってください！」

　エマだ。

　エマはカウンターに走っていくと、冒険者登録の書類を取り出す。

　そして。

「お名前を伺ってもいいですか!?」

「……後日本部から書類は送ると言っていたが？」

「えっ!?　でも本部とは離れてますし……」

「転移魔法なら一瞬だ。また本部に顔を出せと言われているし、そのときに俺に書類を預ける気なんだろう」

「あー、なるほど」

　納得したエマはすぐに支部の職員や酒を飲んでいた冒険者たちがこちらを見ていることに気づいた。

　全員が何をやっているんだという目で見てきていた。

　それで自分がやらかしたことに気づいたエマは、すぐに頭を下げようとするがその前に銀仮面の男が口を開いた。

「とはいえ、名乗らないのは非礼だったな。冒険者としての名は〝シルバー〟。ＳＳ級冒険者のシルバーだ。帝都支部に登録してもらえるかな？」

「あ、は、はい!!」

　優雅に一礼する姿はまるで上級貴族のように様になっていた。

　それだけで育ちの良さが読み取れた。

　思わず見とれてしまったエマは慌てた様子で書類に名前を記入する。

　それを確認するとシルバーはエマに視線を向けたまま話をする。

「後日、代理人を向かわせる。そこで俺への連絡法を教えよう。ただ気まぐれな性格なのでな。それで来るかどうかはわからない。ＳＳ級冒険者ならそれでも許されると聞いているが？」

「は、はい！　ＳＳ級冒険者の行動を縛る権利は支部にはありませんので……」

「心配しなくても高ランクモンスターが現れればこちらから出向く。では、帝都支部の諸君。よろしく頼む」

　そう言ってシルバーは黒い穴の中へと消えていく。




　　　　■■■




「それが三年前の話。帝都支部にＳＳ級冒険者が誕生した話よ」

「さすが先輩です！　ＳＳ級冒険者に物もの怖おじしなかったんですね！」

「抜けてただけよ」

　苦笑しながらエマは後輩に受付嬢の仕事を教えていく。

　しかしエマは唐突にそれを中断してカウンターにつく。

「先輩？」

「支部の前が静かになったらカウンターに入るようにね。お客様が来た合図だから」

　そうエマが言った瞬間、帝都支部の扉が開けられる。

　黒いローブに銀の仮面。

　見るからに怪しく、怯ひるみそうになる人物が現れた。

　だがエマは慣れた様子で笑みを浮かべる。

「いらっしゃいませ。シルバーさん。お呼びたてして申し訳ありません」

「気にしなくていい。賞金首が帝国領に入ったと聞いたが？」

「はい。皇国の冒険者が討伐隊を組んだんですが、仕留めそこなったそうで」

「余計なことをしてくれる」

「まぁまぁ。そう言わないでください。報酬は弾みますのでお願いできますか？」

「もちろんだ。それが仕事だからな」

「ではよろしくお願いします。お望みなら帝都支部で調査隊を組んで、詳細な場所も調べますが？」

「必要ない。大体の場所さえわかれば探せる」

　そう言ってシルバーはエマが差し出した地図を受け取り、背を向けて転移の準備に入る。

　それを見て驚く後輩の姿に微笑ほほえましさを感じつつ、エマは一礼する。

「ではクエスト開始です」

「すぐに終わらせてくる。報酬の用意を忘れずにな」

「はい」

　そんなやり取りのあとにシルバーは転移で現地へと飛んでいく。

　それを見送ったエマはシルバーに言われたとおりに報酬の準備に取り掛かる。

「お、思った以上に怖かったです……」

「ああ見えて優しい人よ。敵には容赦ないけど」

「ひぇぇぇ……」

「ほら、いつでも笑顔笑顔！」

　そんな会話をしながらエマは後輩に笑顔の大切さを教えていくのだった。
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　とある日の午後。

　クリスタが俺の部屋を訪ねてきた。

「クリスタ、何か用か？」

「アル兄様が怠けてないか見に来た……」

　そりゃあご苦労なことで。

　机の前にあるソファーにちょこんと座ったクリスタは、資料に目を通している俺をじっと見つめてくる。

　本当に監視するらしいな。いくらクリスタがまだ十六歳になっておらず、一人前の皇族として認められてないにしても、そこまで暇ではないはずなんだがなぁ。

「アル兄様……何してるの？」

「んー？　レオに会いたいっていう貴族たちの資料を見てるんだ」

「アル兄様が見るの？」

「レオは忙しいからな。こいつは信頼できそうとか、こいつはやばそうとか俺が伝えるようにしてるんだ。資料からわかることなんて大してないけどな」

　別になくてもいい仕事だが、レオの兄である俺が勢力に対して何も貢献していないというのはまずい。それでこんなことをやっているわけだ。

　まぁマリーあたりはもっと仕事しろっていう雰囲気を出してくるが、出で涸がらし皇子じゃこの辺が限界だ。下手に仕事すると警戒されて暗躍しづらいしな。

　そんなことを思いつつ、少し時間が過ぎた。

　じっと俺を見つめていたクリスタだったが、さすがに飽きたのか、部屋を見渡し始めた。そしてある物を見つけて口を開く。

「アル兄様……あれお菓子？」

「ああ、そうだな。フィーネが作ってくれたんだ」

「……」

「……」

「食べたい」

「監視役じゃないのか？」

「休息は必要」

　厚かましい監視役もいたもんだ。俺より先に休憩を申し出るとはな。

　すでにクリスタはお菓子タイムのようで、紅茶のカップを勝手に用意している。しかし自分でするのはそこまでだ。これは俺に淹いれろってことだろうな。まぁ火傷やけどしたら困るからやらせないけど。

　ため息を吐つきつつ、紅茶を準備してお菓子をクリスタの前に出す。するとクリスタの目が輝く。といってもクリスタを知らない奴やつからしたら大して変化があったようには思えないだろうけど。

「いただきます」

「召し上がれ」

　クリスタは黙々とお菓子を食べていく。我が妹ながら元気なものだ。

　苦笑しながら俺は資料に目を通す作業に戻る。

　すると部屋の扉が開けられた。

「アルー？　クリスタ殿下を匿かくまってるかしらー？」

「匿ってるぞー」

　入ってきたのはエルナだった。

　そんなエルナを見て、クリスタは肩を軽く震わせた。

「殿下。皆が探していましたよ？　乗馬の稽古だったのでは？」

「乗馬嫌い……苦手」

「嫌いで苦手だからこそ稽古をして克服するんです。こんなところでサボっていてはいけません」

「サボってない。アル兄様を監視中」

「監視され中だな」

　椅子の背もたれに体重を掛けながら、俺は軽く手を振る。それを見てエルナがため息を吐く。

「アル。殿下を甘やかさないで。あなたなら見逃してくれると思ってるから殿下はあなたのところに来るのよ？」

「そりゃあそうだろうさ。俺がサボりの前任者だからな。乗馬なんてどうでもいい。できても大して意味ないぞ」

「あのねぇ……」

「どうせ皇女であるクリスタが直接馬に乗る機会なんてほとんどないんだ。武人を目指しているわけでもないしな」

「そうかもしれないけど、最低限のことは一人でできたほうがいいわ。それに適度な運動は必要よ」

「ふーん。だそうだぞ、クリスタ。今からエルナと鬼ごっこだ」

「わかった」

　俺の意図を察してクリスタはさっさと部屋を出ていってしまう。

　エルナはそれを見て頬ほおを引きつらせる。

「殿下がアルに似てきたわ……」

「勉強はちゃんとやってるんだ。俺よりましだろ」

「でしょうね。あなたと比べたら大体の人は勤勉よ」

「ならいいじゃないか。長女は国境守備につく武人、次女は禁術を扱う魔導師。クリスタはあれくらいでちょうどいいんだ。家族としてバランスが取れてる」

　皇族の女はどうも一芸に秀でる傾向にある。秀ですぎてもはや尖とがっているという表現のほうが適切かもしれない。俺としてはクリスタくらいは普通でいてほしい。

「女性だけ見たらそうでしょうけどね。皇子方を含めるとそうも言ってられないわ。少なくとも二人ほど我が道を行く皇子がいるせいで、最近の皇族の評判は芳しくないようよ？　クリスタ殿下まで稽古をサボるようになったら民に見放されるわ」

「大げさだなぁ。ほかがカバーするから平気さ。レオとかレオとかレオが」

「レオしかいないじゃない……」

　呆あきれた様子のエルナは、ため息を吐いて踵きびすを返す。クリスタを追いかけるらしい。

　すぐに追わなかったのは鬼ごっこという趣旨でクリスタに運動させる魂胆だからだろう。

「じゃあ私はクリスタ殿下を捕まえてくるけど、クリスタ殿下が来ても匿っちゃだめよ？」

「へいへい」

　そう言ってエルナが部屋を出ていく。

　しばらくするとクリスタが部屋に入ってきた。しかも扉からではなく、部屋にかけてある絵の裏から出てきた。皇族専用の脱出路だ。

「お帰り、クリスタ」

「ただいま……アル兄様、監視にきた」

「了解。じゃあ紅茶でいいか？」

「うん」

　エルナはクリスタの将来を心配しているみたいだが、エルナを撒まくことができるなら将来の心配はないだろう。

　そうしてクリスタは嬉うれしそうにソファーに座り、フィーネのお菓子にありつくのだった。
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「兄さん、久々に剣の稽古しない？」

「嫌だ」

　とある日の昼下がり。

　昼寝にはちょうどよい時間に俺の部屋へレオが訪ねてきた。

　そこまでなら別にいいんだが、稽古しようとかアホか。

「えー、たまにはいいでしょ？」

「よくない。お前と俺で稽古になると思ってるのか？」

「思ってるから誘ってるんだけど？」

「それは勘違いだ。その勘違いは戦場では致命的だぞ」

　俺とレオで稽古になるとか馬鹿げている。

　シルバーとしての俺なら魔法でどうにかできなくはないが、出涸らし皇子としての俺は運動全般はからっきしだ。

　そもそも魔法で補助をしても生まれついてのセンスのなさはどうにもならない。

　たとえばパンチ一つとっても、魔法で補助して筋力を上げても殴り方は変わらない。

　威力はあるが技巧はない。そういうパンチが出来上がる。

　それがすべてを物語っているだろう。そういうところが出涸らし皇子と呼ばれる所以ゆえんなのだから。

　なのにこいつと来たら……。

「力量はわかってるつもりだよ。別に本気で稽古しようってわけじゃないよ。ただ軽く打ち合ってほしいだけだよ」

「俺じゃなくてもできるだろ？」

「兄さんが一番稽古になるんだよ」

　わけのわからんことを。

　そうは思いつつ、俺はため息を吐いて椅子から腰をあげたのだった。




　　　　■■■




　城の稽古場。

　ここに来るのはエルナにしごかれて以来だろうか。

　今は誰も使っていないので、いるのは俺とレオだけ。木剣を持って俺たちは向かい合う。

「じゃあ行くよー」

　間延びした緊張感のない声から、びっくりするぐらい鋭い一撃が飛んできた。

　まぁレオからしたら相当手を抜いた一撃なんだろうが、俺からすれば対応するので精一杯だった。

　なんとかそれを受けきると、レオが次の一撃を出してくる。

　それをなんとか凌しのぐ。

　その繰り返しが幾度も続く。

　レオはなんとか俺の防御を掻かい潜くぐろうとするが、スピードや力には頼らない。あくまで技巧だけで突破を試みている。

　それに対して俺はレオが狙いそうなところを予想して身構え、反応していく。

　きっとレオは双子である俺に読まれない攻撃をしたいんだろう。

　しかし、この手の読みあいにおいて俺に勝とうとするのは百年早い。

「どうした？　単調になってきたぞ？」

「うーん、手厳しい。なら、これならどうだ！」

　そう言ってレオが何の変哲もない突きを胴体に向けて放ってきた。

　受けるのは簡単。しかし何かある。

　だから俺は剣で受けつつ、体を少し後ろに引いた。

　すると、レオの剣が俺の剣に巻き付くように内側に入ってきて、俺の服をかすっていった。

　わずかに胴体には届かなかったが、後ろに引いていなければ当たっていただろう。

「危ない危ない」

「あー、これも駄目かー……良いところまでいったんだけどなぁ」

「甘いんだよ。俺の勝ちだな」

　そう言って俺は勝ち誇る。

　しかし、そんな俺にレオはニッコリと笑った。

「どうかなぁ。エルナ、約束どおり兄さんを稽古場に来させたよー」

　なに!?

　俺はとっさに後ろを振り向く。

　稽古場で稽古しているところをエルナに見られたりしたら、やっとやる気になったのねとか馬鹿な考えを抱いて、それは恐ろしい稽古が始まってしまう。

　いかん！　早急に逃げなければ！

　意識が戦うモードから逃げるモードにシフトする。

　とりあえずエルナの姿を探すが、どこにも気配がない。

　いない!?　さてはあの女、すでに後ろを取ったな!?

　そんな風に思いながら慌てて振り返ると、レオが軽く俺の胸を剣で小突いた。

「えい。僕の勝ちー」

「……はぁ？」

　露骨に顔をしかめる俺に対して、レオは笑顔のままだ。

「いやー、兄さんらしい手を使ってみたんだけど、どうかな？」

「……嘆かわしいな。奇策ってのは弱者の戦術なんだぞ？」

「そうだね。僕が劣勢だったし、弱者らしく戦ってみたよ」

「……帝位候補者がそれでいいのか？　悔い改めるなら今のうちだぞ？　反則負けですって自分で言えば許してやろう」

「嫌だよ。僕の勝ちだって。それに帝位を狙う者としてこのくらいはできないとね」

　そう言ってレオは清すが々すがしい表情で木剣を置きに行く。

　一方、納得のいかない俺はそんなレオの後を追って、反則負けだと言い続けたのだった。
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「あわわ……どうしましょう……どうしましょう!?　アル様！」

「何をそんなに慌ててるんだ？」

　ある日のこと。

　フィーネが手紙を見ながら狼狽うろたえていた。

　公爵令嬢であるフィーネが狼狽えるなんてなかなかない。内容はもちろん、差出人も特殊なんだろうな。

　なんて思っているとフィーネが俺に手紙を差し出してきた。

　そこに記されていた名前は。

「……母上？」

「そ、そうです！　第六妃、ミツバ様からお食事に誘われてしまいました!!　どうしましょう!?」

「どうしましょうって……」

　選択の余地はないと思うが。

　いくら蒼鴎姫ブラウ・メーヴエといえど皇帝の妃きさきの誘いは断れない。厳密には断っても構わないが変な噂うわさが立つ。それはフィーネとしても望まないだろうし、俺としても困る。

　そんなことを考えつつ、俺は手紙の中身を見る。

　確かに手紙は母上からだった。筆跡が本人のものだ。

　内容は子供たちがいつもお世話になっているので、一緒に食事でもどうですか？　といったものだった。

　別に変な内容ではない。

　俺とレオ、それにクリスタはフィーネの世話になっている。母親としてお礼をと思ってもおかしくはないだろう。

　ただ問題点が一つ。

「アルかレオのどちらかを伴ってお越しくださいって……何考えてんだ？　あの人は」

「どうしましょう!?」

「どうもしないさ。レオと行って来ればいい。母上は自分で手料理を振る舞うと思うけど、あの人は料理上手だから安心していいよ」

「そ、そういう問題ではないんです！　な、なにを聞かれるんでしょうか!?　し、失礼があったらどうしましょう!?　アル様ぁ～……」

　オロオロと部屋を歩き回るフィーネを見て、俺はため息を吐ついた。

　ときたま見せる肝の据わった一面も今はうかがえない。

　半泣きで狼狽える姿はとても頼りない。

　まったく……。

「はぁ……じゃあ俺がついていってあげるから落ち着け」

「本当ですか!?」

「できればレオと行ってほしいんだけどなぁ」

　フィーネは蒼鴎姫という有名人だが、レオの勢力としてはその称号と同じくらいクライネルト公爵令嬢という肩書が大事になってくる。

　西部の有力貴族であるクライネルト公爵の名代。それがフィーネだ。

　そしてクライネルト公爵はレオの最大の後ろ盾でもある。レオの勢力に加わった貴族の中には、クライネルト公爵と縁がある者も多い。

　そのレオとフィーネが良好な関係であると周りに知らしめるには良いイベントだったんだが……。

「アル様がいいです!!」

　こう言われては仕方ない。

　レオも忙しいだろうし、俺で我慢してもらうか。

　俺の近くにフィーネがいるってだけでも十分、良好な関係だっていうのは伝わるだろうしな。

　あとは母上が面倒なことをしないことを祈るだけだな。




　　　　■■■




「気合入れすぎじゃないか……？」

「え!?　変ですか!?」

　フィーネが着てきたのは蒼あおいドレスだった。

　これから帝都に長くいるならパーティーに出席することも多いだろうということで新調したもので、蒼鴎姫の名に恥じない鮮やかな蒼が目を惹ひく。

　しかしいくらなんでもそのドレスを着てこなくても……。

　妃といっても母上は平民出身の第六妃だ。

　皇后に会うならまだしも、母上相手ならいつもの服でよかったと思うが。

「変じゃない。とても似合ってはいるけど……」

「本当ですか!?　ありがとうございます！」

　俺のごく普通の褒め言葉にフィーネは笑顔で喜ぶ。

　それを見て、これ以上なにか言うのも野や暮ぼかと思い、俺は口を閉じた。

　本人が良いなら問題ではない。母上も気にはしないだろうしな。

　そう思い、俺は母上の部屋の扉に手を掛ける。

「さて、行くとしようか」

「はい！　頑張ります！」

「何も頑張る必要はないと思うけどなぁ」

　俺とフィーネの温度差がかつてないほど激しい。

　何をそこまで燃えているのやら。飯食っておしまいだぞ。きっと。

　口には出さずに心の中で呟つぶやきつつ、俺は部屋の扉を開けた。

　すると部屋の中には我が母、第六妃ミツバとクリスタがいた。

「いらっしゃい。アル、そしてフィーネさん」

「お初にお目にかかります、ミツバ様。フィーネ・フォン・クライネルトと申します。此こ度たびはお招きにあずかり光栄です」

「なんだか硬いわねぇ。肩の力を抜きなさいな。ね？　クリスタ」

「うん。いらっしゃい……フィーネ。こっち来て」

「あ、は、はい！」

　母上とクリスタは二人で笑い合うとフィーネを席に誘いざなう。

　フィーネはそれでも緊張した様子で案内された席に歩いていく。

　緊張のせいか、今にも転びそうな足取りだ。

　見かねて俺はフィーネに手を貸す。

「あ、アル様!?」

「緊張するだけ無駄だと思うぞ。俺の母上だからな」

「なに？　その言い方は？」

「そのままですが？」

「失礼な子ね。世の中には母親第一な息子が大勢いるのよ？」

「そういう息子が欲しかったならそういう風に教育すべきでしたね」

「あら？　教育しようとする先生たちから逃げ回ってた子がよく言うわね？」

「アル兄様に教育は……無理」

　なぜ招待された側なのにこんなことを言われなくちゃいけないのか。

　俺が顔をしかめていると、横でフィーネが耐えきれないとばかりに笑い出した。

　そんなフィーネを見て、母上はニッコリと微笑ほほえむ。

「笑った顔のほうが素敵ね。笑っていなさい。あなたはそのほうが魅力的よ」

「は、はい！　ありがとうございます！」

「素直でよろしい。どこかのひねくれた息子とは大違いだわ」

「育った環境が良かったものですから」

「当たり前よ。皇子の教育環境だもの。最高の環境を用意したわ。二人に用意したつもりだったけど、片方がほとんど使ってくれなかったのは悲しかったわぁ」

「おかしいなぁ。勉強から抜け出しても怒られた覚えがないんですが？」

「怒ったら真面目に勉強したのかしら？」

　答えづらい返しに言葉が詰まる。

　怒られたところで俺はきっと真面目に勉強はしなかっただろう。

　そんな俺を見て、母上はクスリと笑ってクリスタと共に席につく。

　フィーネの向かい側の席だ。俺の席はフィーネの隣。

　ご丁寧に名前が書いてある。

　そこで俺は首を傾かしげる。

「どうして俺が来ると？　伝えた覚えはありませんが？」

「なんとなくよ。女の勘ってところかしらね」

「お母様すごい！」

「でしょうー？　もっと褒めていいのよ？」

「二択を当てたくらいで大げさな……」

　そう言いつつ、俺も席につく。

　やっぱりこの母の前だとペースを握れない。

　母親だということもあるが、生来の性格的にこの人は食わせ者なのだ。平民の身から妃となり、魔窟ともいえる後宮で思うがままに生きているのが良い証拠だ。

「さて、じゃあいただきましょうか。全部手作りだから安心していいわよ。変な物は入ってないわ」

　そう言いながら母上はメイドたちに食事を持ってこさせる。

　そして最初に出されたのはサラダだった。

　色とりどりの野菜とフルーツを用いたサラダであり、見た目は鮮やかだ。

　しかし。

「母上。一つ聞いても？」

「なにかしら？」

「久しぶりに息子と食事をするというのに、息子の嫌いな物を料理に使うとはどういう了見ですか？」

「ああ、そういえばアルはメローネが嫌いだったわね。作ってるときはレオが来ると思ってたから気にしてなかったわ。まぁ仕方ないわね。我慢して食べなさい」

「嘘うそだ！　目が嘘だと言っている！」

「いい年して好き嫌いなんてお子様よねぇ？　クリスタ」

「アル兄様……お子様」

「……ああもう！　食べますよ！　食べればいいんでしょ!?」

　意地の悪い笑みを浮かべる母上を見て、俺はフォークでサラダを口に運ぶ。

　残してもいいが、そしたらまた何を言われるかわかったもんじゃない。

　意地でさっさとサラダを平らげた。

「よくできました。クリスタも好き嫌いは駄目よ？」

「うー……わかった」

　そう言って母上は嫌いな野菜を残していたクリスタにそっと釘くぎをさす。

　自分に矛先が向いたクリスタは唇を尖とがらせながら、嫌いな野菜を目を瞑つぶって口に運んでいく。

　それを母上は楽しそうに見ている。

「酷ひどい母だと思わないか？　妹への教育に俺を使ったんだぞ？」

「素晴らしいと思います！　アル様が食べたからクリスタ殿下も残せない。これが母親の教育というものなんですね！」

「そういうフィーネさんは嫌いな食べ物はないのかしら？」

「嫌いな食べ物ですか？　そうですね……生のお魚はちょっと苦手です」

「正直でよろしい。今日は用意してないから安心していいわよ。それだけかしら？」

「はい。基本的に何でも食べるように言われて育ったので」

「そう、良い親を持ったわね。ちゃんと言うべきことを言ってくれる親は得難いものよ。大事になさい」

「はい。大切にします」

　そう言ってフィーネは素直に頷うなずく。

　そんなフィーネを見て、母上も満足そうに頷く。

　そして食事はそのまま進む。

　クリスタも手伝ったという料理はどれも美味おいしいものだった。

　贅ぜい沢たくな素材を使っているわけではないが、どれも手間をかけて作られたもので、フィーネもそれがわかったのかしきりに作り方を聞いていた。

　最後のデザートを食べ、食後の紅茶を楽しんでいると母上はふいにフィーネの名を呼んだ。

「フィーネさん」

「は、はい！　なんでしょうか!?」

　これまでより少しだけ真面目な声色だった。

　何を言うつもりなのかと俺も身構える。

　しかし。

「アルとレオ、そしてクリスタがいつもお世話になっていると聞いてるわ。きっとこれからもお世話になるわ。迷惑だってかけると思う。どうかこれからもよろしくね」

「そ、そんな！　お世話になっているのは私のほうです！　迷惑もかけてばかりで……」

「いいのよ。あなたみたいな子が傍そばにいてくれるなら──私は安心できるわ。とくにアルは手がかかると思うけど、お願いね」

　そう言って母上は微笑む。

　その笑みを見てフィーネは少し間を置いてから真剣な顔つきで答えた。

「──お任せください」

　そんなフィーネの答えに母上は満足そうに笑うと、席を立つ。

　お開きだという合図だろう。

「それじゃあ今日は楽しかったわ。また誘ってもいいかしら？」

「もちろんです！　ぜひ！」

「そう。じゃあまたね。フィーネさん」

「バイバイ……フィーネ、アル兄様」

「じゃあ失礼します。母上。クリスタも」

「失礼します。ミツバ様、クリスタ殿下」

　そうして俺とフィーネは母上とクリスタに別れを告げて部屋を出た。

　少し二人で歩いているとフィーネがふと呟いた。

「いいお母様ですね」

「ああ、いい母上だよ。俺にはもったいないくらいだ」

　大した親孝行もできていない俺を見捨てずにずっと見守ってくれている。

　だからこそ守りたいと思う。

「ミツバ様のためにも私、頑張ります！」

「ああ、俺も頑張るよ。母上の安全を確保するにはレオを皇帝にするのが一番だからな」

　そう言って俺は歩き出す。その後をフィーネが静かについてきた。

　こうして俺たちは気持ちを新たに帝位争いに向かったのだった。
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「あら？　フィーネだけ？」

「いらっしゃいませ、エルナ様。はい、アル様はセバスさんとお出かけです」

　アルの部屋を訪ねたエルナは、部屋にフィーネしかいないことに驚いた。

　大抵の場合、アルはフィーネを連れて出かけるからだ。部屋にフィーネしかいないという状況は珍しいのだ。

「そう。せっかく暇つぶしに来たのに、間が悪いわね」

「暇、ですか？」

　近この衛え騎士団の隊長が暇というのはフィーネにはしっくりこなかった。ましてやエルナは聖剣を使える勇爵家の跡取り娘だ。

　そんなフィーネの疑問を察したのか、エルナはため息を吐つきながら説明する。

「私の隊は今、待機中なの。万が一に備えて城にいろって命令ってことよ。城の中ならどこにいてもいいの」

「なるほど。それで暇なんですね」

「そうなのよ。稽古相手もいないし、いっそのこと任務を命じてくれたほうがましよ」

「皇帝陛下は東部での一件から近衛騎士団を帝都に置くようになりましたからね。仕方ありませんよ」

　そう言ってフィーネが紅茶を淹いれてエルナに差し出す。

　東部での一件が起きるまで、皇帝は近衛騎士団を近衛として使うことはしなかった。自分の目として各地に散らして広い帝国の問題を探ることに使っていた。

　しかし東部で危機に陥ってからは近衛騎士団を帝都に置くようになった。そのため各地を飛び回っていたエルナも帝都にいるようになったのだ。

　とはいえ、近衛騎士団全体で皇帝の守護をすることはしない。大抵は交代制であり、そのほかの任務を合わせても暇な部隊が出てきてしまう。

　仕事なら探せばいくらでもあるが、近衛騎士団が雑事をするわけにもいかない。

　今まで任務ばかりだったエルナとしては張り合いに欠けるというのが正直なところだった。

「モンスターを狩ってこいとか、犯罪者を取り締まれとかでいいから任務が欲しいわ……」

「前者は冒険者の方たちの仕事を奪うことになりますし、後者もそれを任務とする人がいますから難しいかと」

「わかってるわ。言ってみただけ」

　そう言ってエルナはつまらなそうな表情を浮かべてフィーネの淹れた紅茶を飲む。

　せめて城内待機というつまらない時間を有意義に過ごそうと、アルの下を訪ねたというのにアルは不在であった。

「いつも部屋でぐうたらしてるくせに……」

「ふふ、では今日は私がエルナ様のお相手をいたします」

　唇を尖らせるエルナを見て、フィーネは笑顔でそう告げた。

　向かい合う形でエルナとフィーネがソファーに座る。

　フィーネの申し出にエルナは目をぱちくりとさせる。

「それは、つまりフィーネが話し相手になってくれるってこと？」

「はい！」

　元気に答えるフィーネを見て、エルナは微笑ほほえましい気持ちになった。相変わらず純粋で良い子だと。

　しかし同時に思う。絶対に話は合わないだろうと。

「気持ちは嬉しいのだけど……」

「私ではお相手になりませんか……」

　がっくりと肩を下げたフィーネを見て、エルナは慌ててフォローをいれる。

「ち、違うわ！　そうじゃなくて……私、同年代の女の子と話が合ったことがないから……」

　ときたま会話する貴族の令嬢たちはドレスがどうとか化粧水がどうとか、やれあの家の嫡男がイケメンだとかやれあそこの家の夫人は執事といけない関係だとか。そんな話ばかりだった。

　幼い頃から剣士として育てられ、十一歳で近衛騎士になったエルナにはとてもついていけない話題だったのだ。

　一方、そんなエルナに対してフィーネは蒼鴎姫ブラウ・メーヴエの称号を持つ帝国一の美女。典型的な貴族のお嬢様だ。

　鎧よろいが正装であるエルナに対して、フィーネはドレスが正装。

　どう見ても真逆な二人の話題がかみ合うとはエルナには思えなかったのだ。

　しかし。

「そうなのですか？　奇遇ですね。私もあまり同年代の女性と話が合ったことがないんです」

「え？　そうなの？」

「はい。公爵家の娘といっても私は西部の田舎者ですから。帝都のご令嬢たちの話にはついていけないんです。それに西部でも年の近いお友達はあまりいませんでしたし」

「フィーネが？　それ本当？」

「はい」

「驚いたわ……蒼鴎姫の名に惹ひかれて人が近寄ってこなかったの？」

「たぶん父が気を遣ってくれたんだと思います。この髪飾りを頂いたばかりの頃は多くの人が訪ねてきてくださったんですが、慣れていなかったせいか私は倒れてしまって……それ以来、あまり人とは会ってこなかったんです」

「あなたも大変なのね……」

「エルナ様ほどではありません。帝国最上位貴族である勇爵家の跡取り娘にして近衛騎士団の隊長。十一歳で近衛騎士団に入団した神童。誰もがあなたのすごさを語ります。ただ」

「ただ？」

「私がすごいと思うのはずっとアル様の幼おさな馴な染じみということです。アル様の幼馴染というのは羨ましいですが、大変だっただろうなとも思います」

「過去形はやめて。今でも大変よ」

　エルナは本当に疲れた顔でそう告げた。

　一瞬の間の後、エルナとフィーネはどちらともなく笑い出した。

　そして二人は共通の話題、アルの話で盛り上がることになった。

　エルナは昔のアルについて、フィーネは今のアルについて語っていく。

　そのまま時間は過ぎていき、二人が時間を忘れた頃。

　部屋の扉が開かれた。

「ん？　なんでエルナがいるんだ？」

「遅いわよ！　アル！」

「約束を交わした覚えはないんだが？」

「私がせっかく訪ねたんだから、部屋にいなさいよ！」

「いつも仕事をしろってうるさいくせに、仕事に出たら文句とかお前は本当に理不尽の権化みたいな奴やつだな……」

「どうせ仕事とかいって遊んでたんでしょ？」

「失礼な。ちゃんと仕事してきたぞ？　レオに取り入ろうとする貴族の素行調査だ。直接、この目で奴らの普段の動きを見てきたんだ」

「本当かしら？　セバス」

「アルノルト様は宿屋で昼寝をしておりました。素行調査は私が代わりに」

「アル～？」

「セバスは俺の目であり耳だ。セバスがすることはすべて俺がやったも同然だ」

　無む茶ちや苦く茶ちやな暴論を振りかざし、アルは自分が仕事をしたと言い張る。

　それを見てエルナはため息を吐き、聞いていたフィーネは紅茶を淹れながらクスクスと笑うのだった。

「どうぞ、アル様」

「ありがとう、フィーネ。フィーネがエルナの相手をしてくれたのか？　大変だっただろ？　こいつの相手は」

「いえ、とても面白い話を聞けました！　アル様の昔話です！」

「げっ！　エルナ！　フィーネに変なことを吹き込んでないだろうな!?」

「どうかしらね？　私は事実しか話してないし」

「嘘うそをつけ！　お前は思い出を改変する天才だって俺は知ってるんだぞ！」

「失礼ね！　いつ私が思い出を改変したのよ!?」

「いつも俺と話がかみ合わないだろうが!?」

　エルナとアルの言い合いが始まる。そんな二人を見て、フィーネは優しく微笑むのだった。
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「アル兄様」

「どうした？　クリスタ」

「これなに……？」

　そう言ってクリスタが持ってきたのは人の頭ほどの木の置物だった。しかしその置物は変だった。だからクリスタも気になって持ってきたんだろう。

「土台の上には足しかない……」

「そうだな」

　俺は微妙な表情でその置物を見る。

　今見れば荒削りだ。しかしあのときは最高の出来に思えた。

「それは俺とレオが作ったんだ」

「これを……？　土台と足だけ作るなんて変……」

「作ったときはあったんだよ。それはとある美術品を真似まねて作ったんだ」

「美術品？」

「ああ……あれは八年ぐらい前のことだな」

　当時、皇国で一つの美術品が話題になっていた。

　それは白い女性の石像であり、その美しさに多くの者が足を運ぶほどだった。

　もちろん話題になったからといって、帝国の皇子が気軽に見には行けない。しかし帝国にはその石像の絵があった。

　それに興味を持ったのがレオだった。

　素晴らしいと絶賛するレオに対して、俺は大して興味を抱いていなかったが、実際に見に行けないことを残念がるレオを見て、なんとなく〝じゃあ作ってみるか〟と提案していた。

　その提案にレオは大喜びで賛同した。

　なければ作ればいい。安易にもほどがあるわけだが、当時の俺たちには名案に思えた。

　そしてセバスに頼んで調達してもらった木を彫る作業がその日から始まった。

　二人で部屋にこもり、絵を見ながらあーでもない、こーでもないと意見を言い合いながら試行錯誤を繰り返した。

　最初に完成したのは俺たちが見ても何がなんだかわからないガラクタだった。それが俺たちに火をつけた。

　絶対に完成度の高い作品を作ってやると燃えて、俺とレオは本気でその作業に取り組んだ。

　使う道具もどんどん本格化していき、セバスや母上にいろいろとアドバイスをもらいながらそれなりの技術を身に付けていった。

　それから数か月して、俺たちの挑戦は一つの完成をみた。

　大きな木を削り、ポーズを取る女性を形作ることに成功したのだ。

　我ながらよくできたと思わず自画自賛してしまう出来だった。

　足の部分を見れば、荒削りだと今は思うが十歳の子供が二人で作ったと思えば大変素晴らしい出来だろう。

　それに俺たちの自慢はそこではなかった。

　女性的な曲線にこだわり、ぱっと見で女性であるとわかるように取り組んだのだ。

　そして運命の日がやってきた。

「いよいよだね、兄さん」

「ああ、エルナの奴、驚くだろうな」

　そう言って俺たちは部屋でわくわくしていた。

　完成した作品には白い布をかけ、エルナに発表しようと企画していたのだ。

　俺たちに非があるとすれば、最初に見せる相手にエルナを選んだという一点だろう。その間違いが悲劇を生んだ。

「何よ？　こんなところに呼び出して」

　この数か月。作品に力を注いだため、エルナと遊ぶ時間は短くなっていた。そのせいかエルナは終始不機嫌気味だった。なにせエルナにはこの作業のことを言っていなかった。

　内緒で何か二人でしているというのがエルナは気に食わなかったのだ。

　といっても俺たちを責める人はいないだろう。内緒で進めていたのは驚かせたいからであり、人に見せられる作品が完成した時点で最初に見せる相手にエルナを選んだのも、幼馴染として大切に思っていたからだ。

　まぁ今思えば愚かだったと思う。

「エルナ！　実は僕らね！　ある作品を作ったんだ！」

「見て驚け！」

　そう言って俺たちは白い布を取り払い、エルナに作品を見せた。

〝裸〟の女性をモデルとしたその木の像は不幸なことに、しっかりとした完成度を誇っていた。

　どういうことかというと。

「卑ひ猥わいだわ！」

　そう言ってエルナが剣を抜く程度には女性的だったということだ。

　エルナは俺たちの悪戯いたずらだと思い、一瞬でその木の像を細切れにした。誰にも見せていない完成品を、だ。

「「あああああああああ!!!!????」」

　俺とレオは同時に絶叫し、足と土台しかなくなった自分たちの渾こん身しんの作品を見つめ、同時に膝と手を床について泣き出した。

　そんな俺たちにエルナは、数か月かけてこんな悪戯を考えていたのかと説教を始めたわけだが、当然ながら俺たちはろくに聞いていなかった。

「──というわけだ」

「……エルナ怖い……」

「アル～？　クリスタ殿下に何を吹き込んでるのかしら？」

　そう言って部屋の中に声が響く。

　見れば扉の前にエルナが立っていた。

　なにやら頬ほおを引きつらせているが、それをしたいのはこっちのほうだ。

　昔のことを思い出したせいか、怒りが湧いてきたぞ。

　机の上にある不要な紙を選び、俺はくしゃくしゃと丸める。

　そして予備動作なしでその紙を投げつけた。

「お前の悪行に決まってるだろうが！」

「あのときのことは謝ったでしょうが！」

　そう言ってエルナは左手で紙を受け止めると、ぎゅっと圧縮してそれをとんでもない速さで投げ返してきた。

　紙とは思えない硬度となったその塊は見事に俺の額に直撃し、俺は後ろにのけぞった。

「痛っ!?　見たか、クリスタ!?　あれが反省している人間だと思うか!?」

「昔のことでしょ！　そもそもいきなり裸の女性の像を見せるなんてデリカシーがないのよ！」

　こいつ、反省していないな。

　そんな風に思っているとクリスタがぽつりと呟つぶやく。

「エルナ……危険……」

「で、殿下!?」

　クリスタに怖がられ、エルナがショックを受けた。

　ざまぁみろ。

　なんて思っていると。

「アルのせいよ！」

「なんでだよ!?」

　こうしていつもどおり俺とエルナの言い合いが始まったのだった。
















　およそ二年前。

　帝国南西部にとある学院があった。

　帝国魔導学院。

　隣国の皇国に倣い、優秀な魔導師の卵を育成するために帝国が作った学院だ。

　歴史はまだ浅いものの、卒業した者がちらほらと活躍し始めていた。

　そんな学院からシルバーに対して個人依頼が入った。

　学院に来てほしいという依頼だ。

　ＳＳ級冒険者に個人依頼をするには、虹貨が三枚もいる。

　招待料にしては高すぎる。

「何か裏があるな？」

「しかし個人依頼を断るわけにもいきません」

「厄介な制度だ」

　城の中で俺はため息を吐つく。

　ＳＳ級冒険者シルバーとして、俺は帝都をほとんど動かずにいた。

　帝都にシルバーがいることで民が安心するからだ。

　ときたま入る帝都から離れた依頼も、即座に飛んで片付けた。

　そしてまた帝都に戻ってくる。

　そのため、多くの者がシルバーは帝都を動かないという印象を持ち始めていた。

　それでいい。そこは狙い通りだ。

　絶対的な存在であるＳＳ級冒険者が帝都にいるだけで、帝都の治安は改善される。

　治安悪化の原因である不安が払しょくされるからだ。

　だが、弊害として個人依頼でシルバーを動かそうという者たちが現れ始めた。

　これまでそういう依頼はさっさと片付けることで終わらせてきたが……。

「依頼内容が漠然としている。来させて何をするのやら」

「帝国最強の魔導師を学院に招待したい。それだけなら可愛かわいいものですが」

「それだけのために虹貨を三枚も払うとは思えんな」

　言いながら俺はシルバーの仮面を被かぶる。

　どれだけ不審だろうが依頼は依頼。

　冒険者である以上、行かなければいけない。

「では、あとは頼む」

「かしこまりました」

　セバスに見送られ、俺は帝国南西部に飛んだのだった。




　　　　■■■




　深い森の中に帝国魔導学院はあった。

　巨大な洋館。

　建物を見たとき、それが第一印象だった。

　森の中にそれがあるというのは、異質な光景といえるだろう。

　わざわざ森の中に建てたのは、魔法の訓練にはそれなりの敷地が必要だからだ。

　あとは外界と隔絶されているため、生徒が魔法に集中できるとか、そんな理由だろう。

　そんなことを考えながら、俺は学院の門をくぐる。

　出迎えたのは白い髭ひげを伸ばした背の高い老人だった。

「わざわざご足労いただいて、申し訳ない。シルバー殿」

「転移で飛んできただけだ。あなたが学院長か？」

「ご挨拶が遅れた。帝国魔導学院、学院長のトーマス・フォン・シェーンベルクだ」

　淡々と学院長は自らの名を告げる。

　シェーンベルク家はたしか伯爵位だったはず。

　おそらく長男ではなかったんだろう。

　まぁ帝国が運営する学院の学院長となれば、伯爵位より重要度は上だが。

「冒険者ギルド帝都支部所属、ＳＳ級冒険者のシルバーだ。個人依頼を受けて参上した」

「依頼とはいえ、突然呼び寄せて申し訳ない。こちらとしても急を要する事態だった」

「わざわざギルドに詳細を伝えなかったのは、訳ありか？」

「いかにも。歩きながら話そう」

　そう言ってトーマスは俺を学院のほうへ促す。

　周りに人の気配はない。

　生徒は授業中か。

「私はこれでも自分が熟練の魔導師だと自負している」

「その自負は間違ってはいないだろうな」

　トーマスから感じられる魔力は巨大だし、その立ち振る舞いにも隙はない。

　冒険者ランクでいえばＳ級クラスの実力はあるだろう。

「本来ならその上から目線にイラつきそうなものだが、古竜を一撃で屠ほふったシルバー殿となると話は別だな」

「熟練の魔導師であるあなたでも対処できない事態が起きた。そういう認識でよいかな？」

「話が早くて助かる。この学院には多くの宝玉と魔導書が集められている。魔法の研究のためだ。その中に解読不能な魔導書があった」

「なるほど。俺が呼ばれるわけだ」

　解読不能な魔導書。

　パターンは二つ。

　難解な方法で書かれた禁術書か、古代魔法について書かれた魔導書か。

　どちらかだ。

　特に後者に関しては、古代魔法の素質がなければ内容を理解することはほとんどできない。

　大抵の古代魔法の魔導書は、素質ある者のみに読めるよう細工されているからだ。

　まぁ正しくは、素質ある者しか読む必要がないから、そういう風な仕様になっていただけだが。

　千年前の古代魔法時代に。

「魔導書はどこに？」

「図書室の奥。禁書エリアに保管していた。問題なのはそれを解読した生徒がいるということだ」

「ほう？」

　言いながら俺は心の中でため息を吐く。

　わざわざ俺を虹貨三枚も使って呼び出したのは、帝国魔導学院始まって以来の古代魔法の使い手を輩出できるかもしれないからか。

　俺はあくまで冒険者。

　しかし帝国魔導学院を卒業すれば、必ず帝国に組み込まれる。そういう契約だからだ。

　帝国に古代魔法使いを組み込める。

　帝国魔導学院の評価は大きく上昇するだろう。

「帝国では古代魔法に関する事柄は慎重にならなければいけない」

「だから漠然とした依頼内容になったのか」

「そういうことだ。しかし、残念ながら我々にはその生徒の解読があっているかはわからない。まずは確認してほしい」

「そこからか」

　随分と博打ばくちに出たものだ。

　生徒が嘘うそをついていれば、虹貨三枚を捨てることになる。

　それだけ生徒を信頼しているということだろうな。
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　学院長室に案内された俺は、さっそく魔導書と解読した文章を見る。

　魔導書はたしかに古代魔法について書かれたものだった。

　しかもかなり強力な魔法だ。

　一冊丸々、その魔法について書かれている。それだけでこの魔法の価値がわかる。

　一方、解読された文章だが。

「驚いたな。確かに解読はあっている」

「本当か!?」

「これを解読した生徒は？」

「すぐに呼ぼう！」

　興奮した様子のトーマスが使いを出して、生徒を呼び出す。

　その間、俺は魔導書に目を通していた。

　難しい魔法だ。

　魔力の消費も激しい。

　この本の著者ですら、短期決戦型の魔法と位置付けている。

　そういう魔法は間に合っている。

　俺が使うことはないだろうな。

　そんな風に思いながらページをめくっていると、俺はとあることに気づいた。だが、同時に学院長室に一人の少年が入ってきた。

　年は十三、四歳くらいだろうか。

　制服をきちっと着こなした容姿端麗な少年だ。

「紹介しよう、シルバー殿。彼が魔導書を解読した生徒、ヴィム・フォン・アルテンブルク君だ」

　なかなか大物の名が出てきたな。

　帝国最古の貴族。アルテンブルク家の子か。

　信頼されるわけだ。

「初めまして、シルバー。お名前は聞き及んでいます」

「そうか。それは光栄だ」

「それで、呼び出されたということは僕に古代魔法の適性があったということでよろしいですか？」

「そうだ。君の解読は間違っていなかった」

「そうですか」

　当然だと言わんばかりにヴィムは頷うなずく。

　自信満々だな。

　選ばれた者という自負があるんだろう。

「どうだろうか？　シルバー殿。ヴィム君は現代魔法でも首席を争うほどの天才。シルバー殿の弟子にするというのは？」

「僕も学ばせていただきたいですね」

「無理だな」

　迷うこともなく俺は答える。

　まさか断られるとは。

　そんな表情をヴィムは浮かべる。

「し、シルバー殿!?　何が気に食わないと!?」

「気に食わないという問題ではない。彼には古代魔法の素質があることは確かだ。しかし、魔力が足りない」

「僕の魔力が足りない……？　そんなことを言われたのは初めてです！」

「だろうな。現代魔法を使う上では十分すぎる魔力量だが、古代魔法を使うには足りない。古代魔法には膨大な魔力が必要だ。規格外の魔力が、な」

「一つの魔法を使うくらい……！」

「使いたいなら使えばいい。読めるなら学べるだろう。一歩間違えば死だが、な」

　足りない魔力をかき集めるために、生命力を削る。

　魔導師の禁じ手だ。ラインを見誤れば死に至る。

　この魔法はただでさえ、消費魔力が多い。ヴィムの魔力では発動するたびに生命力を削ることになるだろう。

「──怖いんですか？　自分以外の人間が古代魔法を使えるようになるのが？」

「面白い挑発だな」

「ヴィ、ヴィム君……！」

「怖くないというなら消費量の少ない古代魔法を教えてください！　僕には素質がある！」

「消費量の少ない古代魔法を俺は知らん。探せば君にも扱える程度の古代魔法はあるだろうが、そんなものを覚えて何になる？　現代魔法をしっかりと身に付けたほうが賢いぞ？」

　使えると扱えるでは意味が違う。

　一度きりの発動ということなら、なんとかできるだろう。

　だが、それを扱えるようになるには幾度も試す必要がある。

　よほどの天才でもなければ、一度使っただけで扱えるようにはならない。

「古代魔法だからこそ意味があるんだ！」

「君には君の事情があるようだな。だが、俺には関係ない。君には素質はあったが、魔力量という才能が足りていなかった。それだけの話だ。現代魔法でも似たような話は聞くはずだが？」

「嘘だ！　僕に才能がないなんて……！」

「古代魔法の才能がないだけだ。嘆くことはない。君は──多くの才能に恵まれているのだから」

　そう言って俺はヴィムから視線を外す。

　自分への興味がなくなったと感じたヴィムは、明確な殺気を俺に向かって放った。

　子供の殺気だ。

　本気で攻撃してきても、無傷でいなせる。

　だが、それでは教訓にはならないだろう。

「よく覚えておけ。殺意を表に出すなら、自分が殺されることを覚悟しろ」

　俺が振り向き、ヴィムを視線で捉える。

　その瞬間、ヴィムは一瞬で尻もちをついた。

　体は異常なまでに震えている。

「ヴィ、ヴィム君！　し、シルバー殿!?」

「非礼はなかったことにしよう。帝国唯一のＳＳ級冒険者に殺気を向けるなんて、いくらアルテンブルク公爵家の出身でも無事では済まないからな。それを容認した学院長も」

「……か、感謝する」

　そう言って学院長は、人を呼んでヴィムを学院長室から下がらせた。

　それを見送り、俺はもう一度魔導書に目を移す。

　ヴィムの解読は確かにあっている。しかし、ヴィムの解読は一部のみ。

　だが、魔導書には最近読まれた痕跡があった。

　ヴィムが解読した箇所以外に、だ。

　それはこの魔法の詠唱部分。

　明らかに集中して読まれている。

　ヴィムが読んだとも取れるが……。

「学院長。この魔導書を読んだ生徒は他には？」

「一時期、一般開放していた。おそらくすべての生徒が読んでいるはずだ」

「なるほど。それで解読したと言ったのは彼だけか？」

「そのとおりだ。ヴィム君はすぐに読めるといい、そのページを解読してみせた。それ以降、誰も読んでいないはずだ」

「わかった。少し学院内を見て回っても？」

　学院長はすぐに頷いた。

　偶然かもしれないが、明らかに詠唱部分が読み込まれていた。

　ヴィムでないとするなら。

　まだ学院内には古代魔法の素質を持った生徒がいるかもしれない。

　そう思いながら俺は学院内を見て回るのだった。

　帝国魔導学院の中を俺は歩いていく。

　教室で講義を受けていた生徒たちが、俺を見て奇異の目を向けてくる。

　黒いローブに銀の仮面。

　明らかに怪しい人物だからな。

　そんな俺の前に紙の鳥が飛んできた。

　風を操り、俺の前まで飛ばしてきたんだろう。

　おちょくるようにヒラヒラと仮面の前を行き来している。

「学院長！　あまり得体のしれない奴やつを学院に入れないでもらえますかね？」

　そう言って数人の男子生徒が笑う。

　貴族の子供だろう。

　明らかに態度が悪い。

　俺の横で学院長の顔が真っ青になっているのがわからないらしい。

　少し脅かしてやるか。

「これは君のか？」

「ああ、そうだ」

　紙の鳥を指さして訊たずねると、リーダー格の生意気そうな少年が答える。

　捕れるものなら捕ってみろといわんばかりに、紙の鳥の動きが激しくなった。

　そんな紙の鳥を結界で囲み、俺は猛スピードで少年の下に飛ばし返した。

　紙の鳥は少年の真横を通り過ぎ、開いていた窓を抜けて外へと一気に駆け抜けていってしまう。

　一瞬の出来事に少年は固まっている。

「得体のしれない奴と言ったな？　冒険者ギルド帝都支部所属、ＳＳ級冒険者のシルバーだ。君の名を聞かせてもらえるか？」

「シルバーって……」

「帝都のＳＳ級冒険者……？」

「古代魔法の使い手がどうして学院に……？」

　俺の名乗りを受けて教室が一気にざわついた。

　少年はようやく自分の過ちに気づいたのか、学院長と同じ顔色になった。

「名を、聞かせてもらえるか？」

「あ、あの……」

「シルバー殿……子供ゆえお見逃しいただきたい」

「教育がなっていないようだ。名前くらいは名乗れるようにしておいてほしいものだな」

「申し訳ない……」

　そんなことをしながら、俺は学院を見て回る。

　しかし、どこを探しても古代魔法の素質がありそうな者は見当たらない。

　そして学院を一周してしまった。

「生徒はこれですべてか？　学院長」

「今は演習の時間ではないから、すべての生徒を見たはずだ」

　そうなると俺の勘違いか。

　ヴィムが隠れて読んだのか、それとも知らない者が偶然、あのページを読んだだけか。

　自分の中の疑念と戦っていると、学院の教師がやってきた。

「学院長、落第者のご報告が」

「おお、そうだったな。今回は何名だ？」

「今回は一名です」

「一名というと……ああ、あの生徒か」

　学院長は手渡された紙を見て納得したように頷いた。

「その生徒は授業には？」

「落第した生徒はすぐに学院から去る決まりだ。授業には出ていないだろう」

「その生徒に会いたい」

「会ってどうする？　魔法の才能は全くない生徒だ。魔力だけは飛びぬけていたため、入学させたがどの魔法も習得できなかった」

「会ってどうするかではなく、会いたいだけだ。駄目だと言うなら勝手に行く」

　俺はそう言って学院長の手から紙を奪うと、そのまま歩き始める。

　学院を去るというなら正門から出るだろう。

　そこで待っていれば会えるはずだ。

「わかった、わかった。ちゃんと会わせるから勝手に動かないでくれ……」

「初めからそう言えばいい」

　学院長が折れたのを見て、俺は紙を返す。

　魔力だけ飛びぬけた生徒。

　しかもどんな魔法も習得できない。

　これほど俺と一致する者はそういないだろう。

　問題は、なぜ自分から読めると言い出さなかったのか？

「その生徒は貴族か？　平民か？」

「平民だ。なんてことのない村の出身だな」

「そうか……」

　学院長に不審な点はない。

　となると本人の意向か、もしくは他の生徒の意向だろうな。

　アルテンブルク家の者なら脅すくらいはやるだろう。

　古代魔法の魔導書を解読できる者が二人いるのは、困ると考えてもおかしくない。

　そんなことを思いながら俺は学院長の案内に従って、歩き始めたのだった。
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　案内された部屋の近く。

　そこにヴィムがいた。

　周りを警戒しつつ部屋へ入ろうとしている。

「また会ったな？」

「っっ!?」

　声をかけられたヴィムは肩を震わせて、俺のほうへ振り向いた。

「ヴィム君、ここで何を？」

「そ、その……落第者の顔を拝んでおこうかと……」

「なかなかいい趣味だな」

　俺の言葉にヴィムが頬ほおを引きつらせる。

　学院長も怪け訝げんそうな顔をしている。

　ヴィムは少し思案した後、すぐに頭を下げて退散した。

「失礼しました！」

「一体、何がしたかったんだ……？」

「念を押しておきたかったんじゃないか？」

「何の念を押すというのだ？」

「なんだろうな」

　学院長の問いをはぐらかしたあと、俺は案内された部屋の扉に手をかけた。

　ドアを開けると中には一人の少女がいた。

　肩にかかる程度の黒に近い紫色の髪。

　年は十三、四歳だろうか。

　制服を着てソファーに座っている。

　部屋に入ってきた俺に対して、髪と同じ色の目を不思議そうに向けていた。

「あなたは？」

「名は？」

　声が被かぶる。

　少女は何度か目をぱちぱちと瞬かせたあと、苦笑して名を名乗った。

「クロエだよ。はい、あなたの番」

「こちらは冒険者ギルドのＳＳ級冒険者、シルバー殿だ」

「ＳＳ級冒険者……？」

　いまいちしっくり来てないのか、クロエは首を傾かしげる。

　そしてしばらく経たった後、時間差で目を見開いた。

「ＳＳ級冒険者!!??」

「君は今日を以もつて我が学院を去るわけだが、最後にＳＳ級冒険者であるシルバー殿と話す機会を与えられた。それを光栄に思ってだな」

「学院長、少し外してもらえるか？」

「それは……二人で話したいと？」

「魔法が使えないが、魔力は膨大。なかなかに興味がある。話すだけだ。時間をくれ」

「それは構わないが……あまり時間はない。彼女を送る馬車を用意させているところでだな」

「問題ない。俺が送っていく」

　それを聞き、学院長は釈然としない様子だったが、何度か頷うなずいて部屋の外へ出ていった。

　その瞬間、俺は部屋を結界で覆った。

　これで勝手に入ることはできないし、声も漏れない。

「改めて自己紹介を。シルバーという」

　クロエと向かい合う形でソファーに座り、俺は両手を組んでクロエを見る。

「あ、あの……！　どうしてあたしのところに？」

「古代魔法の魔導書を読めただろ？　その感想を聞きに来た。試しに使ってみたか？」

「どうしてそれを……!?」

　クロエは驚き、ソファーから立ち上がる。

　しかし、すぐにクロエは両手で口を塞ぐ。

　何か言ったらまずいことでもあるんだろう。

「部屋には結界を張ってある。学院長でも中の声を聞きとれんよ」

「よかったぁ……」

　ホッとクロエは胸を撫なでおろす。

　そして少し沈んだ表情を浮かべる。

「質問を変えよう。どうして自分も読めると言わなかった？　現代魔法には適性がなかったのだろう？」

「それは……」

　クロエは口ごもり、視線を下に落とす。

　それを見て俺は自発的に話してもらうことを諦めた。

　もうある程度の情報は集まっている。

「アルテンブルク家の息子から口止めされているか？　学院で唯一の古代魔法の解読者。そういう立場に拘こだわりそうな少年だったからな」

　クロエは何も答えない。

　だが、顔が悲痛に歪ゆがむ。

　それが答えだろう。

「あなたは彼に……古代魔法を教えるために来たの……？」

「学院長はそのつもりで呼んだようだがな。まぁ学院長にとって残念なことに、ヴィムと言ったか？　あの少年には古代魔法を扱う才能がなかった」

「才能がない……？」

「古代魔法は膨大な魔力を消費する。彼にはそれがなかった。君と違ってな」

「あたしは……」

「やっと見つけた自分の魔法のはずだ。悔しくないのか？　魔法を使いたいとは思わないのか？」

　俺の言葉を聞き、クロエが肩を震わせた。

　そして。

「悔しいよ！　一生懸命、努力してきたの！　やっとあたしでも使える魔法を見つけたのに……！　頑張ってるだけなのに……!!」

　感情が高ぶり、クロエの目には涙が浮かんでいた。

　その姿を見て俺は仮面の中で笑みを浮かべた。

「あの少年のことだ。君に金銭でも渡したか？」

「……お母さんの体調が悪いから……仕方なくて……」

「もうお金は母親のところに送ったあとか？」

「うん……」

　頷いたあと、クロエは糸の切れた人形のようにソファーへ座った。

　感情を高ぶらせたところで、意味がないと思ったんだろう。

「いくら貰もらったと聞くのは野や暮ぼだろうな。まぁ大金だろう。だが、それは君の将来と釣り合うほどか？　君は希少な古代魔法を扱える魔導師。輝かしい未来が待っているだろう」

「……あれが古代魔法だなんて知らなかったの……約束は約束だし……お金も受け取ってるから……」

「なるほど。そういうことなら君の将来を俺が買おう」

　俺は懐から一枚の硬貨を取り出した。

　それは虹色に輝く硬貨。

　この硬貨だけがＳＳ級冒険者を動かすことができる。

「これは……？」

「虹貨だ。これで彼にお金を返すといい」

「虹貨って……!?」

「安心しろ。俺にとってははした金だ。君の未来に比べれば安いものだろう」

「ど、どうしてこんなことを!?　あたしが同じ古代魔法を使えるから!?」

「混乱するのはわかる。理由はいくつかあるが……俺の行動原理も母親だったから、だな。君は古代魔法を諦め、俺は古代魔法を覚えた。すべては母親のために。何が正しいかはわからないが……手助けするには十分な理由だと思っている」

　この子は俺と同じだ。

　魔力だけは多いから期待されて、すぐに現代魔法の適性がないから落胆される。

　勝手に期待して、勝手に失望される。

　そんな俺たちにも才能があった。

　古代魔法の才能だ。

　だが、この子の未来は閉ざされようとしている。

　それを見過ごすことはできない。

　かつての俺に開かれた道は、クロエにも開かれるべきだ。

「でも……あたしは落第者だから……」

「学院に留とどまる必要はない。むしろ好都合だ。学院に留まれば、学院の意向に縛られる。そういう人間に古代魔法を教えたくはない。君が君の判断で使う。それがベストだ」

　そう言って俺はクロエに手を伸ばした。

　だが、警告も忘れない。

「どうだ？　俺の弟子になってみるか？　しかし、だ。なったら最後、君は普通には戻れない。巨大な力が放置されることをこの世界は許さない。国に所属するなり、冒険者ギルドに所属するなり、しなければいけないだろう。それでもいいならこの手を取れ」

「……手を取ってほしいの？　手を取ってほしくないの？」

「俺はどっちでもいい。君が決めることだ」

「……魔法があれば……世界は変わる？」

「世界は変わらない。変わるのは君だ。魔法を覚えても、世界に価値がないと思えば世界はいつまでも暗いままだし……この世界も悪くないと思えば輝いて見える」

「……そっか……じゃあよろしく！　師匠？　違うな？　お師匠様！」

　笑みを浮かべてクロエは俺の手を取った。

　それはクロエにとって大きな決断となるだろう。

　いつか後悔する日が来るかもしれない。

　だが、選択しなくても後悔はやってくる。

　手を取ればよかったと後悔するよりも、手を取って後悔するほうがいいだろう。

　そっちのほうが幾分かは前向きだ。

　俺はクロエの手を一度握ったあと、放して部屋の結界を解いた。

「シルバー殿！　いきなり結界を張るとはどういうことだ!?」

　間髪容いれずに学院長が入ってきた。

　だが、俺は説明せずに問いかける。

「学院長、この子は落第ということでいいな？」

「うん？　もちろんだ。決定は取り消さん。残酷なようだが、我が学院は素質ある子だけを受け入れる」

「そうか。では、友人に挨拶してくるといい。俺は正門の前で待っている」

「うん！」

　クロエは快活な返事をして、部屋を出た。

　このままヴィムに会ってお金を返すだろう。

　そうしたら彼女の新しい人生が始まることになる。

「残酷という言葉はどちらに当てはまるのだろうな？」

「どういうことだ？　シルバー殿」

「こっちの話だ。気にするな」

　ヒントは十分に与えた。

　最後のチャンスも与えた。

　これで学院から奪ったとは言わせない。

　そうほくそ笑みながら、俺は学院長の横を過ぎ去ったのだった。

　学院の正門前。

　そこでクロエを待っていると、息を切らしてクロエが走ってきた。

「はぁはぁ……お待たせ！　お師匠様！」

「……」

　俺は何も言わず、クロエの頬ほおに手を伸ばす。

　その頬は赤く腫れていた。

　治すのは簡単だが。

「殴られたか？」

「うん……すごい喚わめいていて、先生が止めている間に来ちゃった」

「賢明だな。君が虹貨を持っているわけがないからな。誰が渡したかなんて馬鹿でもわかる」

「あはは……」

　クロエは笑いながら自分の頬に手を当てた。

　痛いんだろう。

　何度か顔をしかめている。

「痛いか？」

「少し……けど、約束を破ったわけだし……」

「君は約束を守った。古代魔法を使えると言ったわけじゃない。言えば落第を取り消せるのに、何も言わなかった。しかも虹貨でお金も返している」

「でも……怒るのはわかるよ……」

「理解はいいことだ。しかし、理不尽は理不尽だ。彼は自分の思い通りにならないから怒っただけ。君が叩たたかれる謂いわれはない」

　言いながら俺は手のひらに光弾を浮かべる。

　極力威力を落としたものだ。

　それでも思いっきり殴られたくらいの衝撃はあるだろう。

「レッスンその一だ。俺の弟子なら理不尽には対抗しろ」

「え？」

「やられたらやり返せということだ」

　結界を張って、学院内にいるヴィムの位置を特定する。

　そのまま光弾を投げた。

　すぐに学院内に入って、光弾は見えなくなるが、遠隔操作でヴィムの下へ向かわせる。

　そして、暴れて教師の手を焼かせているヴィムの頭に光弾を直撃させた。

　一撃でヴィムは気絶する。

「今の君に力はない。だから代わりに俺がやっておいた。教訓にすることだ。理不尽を放置すると、相手にはもっと厄介な理不尽が襲う。相手を助けると思って対抗しろ」

「もしかして、今の彼に当てたの!?　駄目だよ!?　死んじゃわない!?」

「そこらへんは心得ている。気絶しただけだ」

「一発の威力が違うよ……弟子の喧けん嘩かに師匠が出るのっておかしいと思わない？」

「思わないな。君が殴られたら、俺が気に食わない」

「お師匠様って意外にお子様？　何歳なの？」

「何歳だろうな？」

　笑いながら俺は転移門を開く。

　クロエがどこの村の出身かは、学院長から紙を奪ったときに確認している。

「さぁ入れ。まずは君のお母さんに会いに行こう。心配させるのは良くない」

「これって噂うわさの転移魔法？　どこでも行けるの？」

　クロエが不思議そうに転移門を覗のぞき込む。

　そんなクロエの背中を俺は押した。

「早くしろ」

「わぁぁぁぁぁぁ!!??」

　バランスを崩してクロエは転移門の中へ落ちていく。

　その悲鳴を聞きながら俺は学院へ目をやる。

　今のヴィムへの一撃で、俺が関わっていることがわかっただろう。

　クロエは落第生。

　その認識だから真実にたどり着けなかったが、俺がここまで肩入れするなら、わかる奴やつにはわかるだろう。

　もう遅いが。

「ではな、帝国魔導学院。依頼料を払って、逸材を紹介してくれたことには感謝しよう」

　一礼した後に俺も転移門へと入ったのだった。




　　　　■■■




　クロエの出身は帝国と王国の国境付近の村だった。

　元々、王国からの流民だったんだろう。

　帝国西部は豊かな土地のせいか、人が温厚だし、貴族も民も優しい。

　流民だったとしても、悪い扱いは受けない土地といえる。

　そんな村の外れにクロエと俺は到着した。

「何するんだよ！　お師匠様！」

「背中を押しただけだ。早く入らないほうが悪い」

「あんな得体のしれない穴に迷わず入れる人なんかいないよ！」

「入れる人間になれ」

　俺にそう言われて、クロエはムッとした表情を浮かべて顔を逸そらした。

　そのまま村のほうへクロエは歩いていく。

　後を追っていくと、クロエは村の隅にある小さな家の前で立ち止まった。

　家の前で痩せた女性が薪まきを割っていた。

　クロエはすぐにその女性に駆け寄る。

「お母さん！　家で寝てないと！」

「クロエ!?　どうしてここにいるの!?」

「そんなのどうでもいいよ！　薬は!?　ちゃんと飲んでる!?」

「あのお金は使えないよ……あんたが卒業したら使いなさい……」

　クロエの母はそう言ったあと、軽くせき込む。

　その姿が、体調が悪いときの母上に重なる。

　だから俺はクロエが何か言う前に母親に声をかけた。

「失礼。あなたがクロエの母上か？」

「えっ……？　そ、そうですが……あなたは？」

「冒険者ギルド帝都支部所属、ＳＳ級冒険者のシルバーだ。クロエについて話がある。悪い話ではないので、少しお時間をいただけないだろうか？」

「えっと……冒険者の偉い方ですか？」

「大陸に五人しかいない最強の冒険者だよ……貴族でいうと公爵くらい？」

「公爵程度と一緒にしないでほしいものだな。俺は皇帝相手でもため口だ」

「それって礼儀知らずなだけじゃ……」

「すごいお偉い方なんですね……すみません、村を出ないせいか世間知らずなもので……」

「お気になさらず、さぁ家の中に。外は体が冷えます」

「そんなお偉い方を入れられるような家では……！」

「所詮は冒険者。家があるだけマシだ。さぁ、入りましょう」

　躊躇ためらうクロエの母親を先に家へ入れて、俺もその後に続くのだった。

　小さな家には椅子が二つしかなかった。

　譲ろうとするクロエの母を椅子に座らせ、お客様だからと俺を座らせようとするクロエも座らせる。

　母と娘が椅子に座ったところで、俺は咳せき払ばらいをして説明を始める。

「まず、クロエの母上。クロエには貴重な才能がある。そのことを認識してほしい」

「さ、才能ですか……？　あなたのような人から見ても貴重だと……？」

「もちろん。現在、普及している現代魔法とは別に古代魔法というものがある。俺が使う魔法がそれだ。それを扱う才能がクロエにはある。ゆえに俺はクロエを弟子に引き抜いた。結果的に学院をやめることになったが、将来についてはＳＳ級冒険者として保証する。まずは勝手をしたことを謝罪しよう。申し訳ない」

「あ、頭をあげてください……！　この子の才能を買っていただいたなら文句はありません。どうかこの子をよろしくお願いいたします！」

「お母さん！　あたし、頑張るからね！」

「頑張りなさい！　こんなすごい人に認められるなんて……」

　クロエの母は感極まって泣き始めてしまった。

　クロエもそれにつられて涙を流し始める。

　涙を流す母と娘。

　邪魔するのもあれなので、黙っていると。

「修行は大変だろうけど……頑張ってね……！」

「うん……！」

「体には気を付けるんだよ……！」

「うん……！」

「あー……ちょっと待ってほしい」

　話がこっちの想定とは違う方向に行きそうなので、さすがに口を開く。

　二人は同時に俺のほうを向いてきた。

　どちらも不思議そうな顔だ。

　まぁ、二人の考えは一般的だろう。

　だが。

「修行はするが、ここでする。母上の傍そばにいて、修行もやるんだ」

「え……？」

「必要なのは広い場所だ。ここはその点、文句ない。それに厳しい修行を想像しているなら、それも違う。古代魔法はそう何度も使えない。短時間で集中してやるから、修行時間も短い」

「……そんなので強くなれるの？」

「それは君次第だ。では、明日の早朝に迎えに来る。待っているように」

「え？　行っちゃうの!?」

「帝都で依頼があるかもしれないからな。安心しろ。帝国内なら一瞬で移動できる。ちゃんと寝て、明日に備えるように。あと、これは修行費用だ。好きに使え」

　そう言って俺はクロエに財布を投げ渡す。

　クロエは慌てて受け取るが、すぐにその重さに顔をしかめた。

「何!?　この重さ!?」

「念のため、家には結界を張っておく。有事の際には家から出ず、俺を待て。すぐに駆け付ける」

　それだけ言うと俺は転移でその場を後にしたのだった。
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　城に戻るとセバスが待っていた。

「お帰りなさいませ」

「ああ、ただいま。早速で悪いが、俺は寝る。日が昇る前に起こしてくれ」

「早起きですな？　何かありましたか？」

「学院で古代魔法の素質と才能を併せ持つ子を見つけた。放置して、古代魔法を悪用されるわけにもいかないからな。しばらく弟子として面倒を見る」

「なるほど。すでに古代魔法を会得しているのですか？」

「魔導書を読み込んでいた。詠唱は覚えているはずだ。俺の銀滅魔法のように、自分に合っている魔法ならすぐに身に付けるだろう」

「それは危険ですな。古代魔法を一つ使えるだけで、破格の戦力です。国家に所属すれば、それだけで国同士のバランスが崩れるほどに」

「だからこそ、冒険者として育てる。一番は爺じいさんを引っ張り出すことなんだが……あの人は城から出ないだろうし、俺の身分がバレる可能性もある。手に負えないようなら引っ張り出すが、それはそのときになったら考えるとしよう」

　セバスにそう説明すると、俺は服を着替えてベッドに倒れ込んだ。

　まさか弟子を取ることになるとは。

　正直、驚きだ。

　しかし、もう反ほ故ごにはできない。

「とりあえず……俺も明日に備えるか」

　目を閉じて、俺はすぐに眠りに入ったのだった。
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　翌日。

　まだ日が昇らない中、セバスに起こされた俺は、熱い紅茶を飲んで目を覚ます。

「眠い……」

「いつもの寝坊ということにしておきます。今更、アルノルト様の寝坊を咎とがめる方はいませんからな」

「エルナがいたらちょっとヤバかったけどな」

「いきなり部屋に入りますからな。今はいないことが幸いでしたな」

「まったくだ」

　そんな会話をした後、俺は銀の仮面を被かぶって転移門を作る。

　万が一、誰かが部屋に入っても俺が遊びに出ていると思うだけだ。

　そこの心配はない。問題なのはこれから。

　気合を入れて俺は転移した。

　転移すると、俺は空を見上げた。

　太陽は見えず、うす暗い空が広がっている。

「気分が滅め入いる空だな」

「そういうこと言うと本当に気分が滅入っちゃうよ？　お師匠様」

　その場にふさわしくない明るい声が響く。

　そこにはクロエがいた。

　やる気満々という顔をしている。

「起きていたか」

「当たり前だよ！　いつでも行けるよ！」

「そうか。それで？　その腰の剣はなんだ？」

　クロエの腰には剣が差されていた。

　しかも二本も。

「あたしの愛剣だよ？」

「そういう意味ではなくて……なぜ魔法の修行で剣を持っている？」

「あたし、剣術には自信があるんだよ！　唯一、使えそうだったのも魔法剣だし」

「魔法剣が唯一使えそうって……」

　なんて偏った才能だ。

　しかし、有益な情報ではある。

　剣術がそれなりのレベルなら、クロエはすぐに実戦で通用する冒険者になるだろう。

「ついてこい」

　俺は転移門を開き、近くの森まで飛ぶ。

　後を追ってきたクロエと正対し、俺は右手でかかってくるようにジェスチャーで伝える。

「え……？」

「かかってこい。抜いて構わない。実力を知りたいのでな」

「でも、お師匠様って魔導師でしょ……？」

「舐なめられたものだな。本気で来い」

　俺の言葉を受け、クロエは両手に剣を構えた。

　そして。

「じゃあ行くよー!!」

　真っすぐ突っ込んでくる。

　左右の剣が俺に向かってくるが、一歩引いて躱かわす。

　身体能力を強化しているため、クロエのスピードには余裕で反応できる。

　クロエは器用に両手の剣を操るが、圧倒的な身体能力の差で俺はそれらに対応する。

　躱すのが無理そうな剣は、強化した腕で受け止める。

　そんな戦闘とも呼べないやり取りが続く。

「はぁはぁ……本当に魔導師なの……？」

「逆に聞きたいな。それだけの剣術がありながら、どうして魔導学院に入った？」

「あたしの魔力を活いかせるって言われたから……本当はね？　冒険者になるつもりだったんだ。けど、魔導学院の卒業生は待遇がいいって聞いたから……」

　怒られていると思ったのか、しゅんとした様子でクロエが呟つぶやく。

　そんなクロエの頭に手を置き、俺は告げる。

「まぁ学院に入ったから俺と出会えたわけだ。君の判断は間違っていない。それに君の剣術は相当なものだ。そこを伸ばしていくとしよう」

「魔法を使うのに邪魔にならないかな？」

「問題ない。君が学院で覚えた古代魔法は、分類的には強化魔法だからな」

　古代魔法の修行にとって一番大事なことはなにか？

　それは集中力だ。

　教える側、教えられる側。

　どちらにも集中力が必要となる。

「はぁぁぁぁぁ!!!!」

　覚えていた詠唱を終えたクロエの体には、漆黒の魔力が集まっていた。

　あれを体の中に留とどめられれば成功。

　それができなければ失敗。

　そして失敗するとここらへんが更地になる。それくらいの魔力だ。

　だから俺はクロエの周りに結界を張って、失敗に備えていた。

　だが。

「うわぁぁぁぁ!!　無理かも!?」

「とにかく集中しろ！　最初から上手うまくいくとは思ってない！」

「そう言われても……！　集中じゃどうにもならないよ！」

　声と同時にクロエの体から黒い魔力が一気に放出された。

　それは最初の結界を一瞬で破壊してしまう。

「ちっ！」

　即座に二枚目の結界を張るが、それも突破され、三枚目に移る。

　しかし、三枚目も突破され、四枚目で放出はどうにか抑えられた。

　クロエから半径十メートルほどは草も木も生えない、真っ黒なものへと変わってしまっている。

　これは古代魔法の暴発。

　本来の発動とは別の形ゆえ、正式な威力とはいえない。そもそも強化魔法が範囲魔法へ切り替わる時点で、まともじゃない。

　だが、それが古代魔法だ。

　結界で防いでいなければ、森が吹き飛んでいただろう。

　それだけの魔力を自分の中に押しとどめ、コントロールすることがこの魔法には求められる。

「はぁはぁ……」

「まぁ最初はこんなものか。時間もない。次だ」

「えっ!?　もう一回やるの……？」

「どんな状態でも使うことができるから、モノにしたと言うんだ。さぁやれ」

「厳しいよぉ……」

「厳しいのはこっちだ……」

　聞こえないように呟きながら、俺はクロエから距離を取り、結界を展開する。

　今回は最初から四枚構成だ。

　クロエがコツを掴つかめば掴むほど、暴発の威力は上がる。

　魔力が上手く練り上げられて、凝縮されればされるほど、それが弾はじけたときの威力は上がってしまうからだ。

　初めて使って、あの威力ならまだ上がるだろう。

　さっさとモノにしてもらわないと、こっちが持たなくなる。

「しかし、とんでもない魔法だな……」

　魔法の系統としてはインフィニティ・ダークネスに近い。

　殲せん滅めつ系の魔法を自分の身に纏まとう。

　短期決戦型の魔法と開発者が位置付けたのはわかる。

　クロエでもあまり長時間は使えないだろう。

　もっと扱いに慣れて、応用ができるようになれば消費も抑えられるだろうが、それは本人にやってもらうしかない。

　俺が一から覚えて、それをクロエに伝えるのは無理だ。

　そんなことをしたら魔力がいくらあっても足りない。

「ねぇ、お師匠様。別の魔法じゃ駄目なの……？」

「君が器用なタイプなら変更も考えるが、今のを見て器用だとは判断できないんでな。それに君の剣術との相性もいい。詠唱も覚えているし、その魔法を会得しろ」

「馬鹿みたいに言わないでよ！」

「馬鹿にされたくないなら、さっさと会得しろ」

「このー！　すぐに会得してみせるよ！　見ててよ！」

　意気込んだものの、クロエは結局暴発させた。

　今回は四枚目も破って、五枚目の結界を張ることになった。

　先ほどよりは進歩といえるだろう。

　だが、クロエが完全にへばってしまった。

「疲れたよぉ……」

「初日だしな。これくらいにしておくか」

「良かったぁ……三回目って言われたらどうしようかと……」

「暴発は無駄に魔力を食う。疲れるのは暴発させるからだ」

「わかんないんだもん！　仕方ないじゃん！」

　うーっとクロエは唸うなってそっぽを向く。

　その間に俺は二つ転移門を開く。

　一つはクロエの家までの転移門。もう一つは城だ。

「わからないなら考えろ。次も同じ失敗なら……わかっているな？」

「えっ!?　怖い!?　何されるの!?」

「さあな。では、また明日だ」

「うわぁぁぁぁ!!??」

　クロエの背を押して、俺は転移門に押し込む。

　悲鳴を聞きながら、俺も城への転移門を通ったのだった。
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　城に戻るとセバスが待っていた。

　一礼するセバスに軽く頷うなずきながら、俺は仮面を外して服を着替え、そのままベッドに倒れ込んだ。

「お疲れのご様子ですな？」

「疲れた……これが続くと思うとしんどいな」

「続けるのですか？　魔力の回復を待たずに？」

「時間を掛ければかけるほど、感覚は鈍る。明日は秘薬と魔導具を使う。用意しておいてくれ」

「随分な肩の入れようですな？」

「……自分に重なるからな。すぐに強くなってほしい」

「なるほど」

「それと……万能薬を用意してくれ。金はいくら使ってもいい」

「かしこまりました」

　万能薬は大抵の病には効く薬だ。

　材料の入手難易度が高いため、基本的に出回らない。

　どうしてそんなものを持ち出すのか？

　それはクロエの母の容態が気になるからだ。

　万能薬で治らないとなると、何か考える必要がある。

　そんなことを思いながら、俺はゆっくりと眠りについたのだった。

　次の日。

　今日も今日とて修行は続く。

　秘薬による魔力回復の促進と、魔導具による魔力の肩代わり。

　この二つにより、クロエは昨日に引き続き、魔法に挑戦できていた。

　ただ、その上達ぶりに俺は舌を巻くこととなった。

「昨日の今日でコツを掴んだか……」

　クロエの体には漆黒の魔力が凝縮されている。

　昨日とは比較にならない練度だ。

　よほど魔法との相性がいいんだろう。

　それと、クロエ本人がイメージを忘れなかったというのもデカいだろう。

　素直な子だからこそ、伸びも早い。

　意欲がそのまま成長スピードに繋つながっている。

　だが、それだけでモノにできるほど甘い魔法ではない。

　魔力を凝縮することには成功した。

　だが、今度はそれを押しとどめて、安定させないといけない。

　それは今のクロエにとっては未知の領域だ。

「お師匠様!?　お師匠様!?　どうすればいいの!?」

「上手く安定させろ」

「そんなこと言ったって……！」

　無む茶ちやを言っているのはわかっている。

　俺もそうだった。

　だが、仕方ない。

　本人にしかわからないことだ。

　俺は暴発に備えて、結界を増強する。

　今度は十枚。

　これを破られるとなると困ったことになる。

　何か手を考えないといけない。

　そんなことを思っていると、漆黒の魔力が一瞬だけとても小さくなった。

　それは暴発の予兆。

　一瞬の静けさのあと。

　八枚の結界が一瞬で弾け飛んだ。

　咄とつ嗟さに左手でさらに五枚の結界を追加する。

　なんとか最後の一枚で食い止めたが、信じられない威力だ。

　これが暴発というのだから恐れ入る。

「もう咄嗟に結界を張るのは限界か……」

　次からは陣を描き、そのうえでクロエにやらせるほかないだろう。

　即座に展開できる結界は魔力消費的に楽なんだが、こうも何枚も続けて展開すれば馬鹿にならない。

「はぁ～……また駄目だったよぉ……」

「上達が見えるだけマシだ」

「お師匠様は一つの魔法を覚えるのにどれくらいかかったの？」

「長くて三日だな」

「……短くて？」

「試しでモノにした」

「天才がいる……」

　クロエは大きくため息を吐ついて落ち込む。

　だが、クロエと俺は違う。

「俺は完全に魔導師だ。多くの魔法を覚える必要があった。だが、クロエ、君は違う。この魔法さえ覚えればそれだけで戦える」

「でも……それが使えないとあたしは役立たずってことだよね？」

「役に立ちたい、活躍したい。その思いは大切だが、自分の未熟さを受け止めるのも必要だ。君はまだ修行中。それは未熟の証明だ。自覚しなければいけない」

「はーい……」

　地面に座り込んだまま、クロエがどこか不満そうに返事をした。

　そんなクロエの頭を撫なでたあと、俺はクロエに万能薬を手渡す。

「これは貴重な薬だ。君の母上に飲ませてみろ」

「これで治るの!?」

「わからん。だが、大抵の病は治る。これで治らないとなると君の母上の病は厄介なものだ。しかし、特定もできる」

「わかったよ！　とにかく飲んでもらうね！」

「自分のことも忘れるな。イメージは常に大切にしろ」

「うん！　ありがとう！」

　クロエはニコッと眩まぶしい笑みを浮かべる。

　そんなクロエに苦笑しつつ、俺は転移門を開いたのだった。




　　　　■■■




　その日の夜。

　朝が早いため、眠りにつこうとした俺は、クロエの家に張った結界に異常を感じた。

「セバス！　緊急事態だ。あとは任せた！」

「かしこまりました。お気をつけて」

「師匠も楽じゃないもんだな」

「人に教えるということは苦労の連続ですからな」

　セバスが言うと妙に説得力がある。

　ため息を吐き、俺はクロエの村へと飛んだ。

　転移門を抜けると、村が騒がしいことに気づく。

　どうやら襲撃されているらしい。

「まだ賊が残っていたか……」

　皇太子の死後。帝国の治安は悪化した。

　徐々に回復しつつあるが、辺境ともなると見逃されている賊もいる。

　とにかくクロエとクロエの母の無事を確かめるために、クロエの家へと向かう。

　すると、家の前には賊がたむろしていた。

「なんで入れねぇんだ!?」

「早くしろ！　子供は売り飛ばすんだ！」

　どうやら村の子供たちがクロエの家に避難しているらしい。

　結界の異常は、こいつらの仕業か。

　とりあえず転移門をそいつらの足元に開き、海へと飛ばす。

　何が起きたかわからないまま、賊は消えていく。

「無事か？」

「し、シルバー様！　来ていただけたんですね！」

「もちろんだ。クロエは？」

「村の中央で他の賊と戦っています！」

「そうか……」

　クロエの母から説明を受け、俺は小さくため息を吐いた。

　結界に隠れていればいいものを。

　きっと他の村人を見捨てられなかったんだろう。

　悪いことではない。

　理解もできる。

　戦えるのはクロエしかいないから、クロエが戦うのはわかる。

　だが、危険なことはしないでほしい。

「手のかかる弟子だ」

　呟つぶやきながら、村の中心へと向かう。

　そこでクロエは賊に囲まれていた。

　何人か倒れている賊がいる。

　クロエが手て強ごわいと見て、他の家を襲う前に倒そうとしているんだろう。

　それはクロエの思惑通り。

「早くやっちまえ！」

「全員でかかるぞ！」

　声をかけ合い、賊たちはじりじりとクロエとの距離を詰めていく。

　クロエは二本の剣を構えているが、明らかに疲れている。

　当たり前だ。

　修行をしたあとなのだから、疲労は溜たまっているはず。

　しかもすでに何回か戦ったあとだろう。

　クロエに不利な要素が揃そろっている。

　それでもクロエはイチかバチかの古代魔法には頼らない。

　俺が来ると信じているからだろう。

　援軍のアテがあるからこその行動。

　なるべく時間を稼ぎ、俺を待つ。

　そこにあるのは信頼だ。

「行くぞ！」

「おお！」

「おらっ！　死ね！」

　賊たちが一斉にクロエへ飛び掛かる。

　その瞬間。

　俺は賊たちを転移門で全員飛ばした。

　彼らはどこともわからない海へと飛ばされ、モンスターの餌にでもなるだろう。

　そもそもモンスターの餌になる前に、海に落ちた衝撃で死ぬかもしれない。

　ほぼ生き残る可能性はない。

　ここで始末してもいいが、この村に血の匂いを残すのは気に入らない。

「無事か？　クロエ」

「お師匠様……！」

「無茶をするな。すぐに駆け付けると言ったはずだぞ？」

「ごめんなさい……でも、他の人たちを見捨てられなくて……」

「気持ちはわかる。だが、人を助けられるのは強者だけだ」

　クロエの実力では、賊をすべて相手取るのは不可能。

　俺が来るのがもう少し遅ければ、取返しのつかないことになっていたかもしれない。

「自分を大切にしろ。その後に周りの人だ」

「ごめんなさい……」

「だが、魔法を使わなかったことは褒めてやろう。コントロールできない力は周りを巻き込む。使う場所を誤らなかったことは評価できる。よく耐えた」

「うん！　頑張ったよ！」

　クロエは明るい声で答える。

　ピンチだったのに、大した精神力だ。

　さっさと立ち直ったクロエは、家に隠れていた村人たちに声をかけ始めている。

　クロエの声を聞き、村人たちが恐る恐る顔を出し始める。

　さて、どうやって説明すべきか。

　そんなことを考えていると、一人の子供が慌てた様子で走ってきた。

「クロエお姉ちゃん！」

「どうしたの!?」

「クロエお姉ちゃんのお母さんが苦しそうだよ！」

　その瞬間、クロエは走り出す。

　俺もすぐにその後を追ったのだった。

「お母さん！」

　クロエは家に駆けこみ、倒れている母親に駆け寄った。

　後に続いて俺もすぐに駆け寄る。

「聞こえますか!?　クロエのことがわかりますか!?」

　クロエの母はただ荒い息を吐くだけで、言葉に反応しない。

　それだけ危険な状態だということだ。

　クロエはただ母の手を掴つかむことしかできない。

「お母さん！　お母さん……!!」

「薬は飲ませたのか!?」

「う、うん……ちゃんと飲ましたよ……」

「万能薬が効かない……？」

　そんな病は数えるほどしかない。

　だが、それらは有名な病ばかりだ。

　特徴もよくわかる。

　幾度も調べた病だからだ。

　だが、それらの特徴がクロエの母からは見られない。

　そうなると、何が原因だ？

　考えろ。

　頭を働かせろ。

　こういうとき、自分の魔法が戦闘向きなことが恨めしくなる。

　それでも。

　俺の魔法は無意味ではない。

「うん……？」

　俺はゆっくりとクロエの母を見つめる。

　見ているのは魔力の流れ。

　著しく乱れていた。

　明らかに不自然。

　魔力は大なり小なり、誰もが持っている。

　だが、それを操作できるかは別問題だ。だから大抵の人は魔力の流れすら感じずに生涯を終えていく。

　クロエの母にも魔法の心得はない。

　だが、魔力が一か所に集まっている。

　いや、これは……。

「魔力を吸収されている……？」

「どういうこと……？」

　クロエの質問には答えない。

　俺にも答えが出ていなかったからだ。

　魔力が集まる横腹に手を触れる。

　すると、何か硬い感触があった。

　ゆっくりと服をめくり、横腹を確認する。

　そこはどす黒く変色し、何か盛り上がっていた。

　明らかに内部から何かが突き出ている。

　そこで俺は一つの可能性に思い至った。

「寄生魔花パラサイト・フラワーか……!?」

「なに……？　それ……」

「植物系モンスターだ……宿主に寄生して、その魔力を吸収して大きくなる……」

　そこそこ珍しいモンスターだ。

　なにせ、寄生に成功することがあまりない。

　万が一、成功しても無事に育つことはもっとない。

　外的要因で排除されるからだ。

　だが、これは……。

「体の内部に寄生していたのか……？」

「お師匠様！　どうにかならないの!?」

「……根を張っているのはおそらく内臓だ。魔法で仕留めにいけば、宿主も死ぬ」

「そんな……」

　クロエが涙を流して母の手を握り締める。

　明らかに俺のミスだ。

　活性化したのは万能薬のせいだろう。

　自分が排除されると感じて、クロエの母を殺してでも魔力を搾り取ろうとしているのだ。

　病という言葉を真に受けて、確認しなかった。

　なんて迂う闊かつな……。

　活性化する前に帝都の医者に診せていれば、こんなことにはならなかった。

　もはや方法は一つだ。

「……行くぞ、クロエ」

「どこに……？」

「これは俺の手に余る。この手のことが専門の奴やつのところへ行くぞ」

　できれば行きたくはない。

　俺もそんなに好きじゃないし、向こうも俺のことを好きじゃないだろう。

　かつて、母上の病について相談しにいって、解決できないことに苛いら立だった俺は、そいつを挑発してしまったからだ。

　向こうも向こうで、俺を挑発して一触即発の空気になった。

　さすがに戦うことはなかったが、二度と会うまいと思っていた。

　だが、もう頼れるのはそいつしかいない。

　俺からの頼みは死んでも受けないと言いかねん奴だが、目の前に患者がいれば治療するだろう。

「腐っても大陸最高の医師だからな……」

　呟きながら俺は家の外に転移門を開き、クロエの母を担ぐ。

「一度の転移ではいけない。行くぞ、時間がない」

「それって帝国の外ってこと!?」

「外も外。大陸の東端だ」

「東端って……」

「ミヅホ仙国。そこにいる医者に診てもらうぞ」

　そう言うと、俺はクロエとクロエの母を伴い複数の転移を経て、ミヅホ仙国へとたどり着いた。

　場所は都の一等地。

　一見、医院に見えない工房。

　そこで一人、刀を打っている男がいた。

　特徴的なのは鹿の角。

　亜人が多く集まるミヅホでも貴重な〝賢けん鹿か族〟。

「──何の用だ？　仮面の魔導師。治せんものは治せんと言ったはずだぞ？」

「別件だ。治せる人を治してほしい」

「貴様の頼みなど死んでもごめんだと言いたいところだが……」

　刀を打っていた男がゆっくりと立ち上がり、振り返る。

　端整な顔立ちの男だ。金色の瞳に栗くり色いろの長い髪。

　ミヅホ仙国にいる大陸随一の医師。

　通称〝仙医〟。

　刀鍛冶でもあり、医師でもある変わった男。

「このトウイ、目の前の患者は見捨てん。診せろ」

　仙医・トウイはそう言って自分の家へと俺たちを招き入れたのだった。

「寄生魔花か。人間の体の内部に発生するとはな」

　診察室には俺とトウイのみ。

　クロエは外で待っている。

　クロエの母はベッドに寝かされ、トウイが処置に移っている。

「病と思い、万能薬を与えてしまった。俺の確認不足だ」

「浅はかだな」

　トウイは遠慮なく、俺に言葉を投げつけてくる。

　それに反論することなく、俺は甘んじて受け入れた。

「そうだな。浅はかだった」

「ふん」

　俺の態度が面白くないのか、トウイは鼻を鳴らしてクロエの母への処置に集中する。

　いくつか薬を調合し、その間に氷水で患部を冷やす。

　そして調合した薬を飲ませていく。

　すると、苦しそうだったクロエの母の容態が安定し始めた。

「どうにかなったか？」

「気休めだ。活性化の有無にかかわらず、体の中で寄生魔花が成長しすぎている。取り除かねば命はない」

　遠慮せずにトウイは告げた。

　クロエには聞かせられない内容だな。

「取り除けるのか？」

「手術が必要だ。魔法ではどうにもできん。患部を切り、寄生魔花を摘出する」

「そんなことができるのか？」

「普通の医師ならできん。寄生魔花はもう内臓に根を張っているからな」

「自分ならできると？」

「私一人でも無理だな。患者の体力が持たん」

「誰が必要だ？　誰でも連れてこよう」

　俺の言葉を受けて、トウイが俺を見つめてくる。

　その目に浮かぶのは疑惑だった。

「なぜそこまで肩入れする？　パーティーすら組まず、謎に包まれたＳＳ級冒険者。それが貴様だ。いくら民のためという冒険者の絶対ルールがあるとはいえ、肩入れがすぎる。万能薬を使ったことに負い目でも感じているか？　断言しておくが、専門家でもない限り、体内に寄生魔花がいるなど見抜けんぞ？」

「……外にいる女の子は弟子だ。この女性は彼女の母。死なせたくはない」

「ほう？　つまり古代魔法の使い手か」

「そうなるな」

「貴様のほかにも古代魔法の使い手がいるとはな。肩入れする理由はよくわかった」

　納得したのか、何度かトウイは頷うなずく。

　そして。

「必要な人材は貴様だ。手術中、ずっと治癒結界を張っていろ」

「なに……？　切った傍そばから再生するぞ？」

「それよりも早く切るだけだ。もちろん、調整はしてもらうがな」

「……やれと言うならやろう。それしか手がないなら仕方ない」

　とんでもない要求だ。

　体を傷つける手術なのに、治癒結界を張るなんて聞いたことがない。

　しかもトウイの邪魔をしないよう、回復速度の調整が必要となる。

　普通に張るよりも難易度は高い。

「すぐに行うのか？」

「いや、薬で少しずつ寄生魔花を弱らせる。三日後だな。それ以上となると、患者が持たん」

「そうか……では三日後までに用意しておこう。弟子の面倒を頼めるか？　さすがに帝都を離れ続けるわけにはいかないのでな」

「帝都の守護者。帝国の治安維持に一役買っている貴様らしいな。いいだろう。二人の面倒は見ておく。だが、三日後には必ず来い。手術には貴様が必須だ」

　トウイの言葉には圧があった。

　一度救うと決めた以上、必ず救う。

　トウイの矜きよう持じが垣かい間ま見みえた瞬間だった。

　俺は頷き、部屋を出た。

　部屋を出ると、泣きそうな顔のクロエがいた。

「お師匠様……」

「平気だ。必ず助かる」

「命はないって……」

「聞こえていたか……」

　おそらく扉に耳でも当てたんだろう。

　まぁ遅かれ早かれ、言わねばならないことだ。

「体内でモンスターが成長している。取り除かなければ命はないそうだ」

「そんな……嫌だよぉ……」

「落ち着け。トウイは最高の医師だ。三日後、俺と協力して手術をする。失敗することはないだろう」

「本当……？」

「本当だ。救えないなら、救えないと言う。奴はそういう男だ。手段を提示したなら、必ず救うはずだ。信じろ」

　俺はそう言うと、そっとクロエを抱きしめる。

　クロエは耐えきれずに嗚お咽えつを漏らし始めた。

　クロエには母親がすべてだ。これからの明るい未来が見えていただけに、母親がいなくなるかもしれないというのは耐えきれないんだろう。

「申し訳ないが、俺は一度帝都に戻る。三日後に、手術のために戻ってくるが、それまで母上を守れるな？」

「……うん、頑張る」

「よろしい。修行は一度、中断だが、イメージだけはちゃんとしておけ。母上は俺とトウイで必ず助ける。サボるんじゃないぞ？」

　優しく語り掛けると、クロエは何度も頷く。

　できれば傍にいてあげたいが、皇子として、ＳＳ級冒険者として帝都を空けるわけにはいかない。

　体を離すと、クロエが小さく手を伸ばす。

　だが、すぐにその手を引っ込めて、笑みを浮かべた。

「もう大丈夫だよ、お師匠様」

「……」

　健けな気げな子だ。

　心配をかけないように無理をしている。

　子供にこんな無理をさせたくはない。

　しかし、残るという選択が俺にはない。

　自分の無力を痛感しながら、俺はクロエの頭を撫なでて帝都へ転移したのだった。

　三日後。

　帝都に戻って、いくつか依頼をこなした俺はまたミヅホ仙国へとやってきていた。

　俺が必要と思われる依頼はすべて終わらせてきた。

　高難度の依頼に人手を割かずに済んだ以上、ほかの冒険者たちは小さな依頼を受けることができる。

　それは帝都の治安も保たれるということだ。

　皇子としてもやるべきことがないことは確認してきた。寝ているということにしても、誰も疑わないはず。

「さて」

　呟つぶやきながら俺はトウイの家へ入っていく。

　待っていたのはクロエだった。

「お師匠様！」

「三日ぶりだな。ちゃんとイメージはしていたか？」

「もちろん！　何度も成功してるよ！　頭の中でだけど……」

「それでいい。成功することを想像できないなら、本当に成功させることは夢のまた夢だからな」

　クロエを褒めつつ、俺はトウイが待っているだろう、診察室へと向かう。

「失礼する」

「やっと来たか」

　部屋の扉を開けると、待ちくたびれたとばかりにトウイが椅子から立ち上がる。

　ベッドでは変わらずクロエの母が眠っていた。

「薬で寄生魔花を弱体化させることには成功した。あとは摘出するだけだ」

「結界については任せろ」

「心配はしていない。実力だけは認めているからな」

「それは良かった。俺も実力だけは認めている」

　俺とトウイには大きな溝がある。

　それでも互いの実力は変わらない。

　連携など不要。

　やるべきことをそれぞれやるだけだ。

「手術は長丁場になる。私も貴様も手を離せんだろう。弟子はどうする？」

「傍にいるよ！」

　トウイとしては家に帰せと言いたかったんだろう。

　だが、すぐにクロエが自分の意見を口にした。

　クロエは唯一の肉親だ。

　ここにいる権利はあるだろう。

「傍にいさせる。邪魔はさせないから安心しろ」

「ふん……まぁいいだろう。それでは準備に入る」

　そう言ってトウイは独特の手術道具を取り出した。

　刀鍛冶でもあるトウイは、その手術にあった道具を自分で作り出す。

　今回も手術のために道具を作ったようだ。

「寄生魔花の摘出には慎重さが必要だ。なるべく内臓を傷つけたくはない。時間がかかっても、患者の命のほうが大切だからな」

「もちろんだ。どれだけ長引いても構わん」

「話が早いな。貴様の準備はどうだ？」

　トウイに促され、俺は持ってきた魔導具で診察室に陣を描く。

　治癒結界の展開を補助する陣だ。

　これがあればより精密な操作もできるし、魔力消費も抑えられる。

「お師匠様……何か手伝うことある……？」

「手伝えることはない。だが、諦めるな」

「え……？」

　俺の言っている意味がわからず、クロエが首を傾かしげた。

　そんなクロエの頭に手を乗せ、俺は告げる。

「何があっても諦めるな。誰もが駄目だと思っても、君だけは母上が回復することを信じるんだ。君が信じているなら、俺も決して諦めない」

「お師匠様……」

「さぁ、外に出ているんだ」

　クロエを部屋の外に出し、俺は大きく深呼吸をする。

　後ろではもうトウイが準備を整えていた。

「弟子が諦めなければ諦めないか……」

「文句があるのか？」

「文句はない。ただ気になっただけだ。いまだにあの病の治し方を探しているのか？」

「そうだが？」

　トウイは大陸最高の医師だ。

　だから真っ先に母上の病について訊たずねた。

　だが、答えは残酷だった。

　その症状は把握しているが、病には名前すらなく、もちろん治療法もない。

　そうトウイは返した。

　それでも大陸一の医師かと俺は逆上したが、トウイはただ、救えない者は救えないと言うだけだった。

「諦めの悪い男だな？」

「やれることはすべてやる。既存の薬で駄目なら、文献にだけ記された薬を復活させるまでだ」

「……貴様のような者を何と呼ぶか知っているか？」

「知らんな」

「馬鹿者というのだ」

「馬鹿で結構。諦めて後悔するなら、挑んで後悔することを俺は選ぶ」

　俺の言葉を聞いたトウイは静かにため息を吐ついた。

　そして。

「……私のほうでも調べている。何かわかれば伝えよう」

「……感謝する」

「私は医師だからな」

　そう言うとトウイは変わった形のナイフを取り出す。

　そのままクロエの母の患部を切り裂く。

　血が噴き出す。

　だが、思ったよりも出血は少ない。

「何か薬を使っているのか？」

「いくつか、な。しかし、思った以上に大きいな」

　患部の奥から姿を現したのは、紫色の花だった。

　トウイが口に出すほどだから、よほど大きいんだろう。

　クロエの母の体内で、ずっと栄養を貪っていたわけだ。

「ゆっくり摘出する」

「承知した」

　すでに治癒結界は発動している。

　だが、その効果は本当に微弱だ。

　傷を塞ぐわけにもいかないため、ゆっくりと回復させるしかない。

　気を抜けば傷を塞いでしまう。

　ある意味、ここも戦場といえるだろう。

　トウイの邪魔をせず、クロエの母の体を守らなければいけない。

　息を吐き、俺はさらに集中力を高めるのだった。

　手術開始から一時間。

　想像以上に神経を使う作業に、俺は小さく息を吐いた。

　それに対して、トウイは涼しい顔で告げる。

「まだまだ先は長いぞ」

「望むところだ」

　まだまだ余裕はあるが、先が長いと言われると気が滅め入いる。

　気にした様子もないトウイは、慎重に作業を進めている。

　患者の体が最優先。トウイらしいといえるだろう。

　だが、その慎重な作業は長くは続かなかった。

「うん？」

　最初はかすかな違和感。

　集中しすぎたせいか、視界が歪ゆがんだのかと思った。

　だが、すぐにそれは間違いだと気づいた。

　異変が起きていたのは俺の体ではなく、大地だった。

「今すぐ結界でこの場を固定しろ！」

「もうやっている！」

　家全体を結界で覆い、何が起きてもいいように備える。

　結界の影響で揺れは落ち着いたが、外では相当揺れている。

「地震か……地震が多いとは聞いていたが、今日に限って来るとはな……」

「いつもとは違う……このレベルの地震は滅めつ多たに来ない」

　大陸東方にある半島。それがミヅホ仙国の領土だ。

　大陸で迫害されている亜人たちを受け入れている国でもあり、最強の結界使いである仙姫がいるため、不可侵の国でもある。

　しかし、ミヅホ仙国はそれでも小国だ。

　近くに大陸三強の一つ、皇国がいるということもあるが、戦力がありながら小国であるのには理由がある。

　あまりにも自然災害が多いのだ。

　そもそもミヅホの領土は、皇国が自然災害のため、維持できなかった領土だ。

　自然災害によって、建物が崩壊し、都市機能がマヒしてしまう。

　だから皇国はこの地を捨てた。

　そこに入ってきたのが今の仙国の民だ。

　彼らも自然災害に苦しめられたが、彼らには仙姫がいた。

　結界で都市を覆い、自然災害の被害を抑えることに成功したわけだ。

　都市が安全なら、その周りに村ができる。

　自然災害が起きても、都市に避難すればいいからだ。そうやってミヅホは少しずつ発展していった。

　しかし、それでも国力の大半を自然災害への対策にあてなければいけないため、領土を広げることがないのだ。

　人間には過酷な土地を、仙姫の力で無理やり住めるようにしている。それがミヅホなのだ。

「滅多に来ない地震が今日になって来るとは……」

「お師匠様！」

　さすがに心配になったのか、クロエが診察室に入ってくる。

　母親が血を流している姿を見せないように、俺はクロエの前に立つ。

「無事だ。外に出ていろ」

「本当？　それとね、外がすごい騒がしいんだよ……」

「津波が来るかもしれんからな」

　トウイの言葉に俺は思わず後ろを振り向く。

　当然のように言っているが、それは明らかに異常事態だ。

「それはモンスターの津波か？」

「その通りだ。ミヅホに住むモンスターはそこまでレベルが高くない。だが、それを狩る冒険者も少ない。自然災害が多すぎるからな。誰も好まんということだ」

「だから津波も起きやすいということか」

　冒険者がモンスターを狩るのは、モンスターが大群で動き出すと止められないからだ。

　だから毎日、コツコツと数を減らす。それが将来のためだからだ。

　しかし、このミヅホには冒険者が足りていない。

「仙姫の結界は持つのか？」

「都市は平気だろうが、近隣の村は持たん。今頃、各地から都市に向かっているだろうさ」

「暢のん気きに言っている場合か？」

「私にはどうすることもできん。そして、貴様が行くことも許さん。ミヅホの者は慣れている。目の前の患者に集中しろ」

「……」

　トウイの意見に俺は押し黙るしかなかった。

　トウイの意見のほうが正しい。

　そもそも冒険者ギルドがここに冒険者を一定数配置していないことが原因だ。

　それにトウイの言うとおり、ミヅホの者は慣れている。他の国なら惨劇間違いなしだが、ミヅホなら軽微で済むだろう。

　だが、冒険者はその軽微な被害のために戦う。

　それが民のため、という大義の本質だ。

「……時間を作れないか？」

「無む茶ちやを言うな。地震の影響で、弱体化していた寄生魔花が活発化し始めた。患者のために手術の展開を早める。貴様が離れるのは無理だ」

「そうか……」

　我わが儘ままは言えない。

　すべて俺の力不足が原因だ。

　諦めて俺は結界の維持に集中し始めた。

　すると、後ろでクロエが告げた。

「あたしが行く」

　一瞬、頭が真っ白になる。

　ゆっくりと振り返ると、そこには覚悟を決めたクロエがいた。

　発する気配が今までと明らかに違う。

「津波がどういうものかわかっているのか……？」

「多くのモンスターが同じ方向に移動することだよね？　危ないのはわかってるけど……ここで黙って座ってることはできないよ」

「……危なくなれば魔法を使えばいいと思っているのか？」

「ううん、最初から使う気だよ」

　あっけらかんとクロエは告げる。

　一度も成功したことのない魔法。

　それを使うと宣言するあたり、どうかしている。

　だが。

「自信があるのか？」

「ないよ。けど、やるしかないならやるだけかなって」

「……無茶はするなよ？」

「うん！　ありがとう！　お師匠様！」

　笑顔でお礼を言うと、クロエは部屋を出ていく。

　それを見てトウイが口を開く。

「馬鹿者で、愚か者だったか？　未熟な弟子を派遣するとはな。周りの足手まといになるだけだぞ？」

「俺の弟子を甘く見るな」

「まだ魔法が使えない弟子を甘く見るな？　笑わせるな」

「あの子は天才だ。魔力がカツカツの状態で、難易度の高い魔法を成功寸前まで持っていった。この三日間で魔力も回復している。お前の秘薬でな」

「……それでも愚かだと思うがな」

「あの子は人のために強くなれる子だ。そういう人間は本番に強い。危なくなれば、即座に転移させる」

「そんな余裕があると？」

「俺を誰だと思っている？」

　トウイは俺の言葉を聞き、ため息を吐いて喋しやべるのをやめた。

　そうは言っても、できればクロエには上手うまくやってほしい。

　クロエのことは常にマークしている。即座に転移門を開くことは造作もない。

　だが、この治癒結界を維持しながらとなると、なかなかに難しい。

　できればやらせないでほしい。

　口とは裏腹なことを思いつつ、俺はクロエの成功を祈るのだった。

　クロエが都の正門付近にたどり着いたとき、そこは大混乱に陥っていた。

　防衛態勢を整える者たちと、必死になって逃げてきた者たち。

　それらがごちゃごちゃになり、混乱は収まる気配がなかった。

　そんな中、泣いている小さな亜人の女の子を見つけてクロエは、その手を握る。

「大丈夫!?」

「うわぁぁぁん！　おかぁさーん……!!」

「泣かないで、お母さんも無事だからね！」

　クロエは女の子をとにかく混雑した場所から引き離す。

　そんな中で、周りで飛び交う怒号で状況を把握していく。

「仙姫様はいないのか!?」

「国境に向かったばかりだ！　戻ってくるのには時間がかかる！」

「くそっ！　避難はまだ終わらないのか!?」

「地震で道が崩落して、まだかかる！」

「悠長にしてると津波が来るぞ！」

　大人たちの焦った声に耳を傾けていると、女の子がクロエの手を放して駆けだしていく。

　目を向けると、女の子は母親と思おぼしき女性と抱き合っていた。

　女性はクロエを見て、何度も頭を下げる。

　クロエはそれを見て安あん堵どの息を吐つく。

　そして。

「避難が終わってないなら、手伝わないと！」

　クロエはすぐに気持ちを切り替え、正門へと向かう。

　人が殺到している正門の混乱ぶりは、正門付近よりさらにひどいものだった。

「押すな！　ゆっくり！」

「もうモンスターが迫ってるんだ！　早く入れろ！」

「おい！　割り込むな！」

「うるせぇ！」

　我先にと人が押し寄せ、正門が人であふれかえる。

　誰もが先へと進もうとするため、渋滞が起きてしまっていたのだ。

　そんな正門でクロエは言い合う大人たちの耳を引っ張った。

「痛っ！　なにしやがる！」

「このガキ!?」

「状況がわかってるの!?　人が死ぬかもしれないのに言い合いなんかしてる場合!?　口を動かす暇があったら足を動かしなよ!!」

　有無を言わさず、二人の大人をクロエが説教する。

　シーンとその場に静けさが広がる。

　子供が大人を𠮟るという変わった光景だったというのと、その子供が発する雰囲気が明らかに周りとは違っていたからだ。

「まだモンスターは来ない。ゆっくり、静かに入れば間に合うから。慌てないで」

　正門に殺到する民にそう言い聞かせ、クロエは混乱を収めてみせた。

　混乱さえ収まれば、こういうことに慣れているミヅホの民だ。

　列になって正門をどんどん抜けていく。

　都にいる者たちも、そんな避難民を受け入れる。

「ご助力感謝する。見ない顔だが、冒険者の方か？」

　大柄な亜人がクロエに話しかける。

　武装しており、おそらく軍人だろうと察したクロエは首を横に振る。

「ううん。あたしは違うよ。けど、お師匠様は冒険者」

「そうか。何はともあれ、避難は間に合いそうだ。感謝する」

　亜人の男は深々と頭を下げ、感謝を示す。

　避難が間に合いそうだと聞いたクロエだが、まだ気を抜かなかった。

　亜人の男と共に城壁へ上り、周りを見渡す。

「避難が完了したとして、モンスターは防げるの？」

「門を閉じれば仙姫の結界が発動する。問題ない」

「そっか……」

　なら安心だねと口にしようとして、クロエは遠くから走ってくる少年を見つけた。

「人が！　あそこ！」

「まだいたのか!?」

　兵士が騒がしくなる。

　だが、全員が一瞬で静かになった。

　地面が揺れ始めたからだ。

「これって……」

「地震か……？」

「違う……」

　二度目の地震かと思われたその揺れは、モンスターたちの大移動によるものだった。

　城壁に上っていた者たちは、すぐに遠くに立ち込める土煙を目撃した。

「くそっ……！　モンスターが来るぞ！　早く中に入れ！　門を閉じろ！」

「待って！　あの子は!?」

「待ってはいられない……！」

　亜人の男からしても苦渋の決断だったのだろう。

　無念そうな顔で指示を出している。

　それを見て、クロエは城壁を滑るように駆け下り、正門から外へ飛び出た。

「待て！　どうするつもりだ!?」

「閉めていいよ！　見捨てられない！」

「一人でどうするつもりだ!?」

「どうにかするよ」

　そう言い残し、クロエは必死に駆けてくる少年のほうへと走っていく。

　後ろから迫るモンスターの大群。

　それに恐怖しながら、少年は走る。

　だが、体が限界だった。

　足がもつれ、少年は転倒する。視線の先では正門が閉まっていくのが見えた。

　絶望が少年を襲い、少年は走るのをやめた。

　だが。

「諦めちゃ駄目だよ」

「……」

　声が少年に届いた。

　少年が顔をあげると、そこにはクロエがいた。

「……どうして……？」

「あたしが時間を稼ぐから。走るんだ」

「無理だよ……君だけで……足止めなんて……」

「できるよ」

　そう言ってクロエは両手に剣を握る。

　深く息を吸い、目をつむる。

　ここにシルバーがいれば、犠牲を出さずにすべてを解決しただろう。

　それができるからこそのＳＳ級冒険者。

　だが、今、シルバーは動けない。

　クロエの母を助けるためだ。

　その代償が、今、自分の後ろにいる少年。

　シルバーが動けないことによって生じる犠牲ならば。

「あたしが守る……お師匠様の代わりに」

　クロエは両手の剣を交差させる。

　そのまま集中力を高めていく。

　そんなクロエに少年は問いかけた。

「君は……？」

「あたし？　あたしは──シルバーの弟子だよ」

　そう宣言した瞬間。

　クロエの中で何かが変わった。

　その言葉が、その肩書が。

　クロエを強くしたのだ。

　そこにいたのはクロエが想像する、理想の自分。

　シルバーの弟子にふさわしい自分。

　だからクロエは力強く詠唱を開始した。

《我は簒さん奪だつ者なり・冥府の底より黒を簒奪した》

　黒い魔力がクロエの内からあふれ出す。

　膨れ上がったその魔力をクロエは自分の内へと凝縮していく。

《這はい出ろ冥黒・万象を闇へ沈めろ》

　凝縮された漆黒の魔力。

　それを安定させるために、クロエは歯を食いしばる。

　暴走は許されない。

　後ろには少年がおり、自分の肩にはシルバーの名が乗っている。

　失敗などできるわけがない。

《漆黒の王とは其その黒なり・深しん淵えんの主とは其の黒なり》

　凝縮された漆黒の魔力がはけ口を求める。

　それを力ずくで抑え込み、クロエはさらに先へと進む。

《根源の冥黒・終点の漆黒》

　魔力の反発が強くなっていく。

　その反発に負けそうになるたびに、クロエは一つの言葉を思い出す。

　諦めるな。

　師匠のその言葉を頼りに、今にも挫くじけそうな自分を奮い立たせ、少しずつ前へと進む。

《すべてはその黒より現れ・すべてはその黒に沈む》

　時間としては短い。

　しかし、クロエにとっては長い戦いの末。

　反発していた黒い魔力がクロエの身に落ち着いていく。

　やがてその魔力はクロエを包み込んだ。

　その状態でクロエは最後の一節を紡いだ。

《集すだいて染めよ──ダークネス・フォース》

　十一節の古代魔法。

　漆黒の魔力がクロエを覆い尽くしている。

　闇を纏まとったクロエは一言、少年に告げた。

「走って」

　静かに告げられたその言葉に、少年は突き動かされて、また走り出した。

　後ろは振り向かない。

　なぜだかはわからないが、大丈夫だろうという思いがあった。

　実際、それは間違いではなかった。

　迫るモンスターの大群。

　数えるのも馬鹿らしいその大群に、クロエは一瞬で斬り込んだ。

「はぁぁぁぁぁっ!!!!」

　両の剣を交差させ、両腕を広げるように剣を振るう。

　それだけで先頭集団が吹き飛んだ。

　間髪容いれず、クロエは大地を蹴る。

　一瞬で加速したクロエは、モンスターたちを斬り伏せていく。

　その姿にモンスターたちの足が止まっていく。

　地震という脅威によって動き出したモンスターたちにとって、移動こそが最重要だった。

　だが、それが変わった。

　それ以上の脅威が目の前に現れたからだ。

「まだまだぁ!!」

　飛来した鳥型モンスターを両断し、自分へ殺到する狼おおかみ型のモンスターを一振りで吹き飛ばす。

　だが、モンスターたちの勢いは止まらない。

　クロエは剣に漆黒の魔力を纏わせ、巨大な斬撃を飛ばした。

「これでっ!!」

　その斬撃はモンスターたちの群れを飲み込み、跡形もなく消し去っていく。

　その代償としてクロエが纏っていた漆黒の魔力は消え去ってしまう。

　だが、モンスターたちは一掃された。

「はぁはぁ……」

　一気に決着をつけにいったクロエは、荒い息を吐きながら両手の剣を地面に突き刺し、それにもたれて座り込んだ。

　しかし、剣は一瞬で黒化し、砕け散る。

「あれ……？」

　クロエの魔力に耐えきれず、崩壊してしまったのだ。

　茫ぼう然ぜんとそれを見つめるクロエだったが、新たにやってきた地鳴りに現実へと引き戻される。

「まだ来るの……？」

　よろよろと立ち上がり、前を見ると先ほどと同じ程度の大群が迫っていた。

　クロエは刀身のなくなった剣を握り締め、それでも立ちはだかる意志を見せた。

　もはや逃げる体力もない。

　ならば挑むしかない。

　だが、勝ち目があるわけではない。

「もう一回は難しいかなぁ……」

　何とか魔力をかき集めてみるが、もう一度、ダークネス・フォースを使えるほどではない。

「困ったなぁ……怒られるかなぁ……」

　一気に決めにいったのがまずかった。

　反省しながらもクロエは苦笑する。

　怒られたいと心から思っていたからだ。

　そんなクロエの耳に𠮟責の声が届いた。

「当たり前だ。後先を考えろ」

「え……？」

　クロエが振り向くと、そこにはシルバーの姿があった。

　そのことが示すことはただ一つ。

「お師匠様……お母さんは……？」

「安心しろ。トウイが素早く終わらせてくれた。完全除去とはいかなかったから、薬による治療が必要らしいが……もう命の心配はない」

「本当……？　本当に本当……？」

「本当に本当だ」

　涙を流すクロエを落ち着かせるように、シルバーは頭を撫なでる。

　しかし、その間にもモンスターの大群が迫る。

　だが、それと同時にシルバーの周りには無数の光源が出現していた。

　やがて、それは大きく横に広がっていく。

　帯状に広がったその光源は、シルバーが腕を振った瞬間。

　まるで軍の一斉射撃のごとく、光弾を発射した。

　走るモンスターたちにはそれを避よける術すべがなかった。

　あちこちで爆発が起こり、光弾がモンスターたちを蹂じゆう躙りんしていく。

　その後、モンスターたちが沈黙したのを見て、シルバーは光源を消し去った。

　そして。

「よく覚えておけ。切り札は最後まで取っておけ。何が起きるかわからないからな」

「うん……！　覚えた！」

「そうか……さすが俺の弟子だ。よくやった」

　ポンとクロエの頭を叩たたき、シルバーはクロエを連れて転移門をくぐったのだった。

　一週間後。

　帝都に戻っていた俺は、またミヅホの地にいた。

　手術後、順調に回復したクロエの母と話すためだ。

「経過は順調だ。まだ無理はできんがな」

「感謝する」

「医者としてやるべきことをやっているだけだ。報酬も貰もらっているしな」

　トウイは机を指さす。

　そこには俺が報酬として差し出した虹貨が無造作に置かれていた。

　必要だから受け取るが、金には興味ない。

　それがトウイという男なのだ。

　呆あきれつつ、俺はクロエの母の部屋へと向かう。

「失礼する」

　部屋に入ると、ベッドで横になっているクロエの母と、その横で世話をするクロエがいた。

「あ、お師匠様！」

「シルバー様、わざわざありがとうございます」

　深くクロエの母が頭を下げる。

　そんなクロエの母に苦笑しつつ、俺は置いてあった椅子に腰掛けた。

「今日はこれからについて話をしにきた」

「はい。クロエを帝都に連れていくのですね？」

「あたし、頑張るよ！」

「ええ、しっかりやるのよ……」

「うん……」

　また、この二人は勝手に話を進める。

　俺はため息を吐つきながら制止する。

「ちょっと待て」

「なんでしょうか……？」

「連れていくと言った覚えはない」

「え？　連れていってくれないの……？」

「悲しそうな顔をするな。トウイの話では、薬での治療は時間がかかるらしい。帝都で同じ薬を調合できる者がいるか探したが、いなかった。つまり、母上を帝都に移すのは不可能だ。世話する人間もいるし、何より娘は母親の傍そばにいるべきだ」

　転移でトウイの下へ飛んで、薬を持ってくるという手もあるが、そんなことをすれば魔力がいくらあっても足りない。

　ミヅホはそこまで近い国ではないのだ。

　だから俺はクロエを帝都に連れていくことを諦めた。

　母親のことが気になっていては、修行にも身が入らないだろうしな。

「じゃあ……弟子じゃなくなるんだね……」

「そうとも言ってない。母上が治ったら帝都に来い。そのとき、改めて修行をつけよう」

「でも、お母さんの治療は長引くって……」

「そうだな。数年はかかるらしい。だが、いい機会でもある。俺から宿題を出そう」

　そう言って俺は一枚のカードをクロエへ渡す。

　それは冒険者カードだった。

「これって……」

「手続きは済ませてある。津波を防いだ功績を加味して、ＡＡ級からのスタートだ。ミヅホのモンスターはそこまで強くない。実戦経験を積むには良い相手だろう」

「あたし……冒険者になったんだ……」

「そうだ。まぁ俺の弟子というのは伏せてあるがな。色々と面倒事に巻き込まれかねん」

「えー……」

「文句を言うな。宿題は冒険者ランクを上げること。母上の治療が終わるまでにＳ級になれ。なかなかにハードルは高いが、できるはずだ」

　そう言うと俺は立ち上がる。

　話は終わったからだ。

　すべて決まっていること。

　ほかに話すことはない。

「ま、待ってよ！　お師匠様」

「なんだ？　嫌ならやめてもいいぞ？」

「嫌じゃないよ！　ちゃんとお母さんの治療が終わるまでに、Ｓ級になってお師匠様のところへ行くよ！　それまでは会いに行かないし、会いに来なくてもいいよ！」

　強い決心がクロエには見えた。

　Ｓ級になるというのは生半可なことではない。

　ましてやクロエは長時間戦えない。そこをどうにかしなければ、Ｓ級への道は切り開けないだろう。

　だが、そこは工夫次第。

　実戦の中で磨いていけばいい。

「そうか。それなら安心だな」

「そうだよ！　安心して！　絶対にやり遂げるから！　ただ、その、聞きたいことがあるんだよ！」

「聞きたいこと？　なんだ？」

「えっとね……お師匠様のお母さんってどんな人？」

「どんな人？　気になるのか？」

「うん！　とっても！」

「そうだな……言うべきことは言う、芯の強い人だ。ゆったりとした時間を楽しめる人でもある」

「そっか……じゃあ髪は？　長い？　短い？」

「長いな。それを聞いてどうする？」

「良いの！　気になったんだから！　じゃあ、次会うときはＳ級冒険者としてだよ！　お師匠様！」

　笑顔でクロエが拳を向けてくる。

　俺はそんなクロエの拳に、自分の拳を合わせる。

「期待してるぞ？」

「うん！　任せて！」

「そうか。体には気をつけろ。しっかり来るんだぞ？　俺はお前を待っている」

　クロエの頭を撫で、俺は告げた。

　クロエは力強くそれに応じた。

「うん！」




　　　　■■■




　三年後。

「クロエさん！　すみません！　また依頼が……」

　冒険者ギルドのミヅホ支部。

　そこの受付嬢が一人の少女に声をかける。

　申し訳なさそうな受付嬢に少女は答える。

「いいよ、いいよ。あたしに任せて！」

　気持ちの良い返事と笑顔。

　それを見て、受付嬢はホッと息を吐く。

「すみません、ギルド長が代わってから増員はされているんですが……」

「あはは、仕方ないよ。ミヅホは冒険者に人気ないからね。その代わり、あたしが働くから」

「本当にすみません……その代わりといってはなんですが、Ｓ級への推薦状を出しておきました。何度目だって話ですが……今のギルド長なら若すぎるという理由で蹴ることはないので、今度こそ通るかと」

「うん、ありがとう！」

　何度も頷うなずき、少女、クロエは受付嬢が差し出した依頼書に目を通す。

　村の周りに現れたＡ級モンスターの討伐だ。

　今のクロエには拍子抜けしてしまう依頼といえた。

「ＡＡＡ級冒険者にふさわしい依頼を用意できればいいんですが……申し訳ありません」

「だからいいって。どんな仕事でもあたしはやるから！」

　そう言ってクロエは踵きびすを返す。

　すると、首の後ろで結った長い髪が動く。

　それを見て受付嬢が訊たずねる。

「Ｓ級冒険者になったら髪を切ってしまうんですか？」

「え？　なんで？」

「え？　願掛けではなかったんですか？」

「違う違う。そういうのじゃないよ」

　笑いながらクロエは否定する。

　そして。

「お母さんがね、言ってたんだよ。男の人は母親に似ている人に惹ひかれるって」

　はにかみながらクロエは答える。

　それを聞いた受付嬢はクスリと笑う。

「なるほど、それで伸ばしたんですね。その方はどちらに？」

「どこだろうね？　内緒だよ」

「えー、教えてくださいよ」

「駄目だよ。じゃあ、あたしは行くね！」

「あ！　お母様とトウイ先生によろしく言っておいてください！」

「うん！」

　そう言ってクロエは支部から飛び出していったのだった。

　しかし、それと同時に支部長の男が表に出てくる。

「クロエくんはどこだ!?」

「クロエさんなら依頼に行きましたけど……？」

「呼び戻せ！　ギルド長が直々に話をしたいそうだ！」

「ええええぇぇ!!??」

　混乱が支部内に広がる。

　辺境のミヅホ支部にとって、ギルド長は違う世界の人間だからだ。

　そんな支部の混乱を知るよしもなく、クロエは依頼に行く前に、家へ寄っていた。

「お母さーん！　依頼行ってくるねー！」

「はいはい。気をつけなさいね」

「はーい！　トウイ先生！　新しい剣はまだー？」

　家の工房。

　そこではトウイが真剣な顔で剣を打っていた。

「やかましい。次こそ、壊れん剣を打つから覚悟していろ」

「前もそんなこと言っていた気がするけど？」

「今度は違う」

「それも前言ってたよー」

　笑いながら呟つぶやき、クロエは母のほうを見る。

「じゃあ行ってきます！」

「行ってらっしゃい」

　クロエは自分の幸せを実感しながら、走り出したのだった。
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「お二人が帝位争いに参加なさいました」

　アルとレオが帝位争いへの参加を決めた日の夜。

　後宮の一室でセバスは恭しく頭を下げてそう報告した。

　その報告を聞いた主あるじ、ミツバは小さく頷いて告げた。

「そう。あの子たちにも譲れないものがあったのね」

「そのようです。険しい道になりましょう」

「でしょうね。けど……険しい道を歩いた者だけが認められるの。人の上に立つというのはそういうことよ。血筋だけじゃ誰も認めてくれないわ」

「心配ではありませんか？」

「心配よ。けど仕方ないわ。あの子たちが決めたことだもの。背を押してあげるのが親の務めでしょう？」

　強い方だ。

　そう思いながらセバスは再度頭を下げる。

　ブレない強さを昔から持っていた。

　その強さに救われた。

　その強さに惹かれた。

　だからこそ。

「──命に代えてもお守りいたします」

「やめてちょうだい。私は息子の泣き顔なんて見たくないわ。それに知っていて？　死んだ者よりも生きてる者のほうが強いのよ？」

「それもそうですな。死んではお守りすることはできませんからな」

「そうよ。だから生きなさい。あなた以外に子供たちを任せる気はないんだから」

　そう言ってミツバはお茶を飲む。

　変わらない。

　十八年前からそうだったとセバスは過去に遡るのだった。




　　　　■■■




　十八年前。

　大陸中に〝死神〟として知られていた当時のセバスは裏の世界から足を洗うことを考えていた。

　つまり暗殺者として引退することを決めていたのだ。

　問題はその時期。

　最後にどんな仕事をするべきか。

　どんな仕事をして自らの名を歴史に刻むべきか。

　それをセバスは考えていた。

　そんな中、セバスに舞い込んできたのは帝国皇帝の第六妃の暗殺依頼だった。

　大陸最強の国家。その皇帝の妃きさきを暗殺したとなれば大事件となるだろう。

　そもそも妃が住む後宮は外界と隔絶している場所だ。近づくだけでも至難の業といえる。

　しかし、その困難さがセバスのやる気を奮い立たせた。

　自らが伝説になるための相手として不足なし。

　セバスはその依頼を受けた。

　そしてセバスの暗殺が始まった。

　まずは潜入だったが、セバスは執事として城に潜入した。優れた暗殺者であるセバスは多芸であり、それゆえに執事という仕事ですらたやすくこなしてみせた。

「あなたは優秀だな。いずれは皇子の専属執事を任せることになると思う」

「光栄です」

　城の執事たちを束ねる執事長にそう言われるほどセバスは優秀だった。

　潜入から数か月。

　執事の中で確固たる地位を築いたセバスはついに暗殺を実行に移した。

　これまで幾度も後宮には潜入しており、第六妃の部屋までのルートは暗記済み。警備もすべて把握していた。

　厳重極まりない警備だったが、それでも盲点となる部分は少しは存在する。

　巧妙にその盲点を渡り歩きながらセバスは見事に後宮の内部へと侵入した。

　入ってしまえばこちらのもの。男子禁制のこの後宮には厄介な近この衛え騎士も入ってこられない。

　女の近衛騎士も存在するが、ごくわずかであり、後宮に張り付いているわけではない。

　あとはどれだけスマートに仕事を済ませられるか。

　そうセバスが考えたときに、後ろから気配がした。

　瞬時に迎撃態勢を整えたセバスは、現れた女衛兵を一瞬で気絶させる。

　後宮警備のために特別に訓練された女衛兵。一対一ならまず後れは取らないが、数を集められると厄介になる。そのため警備の隙間を縫っているのだが、今のようにパターンにない巡回をするのも後宮の厄介さであった。

「骨が折れそうですな」

　呟きながらセバスは笑みを浮かべる。

　困難だからこそやりがいがある。

　セバスは気絶させた女衛兵は隠し、そのまま中に進んでいく。

　第六妃の部屋までは確認しているが、その中はまったく情報がなかった。なにせこの数か月、第六妃はまったく表に出てこなかったからだ。

　部屋に閉じこもっており、セバスですら情報を入手できなかった。そのため部屋の中の調査もできなかったのだ。

　しかし、それでもセバスは今日仕掛けることを選んだ。

　幾度か危険を冒して後宮を調べていたため、周りの目を誤ご魔ま化かしきれなくなってきたからだ。

　数か月におよぶ潜入というのは暗殺者にとってはリスキーな方法なのだ。

　失敗は許されない。チャンスは一度きり。

　セバスは警戒を最大限に高めながら進んでいく。

　そして第六妃の部屋の近くでセバスは足を止める。

「探知型の結界……しかも高性能。さすがは帝国の後宮といったところですかな」

　セバスは結界を確認するとプランを変更する。

　ここに今まで結界は張られていなかった。いきなり張られている以上、通常のルートはもはや使えない。

　結界は床一面に広がっており、進むのは難しい。

　そのためセバスは天井に張り付いて移動を始める。

　床に触れなければ結界は発動しない。結界はかなり強力なもののようだが、部屋を覆うほどではなかった。

　それほどの結界を維持するには膨大な魔力が必要だからだ。

「どれだけ結界が優れていても、即興では効果は半減といったところ」

　分析しながらセバスは手早く結界を回避して部屋に迫っていく。

　扉の前には結界がない。それを確認するとセバスは中の音に耳を澄ます。

　何か喋しやべっているようだが、それはセバスには好都合だった。

　意識が扉にないならば侵入は容易だからだ。

　音もなく扉を開け、セバスは第六妃の部屋に忍び込む。

　そして長年の相棒である黒い短刀を握り締めた。

　だが、セバスが部屋の中で見た光景は予想していたものとはだいぶ離れていた。

「ミツバ様！　もう少しです！　頑張ってください！」

「布をもっと持ってきて！」

　ベッドの周りにいるのは白い服を着た女の医者たち。

　そのベッドは血だらけだった。

　一瞬、セバスは暗殺者としてあってはならない空白を生んでしまった。頭が真っ白になったのだ。

　その真っ白な頭の中に〝出産〟という単語が浮かび上がる。それが浮かび上がるにつれて、これまでのことが繋つながってくる。

　数か月も姿を見せなかったのも、今日になっていきなり結界が張られたのも。

　このためだったのだ。

　依頼主が知らないはずがない。第六妃を邪魔だと思う者は当然ながら、帝国上層部に関係ある者だからだ。

　意図的に伏せられた。

　そのことにセバスは怒りを覚えたが、仕事として引き受けた以上は遂行しなければ。

　そう思って短刀を握りなおしたとき。

　突然、セバスは声をかけられた。

「いらっしゃい……暗殺者さん……」

「!?」

　荒い息を吐きながらベッドの中央にいた第六妃、ミツバがセバスのことを見ていた。

　出産という難事にありながら誰よりも先にセバスに気づいたのは偶然なのか、それとも母としての防衛本能だったのか。

　とにかく気づかれたことによってセバスの暗殺者の本能にもスイッチが入った。

　一瞬で距離を詰めると短刀をミツバに突きつける。

　だが、ミツバは動じなかった。

「陛下が……はぁはぁ……警戒しているからいずれは……来ると思ってたわ……」

「言い残すことがあれば聞きましょう」

「変な暗殺者ね……でも言いたいことはあるわ……」

「聞きましょう」

　それは死神と恐れられたセバスにとって異例の行動だった。

　いつものセバスならば短刀を突きつけて言葉を聞くなどありえない。近づいた時点で首に短刀を叩たたきこんでいる。

　どうしてそんなことをしたのか。セバスにも理解できなかった。

　最後の仕事ゆえの気まぐれ。

　そんな風に自分を納得させながらセバスはミツバの言葉を待った。

「はぁはぁ……あなたは最高峰の暗殺者なの……？」

「……ええ。そう自負しています」

「そう……なら子供を産むまで待ってくれないかしら……？　あなたが殺せと指示されたのは……私だけでしょ……？」

「どうしてそう思うのですかな？　妃とその子供を暗殺しろと依頼されたかもしれませんよ？」

「それなら扉の前で茫ぼう然ぜんとしないわ……はぁはぁ……大方、私が妊娠していると知らなかったのね……」

　セバスは押し黙る。

　よく見ているものだ。

　これが母親というものなのだろうかとセバスは考える。

　セバスに子供の頃の記憶はない。気づけば人を殺す世界に染まっていた。

　生きるために殺した。人を殺す才能があったからだ。

　やがては自分を駒のように使っていた主人も殺し、自由な暗殺者として裏の世界に君臨するまでになった。

　そんなセバスにとって、それは初めて触れた母親というものだった。

「自分を……最高峰の暗殺者だと思っているなら……ターゲットだけ殺しなさい……はぁはぁ……暗殺者は人を殺すプロフェッショナル……ただの人殺しとは違うのでしょ……？」

「……そうこうしているうちに誰かが来れば私の仕事は失敗となるでしょう。プロフェッショナルだからこそ、流儀よりも実益を取らねばならないのです」

「大丈夫よ……帝国の者からは……私が守ってあげるわ……」

「皇帝からも？」

「当然よ……はぁはぁ……母親に嘘うそはないわ……」

　そう言ってミツバは強くセバスを見つめた。

　セバスが少し手に力を入れれば死んでしまう存在。それがミツバだった。

　生殺与奪の権はセバスにあった。

　弱者の苦し紛れの命乞い。そう取ることもできた。しかし、闇の世界に生きてきたセバスには嘘を見抜く目があった。

　ミツバの目は紛れもなく本気だった。それだけ強く言うということは本当に皇帝からもセバスを守る気であるのだろう。

　そう察したとき、セバスはそっと短刀を引いていた。

　ミツバの言葉を信じ、自分の身を任せるなど正気の沙汰ではなかった。

　それでもセバスは短刀を引いた。それはミツバを信じたからという理由と、自分の美学に反すると思ったからだ。

　セバスは歴史に名を残したかった。だからこそ、仕事には美学を持って取り組んできた。

　ターゲット以外は殺さず、騒ぎも起こさずに依頼をこなしてきた。

　その正確さと静けさによって死神と呼ばれてきた。そんなセバスの最後の仕事がこんな形でいいはずがない。そう強く思ったのだ。

　しかしセバスはすぐに思い直す。

　思ったのではない。思わせられたのだと。

　強い意志を宿したミツバの目を見て、張り合ったのだ。信念を持って子を守ろうとするミツバを斬れば、負けたことになってしまう。信念を捨て去ったただの暗殺者に成り下がる。

　だからとセバスは思った。

　斬らなくてよかったと。美学を捨てていれば一生ものの後悔を背負っただろう。

　そんな風に思いながらセバスはゆっくりと扉のほうを振り返った。

　そこにはセバスと同じように音もなく部屋に入ってきた暗殺者たちがいた。

　その数は五人。

　複数の暗殺者に依頼をするのはよくあることだ。しかし、一人も失敗せずにここにたどり着くのはかなり至難の業のはず。

　そこでセバスは苦笑する。

「私の後をつけてきたのか」

「そうだ。道案内ご苦労、死神殿。まだターゲットを殺していないとは驚いたぞ。こちらとしてはあなたを殺して手柄を奪う気だったが……その必要はなさそうだ」

「どういう意味ですかな？」

「情にほだされ暗殺をしないと決めたのだろう？　ならば我々が貰もらう」

　そう言って一人がミツバに向かっていく。

　だが、それはセバスが投げたナイフによって阻止される。

　ミツバに向かった暗殺者はナイフで頭を貫かれ、その場で倒れこむ。

「ひっ!?」

「そのまま処置を続けてください。彼らの相手は私が受け持ちましょう」

　小さい悲鳴をあげる医者たちにセバスはそう告げて、黒い短刀を構える。

　仲間をやられた残る四人の暗殺者は顔をゆがめて武器を構える。

「正気か!?」

「至って正常ですな。第六妃ミツバ殿の命は私がいただきます。あなたたちに譲るわけにはいかない」

「ならば今すぐ殺せ！」

「そうはいきません。私のターゲットはミツバ殿だけ。子供は依頼の範囲外です。彼女の命は子供が産まれてからいただきます」

「ふざけるな!!」

　そう言って四人が一斉にセバスに飛びかかる。

　セバスの後を追ってきたとはいえ、後宮に侵入できるほどの暗殺者が四人。

　いくらセバスでも正面から戦うのは辛つらい相手だった。しかし、セバスは真正面から四人を迎撃した。

　暗殺者同士の高速の戦闘が繰り広げられる。

　血が飛び散り、後れを取った者の首が刎はね飛んでいく。

　その中で医者たちは必死に子供を取り上げることに集中した。

　彼女らは皇帝によって選ばれた医者であり、ミツバのこと、そして産まれてくる子供のことを任されていた。

　ここでミツバか子供に何かあれば暗殺者に殺されなくても、皇帝の怒りを受けることになる。

　命を懸けているのは彼女たちも同様だったのだ。

　多くの者が命を賭して出産が続行された。

　そしてそのときはやってきた。

「おぎゃぁぁぁ!!」

　元気な子供の声が部屋に響いた。

　その声を聞きながらセバスは痛みに顔をしかめていた。

　最後の暗殺者のナイフが左肩に刺さっていたからだ。しかし、その代わりにセバスの短刀はその暗殺者の首に深々と刺さっていた。

「ミツバ様！　おめでとうございます！　元気な男の子です！　しかも双子ですよ！」

「はぁはぁ……ふふ、目元が陛下にそっくりね……」

　そう言ってミツバは震えながら二人の子供を抱き上げる。

　子供たちはそれでも元気に泣き続ける。

　それを微笑ほほえましそうに見つめながらミツバはゆっくりと子供たちの頬ほおを撫なでる。

「よかったわね……兄弟がいて……私がいなくてもあなたたちは一人じゃないわ」

　そう言ってミツバは二人の息子の額に口づけをする。

　そして息子たちを医者に預けるとフッと微笑んでセバスを見た。

「お待たせしたわね……どうぞ。この命を奪ってちょうだい……」

「……怖くはないのですか？」

「怖いわ。でも……息子たちを守るためだもの……皇帝の子を宿した時点で覚悟はできているわ」

　そう言ってミツバは目を閉じてベッドに寝た。

　いつでも殺せと言わんばかりの態度にセバスは困惑する。

　これまで殺してきたターゲットたちは、死ぬ寸前に必ず恐怖し、取り乱した。

　許しを乞う者、金を出す者、抵抗しようとする者。様々であったが誰一人として刃やいばを受け入れようとする者はいなかった。

　そこでセバスは自分がどうして暗殺者を引退しようと思ったのか、悟った。体はまだまだ動く。それでも引退したいと思ったのは、心の奥底では恐怖に歪ゆがむ顔をもう見たくないと思っていたからだ。

　引退したあとにやりたいことなどなかった。ただただ見るのが嫌だった。

　死を恐れるその顔を見るのはもうウンザリだった。だから最後の仕事と決めた。

　自分という存在を歴史に刻むために、できるだけ大きな仕事を選んだ。

　自らの功名心のために最後にウンザリだった顔を見ることを覚悟してきた。

　だが、最後のターゲットはその顔を見せなかった。

　それがセバスの右手を動かすことを躊躇ためらわせた。

「どうしたの？　殺さないの？」

「……あなたは……なぜ強いのですか？　皇帝の妃きさきだからですか？」

「違うわよ……皇帝の妃じゃなくても同じことをしたわ……私は母親だから。私は双子の母、ミツバ。立場でそれは変わらないわ」

「母親だから……」

「そういえば聞いていなかったわ。あなたのお名前は？」

　まさか名前を問われるとは思わなかった。

　セバスは驚き、少し考えたあとに名乗った。

「私の名は……セバスチャン。死神というほうが有名ですがね。このセバスチャンというのも本当の名かはわかりません」

「そう……あなたはセバスチャンというのね。私を殺す人の名前。しっかり覚えておくわ」

　そう言ってミツバは笑った。

　その笑みを見た瞬間、セバスの右手は動いていた。

　短刀を振り上げ、勢いよく振り下ろす。

「……どうしたのかしら？」

「どうやら……私はあなたを殺す刃を持ち合わせていないようです……」

　セバスの右手は止まっていた。

　どうしてもミツバを殺すことができない。

　仕事を完遂しなければ伝説にはなれない。歴史に名を残せない。

　だが、そんな目標はミツバの前では浅はかなものに思えてしまった。

　名を残したかったのは自分が生きた証あかしを残したかったから。自分という個人を認めてほしかったから。

　セバスにとってそれが闇の世界で生きる原動力だった。

　何もないセバスにとってそれはすべてだった。

　しかし、セバスの名を訊たずねて、覚えておくわとミツバが言った瞬間。

　セバスは満足してしまった。この人に覚えていてもらえるならばと。

「幾人も殺してきました……けれどあなたのような人は初めてだ……」

「私も……あなたのような暗殺者は初めてよ。暗殺者にしては優しすぎないかしら？」

「……生きるために人を殺してきました。その後は認めてほしくて、自分という存在を見てほしくて殺し続けた。しかしこれまでのようです。死神の最後は……ターゲットを殺せずに終わる……」

　そうセバスが呟いた瞬間、部屋の扉を開け放って男が入ってきた。

「ミツバ！　無事か!!」

　その男の後ろには大勢の近この衛え騎士が従っていた。

　皇帝の妃であるミツバを呼び捨てにできる者など一人しかいない。

　皇帝その人だ。

　そして皇帝が何か言う前にセバスは大勢の近衛騎士によって捕らえられた。

「陛下……双子の男の子です……」

「おお!!　でかしたぞ!!　第七皇子と第八皇子だ！　ちょうどよい！　良い名を二つ考えておったのだ！　迷っておったがどちらも使おう！　兄はアルノルト、弟はレオナルトだ！」

「良い名だと思います」

「そうであろう！　毎日寝ずに考えておったのだ!!」

　そう喜びを露あらわにして皇帝は子供たちを抱き上げたあと、ベッドにいるミツバを抱き寄せる。

　そしてひとしきり喜びを堪能したあと、皇帝は怒りを秘めた瞳でセバスを睨にらみつけた。

「それで……そこの男は何者だ？」

「あ、暗殺者でございます！　陛下！　死神と名乗っておりました！」

　医者の一人がそう報告する。

　それに対してセバスは何も言わない。

　死神すら後宮の守りを突破できなかった。そういう伝説になるならそれはそれで構わないと思っていた。

「死神か……裏の世界で名をはせる希代の暗殺者が城に潜入しておったとはな……依頼人は誰だ？」

「依頼人とは複数人を介していました。私には見当もつきません」

　それは事実だった。

　しかしミツバを邪魔と思う者など限られている。

　だから皇帝はそのことには拘こだわらなかった。

「そうか。どうやって城に潜入した？」

「執事として城に入り、数か月かけて信用を得ました」

「ふん、城の警備を見直さねばならんな。鼠ねずみ一匹見つけられんとは！　貴様らは何のためにいる!?　我が妃と皇子が危険にさらされたぞ!?」

　皇帝の怒りが近衛騎士たちに向く。

　確かな失態に近衛騎士たちもうつむくことしかできなかった。

　いまだに怒りが収まらないといった様子の皇帝は、その怒りをセバスに向けた。

「依頼人を吐く気はないのだな？」

「嘘うそは言っておりません」

「そうか。では貴様に用はない」

　そう言って皇帝は自ら剣を抜く。

　だが、それをミツバが制止した。

「陛下、お待ちを」

「む？　ミツバ、どうした？　おお！　すまんな。お前と皇子たちの前で処罰するのはなかったな。配慮が足りなかった」

　そう言って皇帝は顎で外に連れ出すように指示を出す。

　だが、ミツバはそれを首を振って否定する。

「そういうことではありません。ただその物騒なものをしまってほしいだけです」

「なに？　処罰するなというのか!?」

「処罰なんてとんでもない。そこにいるのはセバス。この子たちの執事です」

「なっ!?」

　助命を懇願してくるのかと警戒していた皇帝は、想像のはるか上をいくミツバの言葉に思わず口を開けたまま固まってしまう。

　それはセバスも同様だった。

　まさかいきなり執事に指名されるとは。

　さきほどまで自分の命を狙っていた暗殺者を子供の執事に指名するなど、正気の沙汰とはいえなかった。

「なっ、なっ、なっ、何を言っている!?　こやつは暗殺者！　お前の命を狙ったのだぞ!?」

「ええ、それが何か？」

「何かではない！　それを皇子たちの執事にするというのか!?」

「はい。もう決めました。だから手を放しなさい」

　ミツバに命令されて思わず近衛騎士たちは従ってしまう。

　それほど今のミツバには迫力があった。

「そのようなことが許されると思っているのか!?　こやつは犯罪者だ！　我が城に侵入し、我が後宮に侵入し、お前の部屋にまで侵入した！　許しておけん！」

「それだけ優秀ということでしょう。うってつけではありませんか」

「そういう問題ではない！　そのような勝手がまかり通ると思っているのか!?」

「もちろんです。あなたが私に求婚してきたときに言ったはずです。子供の教育に口を挟ませませんが構いませんか？　と。皇子たちの執事を決めるのは教育の一環です。ならば決定権は私にあります」

「そんな屁へ理り屈くつが通じるか！　お前を殺そうとした暗殺者だぞ!?　信用するのか!?」

「いつでも殺せるのにセバスは私を殺しませんでした。子供たちはターゲットでなかったからです。そして結局、私も殺さなかった。もはや暗殺者とはいえないでしょう。結局、セバスがしたことはこの子たちを守っただけです。それだけで信用に足るとは思いませんか？」

「思わぬ！　暗殺者は暗殺者だ！　わしは断じて許さぬぞ！　皇子の執事になどさせん！　今すぐ処刑してくれる！」

「帝国の皇帝が妃との約束も守れないのですかっ！」

　一喝されて皇帝は思わずたじろぐ。

　そしてミツバに強く見つめられ、耐えきれずに視線をそらしてしまった。

　その隙を見逃さず、ミツバは頭を下げた。

「私はセバスに借りがあります。どうか私の我わが儘ままをお聞き入れください」

「うぐぐ……」

　お願いの形を取られて皇帝は唇をかみしめる。

　これ以上、認めないと叫べば自分がまるで度量の狭い男のようではないか。

　そんなことを思いながら皇帝は剣を鞘さやにしまった。

「……いいだろう。ミツバに免じて許してやる」

「執事にさせますからね」

「くっ！　好きにしろ！　そういう約束だ！　ここでのことはなかったこととする！」

　そう言うと皇帝は背を向けて立ち去ろうとする。

　半分の近衛騎士は皇帝に従い、もう半分は用心のためにその場に残る。

　そんな中で皇帝が立ち止まる。

　そして振り返らずにセバスに告げた。

「セバスチャン。我が妃の目に狂いはないと証明してみせろ。使えないと判断すれば斬り捨てる」

「……はっ。承知いたしました」

　それだけ言い残すと皇帝は部屋を去った。

　残されたセバスにミツバは二人の子供を見せる。

「どう？　可愛かわいいでしょ？　私の子供たちよ」

「……とんでもない無む茶ちやをしましたね」

「あら？　約束は守るわ。言ったでしょ。あなたを皇帝からも守ると」

　そう言ってミツバは二人の息子をセバスに預けた。

　命を奪い続けたセバスの腕に幼い命が二つ乗せられた。

　それは今までセバスが持ってきたモノの中でも特別重く、温かかった。

　その重さと温かさを感じたセバスは静かに告げた。

「必ず……お守りいたします」

「ええ、お願いね」

　こうしてセバスはミツバの無茶と皇帝の寛大さによって、二人の皇子の執事になったのだった。




　　　　■■■




　それから十八年。

　成長した皇子たちは皇帝を目指すこととなった。

　険しい道だ。しかしその道が歩めるだけの強さも兼ね備えた皇子に二人は成長していた。

「二人をお願いね。といっても最近じゃあなたはアルの専属になってしまっているけれど」

「アルノルト様はいつも自由でしたからな」

「レオはいい子に勉強しているのに、アルは勝手に城を抜け出してしまうのだもの。困った子よね。まぁだからあなたにお願いしたのだけれど。どうかしら？　アルは」

「ご安心を。アルノルト様もあなた様の血をしっかり引いています。強い信念を持ち、他者を動かす魅力にあふれた立派な皇子です」

　そうセバスが自信満々に告げるのを見て、ミツバは笑顔で一つ頷うなずく。

　自分の目は狂ってなどいなかった。

　多忙な皇帝の代わりにセバスは二人の父代わりになった。そして成長し、自由に生きるアルの手綱をしっかりと握ってくれた。

「あなたを執事にしてよかったわ、セバス」

「私も執事になれて光栄です」

　そう言ってセバスは恭しく頭を下げるのだった。
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　八年前のとある日。

　城に保管されていた皇帝の肖像画に穴があくという事件が起きた。

　厳重に保管されていたそれに近づける者は少ない。しかもその肖像画を皇帝はかなり気に入っていた。

　真っ先に疑われたのはいつも問題を起こすアルだった。

　その当日、アルが付近をうろうろしているのを見た侍女も大勢いた。

「アルノルト！　またお前の仕業か!?」

　皇帝ヨハネスの怒声が響く。それに対してアルはしばし考え込んだあと、一つ頷いた。

「うーん……俺かもしれません」

「なんだ、その言い方は……」

「昨日、保管されている部屋で昼寝をしたので、そのときにやったかもしれません」

「この馬鹿者！　昼寝をするなら場所を選べ！　あの部屋には貴重品がたくさん保管されておるのだ！」

　昼寝自体を否定しないあたり、皇帝も皇帝だった。その後、しばらく説教を受けてアルは解放された。

　いつも問題を起こすアルにとって、それは日常茶飯事であり、皇帝もいつも通りの説教を行った。

　説教の内容は、すぐに謝れというものだった。所詮は肖像画。また描けばいい。ただ、すぐに言いに来なかったことを皇帝は怒ったのだ。

　とはいえ、アルの言い分は気づかなかったというものなので、説教も長引かない。今日は大人しく勉強をしろと言われ、アルはため息を吐つきながら自分の部屋へと戻る。

　しかし、その部屋の中から泣き声が聞こえてきた。幼い少女の泣き声だ。

「まったく……」

　呆あきれながら扉を開けると部屋の中にはレオと泣いているクリスタがいた。

「泣いても駄目だよ。ちゃんと謝りにいくんだ」

「お父さまぁ、こわいぃ……！」

　レオがクリスタを注意するという珍しい光景に、アルは苦笑する。

　そして泣いているクリスタに近づく。

「父上は怖くないぞ。クリスタ」

「アルにぃさまー!!」

「兄さん！　クリスタを甘やかさないで！」

「そう言われてもなぁ。かくれんぼしてたのは俺たちだし」

　事件の犯人はアルではなく、クリスタだった。アルとレオ、そしてクリスタでかくれんぼをしている最中、誤ってクリスタが肖像画のある部屋に入ってしまったのだ。

　貴重品が多いとはいえ、保管庫に置くほどのものではないモノばかり。たまに見回りが来る程度だ。皇女ならば入るのはたやすい。

　そこでクリスタは肖像画にぶつかり、穴をあけてしまったのだ。

　アルが目撃されたのは、そんなクリスタを探していたからだった。

「だいたい、もう俺がやったって言ってきたし」

「嘘うそついたの!?」

「そう、嘘ついた」

　だから訂正したら余計怒られる。

　そうアルが言うと、レオは顔をしかめた。

　話の内容がよく理解できていなかったクリスタは、目に涙をためながら小首を傾かしげる。

「どーいうこと……？」

「クリスタは怒られないってことだよ」

「駄目だよ！　ちゃんと悪いことしたら謝らないと！」

「今更遅いだろ。だいたい、クリスタが肖像画に穴をあけましたって正直に言ったらかくれんぼ禁止とか言われるぞ？　俺たちはいいけど、エルナは文句を言うだろうさ」

　クリスタに対して過保護な皇帝なら、危ないことをさせるな、怪け我がをしたらどうすると言うに決まっている。そう読んで、アルは自分がやったということにしたのだった。

　単純に説明するのが面倒だったという理由もあったが。

「でも……」

「父上だって今から訂正したら気まずいだろうさ。ということで、この件は終わり」

　そう言ってアルはクリスタを抱き上げ、椅子に座る。

　膝にはいまだに半泣きのクリスタが座る形になる。

「とはいえ、クリスタの代わりに俺が怒られたわけだ。それはわかるな？　クリスタ」

「うん……」

「じゃあ何が必要だ？」

「ごめんなしゃい……」

「よろしい。許そう」

「もう……クリスタには甘いんだから……」

　ぶつぶつとレオが文句を言うが、アルはそれをすべて聞き流す。

　性格的に曲がったことが嫌いなレオを納得させるには、文句を言わせるしかないからだ。

　そしてしばらくして、レオの気が収まった頃。

　アルは苦笑しながらレオに言うのだった。

「レオ、お前って頭が固いな」

「兄さんが柔らかすぎるからちょうどいいんだよ」

　そんな会話をしながら、三人はまたかくれんぼを始めたのだった。
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　十年前。

　アルノルトがまだ八歳だった頃。

　まだ皇太子が存命であり、帝位争いも起きていなかった帝国。

　そこでアルノルトとレオナルトは全く異なる日常を送っていた。

　母であるミツバの教育方針は、すべて自分の責任というものだった。将来が不安だと思うなら勉強すればいい。そうではないならやりたいことをやればいい。

　子供にすべてを任せる放任主義はたびたび問題視されていた。なぜなら双子の二人が両極端だったからだ。

　兄のアルノルトはやりたいことをやるというスタンスで、家庭教師の授業をすっぽかしては城の中を自由に探検したり、街にお忍びで出かけたりと〝遊び〟が第一という日常を送っていた。

　一方、弟のレオナルトはやるべきと思ったことをやるというスタンスだった。家庭教師の授業を受け、将来のために自分でも勉強する。足りないところがあるならば新たに家庭教師を呼ぶこともあった。そんな中でも時間を見つけてアルノルトと遊びに出かけるという余裕のある日常を送っており、大人の誰もが天才と称した。

　ミツバの教育方針が問題視されながら、止められることがなかったのは弟のレオナルトが多方面に優秀さを見せつけたからといってもよかった。

　圧倒的な才能の違いに、誰もアルノルトには期待しなくなり始め、アルノルトの素行についても注意する者がいなくなり始めていた。

　レオナルトさえ優秀ならばお釣りがくると思っていたからだ。

　しかし、それは城の中の話。

　城の外にいる者の中には、アルノルトの素行を改善しようとする者がいた。

「レオ！　アルはどこ!?」

「やぁ、エルナ。今日も元気だね」

「質問に答えなさい！」

　家庭教師の授業中。

　突然、部屋の扉を開けて入ってきたのは七歳のエルナだった。

　腰に差しているのは子供用の真剣。しかし、遊びで差しているわけではない。

　この時点でエルナは城にいる騎士たちとも渡り合えるほどの実力を有していた。それを知っていたため、家庭教師もエルナには強く何かを言うことはできなかった。

　勇爵家の娘というだけでなく、実力行使に出られたら止められないからだ。

　そんな事情もあって、エルナは我が物顔で部屋に入り込み、レオの勉強を中断させる。

　それに対してレオは嫌な顔もせずに応対する。別に今に始まったことでもないからだ。

「まぁまぁ、落ち着いて。今日は早いね？　稽古は終わったの？」

「今日はお父様がいないから家の騎士たちが相手だったのよ。さっさと一本取ってきたわ！」

　えっへんと胸を張るエルナに対して、レオは笑顔ですごいねと褒める。

　勇爵家に仕える騎士たちは他の貴族に仕える騎士とは違う。精鋭という言葉がピッタリとあてはまる実力者揃ぞろいだ。その騎士からさっさと一本を取るのがどれほど難しいのかレオはよくわかっていた。

　レオとて相手をしてもらったことがあるからだ。一本を取るどころか、かすりもしなかった。上には上がいる。それをレオはこの時点で思い知らされ、ゆえに何事にも手を抜かなかった。

　そういう性格のレオ相手だからこそ、エルナも素直に自慢することができた。他の者に対して自慢すれば、相手のやる気を大いに削そぐからだ。

　しばらくレオとお喋しやべりをしていたエルナだが、やがて自分の目的を思い出す。

「はっ!?　喋ってる場合じゃなかったわ！　アルよ！　アルはどこ!?」

「さぁ？　どこだろうね」

「知らないの!?」

「知らないよ。とりあえず城にはいるってことは確かだけど、どこで何してるかは知らない。朝起きたらもう遊びに行ってたし」

「すぐに言ってよ！」

「いやぁ、エルナとお喋りしたくて」

「もう！　そんなこと言っても許さないんだから！　早く授業終わらせて！　今日は三人で出かけるのよ！」

「わかったよ。じゃあ兄さん探し頑張ってね」

　そう言ってレオは手を振り、エルナを送り出す。

　勝手に立てられた予定に文句は言わない。いつものことであり、エルナが毎回楽しみにしながら予定を立てているのも知っていたからだ。

　しかし、いつも予定通りには進まない。

「じゃあ再開しましょう。たぶん午後まで見つからないですから」

　そう言ってレオは笑顔で家庭教師に再開を促す。

　レオのこの予想が外れることはほとんどない。

　午後まではまだある。早めに今日の授業を終わらせ、遊びに行くまでに剣の稽古もしてしまおうなどと頭で考えながら、レオは授業を受けるのだった。




　　　　■■■




　エルナのアルノルト捜索はメイドたちへの聞き込みから始まる。

　当初はアルノルトの名前を呼んで探していたが、すぐに非効率的であること、城の大人たちに迷惑であることを察して、聞き込みという作戦に切り替えたのだ。

　アルノルトは城の外に出る場合、レオナルトに必ず伝えていた。それがないため、城にいることは確実。

　どれだけアルノルトが隠れるのが上手うまくても、城にいるメイドたちの目から逃れることは不可能。

　しかし。

「アルノルト殿下ですか？　今日は見ていませんね」

「アルノルト殿下は見かけていません」

「またアルノルト殿下ですか？　見ていません。エルナ様、そろそろアルノルト殿下を探すのはおやめになったらいかがです？　時間の無駄ですよ」

　誰に聞いても見ていないという返答だった。

　最初は意気揚々と聞き込みをしていたエルナだが、何度聞いても見ていないと言われて段々落ち込み始めてしまっていた。

　とぼとぼと歩きながら、他のメイドたちを探すエルナだったが、まだ聞き込みをしていないメイドは近くには見当たらない。

　城の上層に近づけば近づくほど、皇帝に近くなる。さすがのエルナでも皇帝に無礼は働けない。自由に行動できる範囲はここまでが限界だった。

　どうしようかと途方に暮れていたエルナだが、捜索をやめるという選択肢はなかった。

　なんとか粘って新しいメイドを探そう。そう決心して顔をあげたエルナに声をかける人物がいた。

「あら？　エルナ」

「ミツバ様!?」

　声をかけてきたのはアルノルトとレオナルトの母親、第六妃ミツバだった。

　驚いた声をあげたエルナだったが、すぐに笑顔でミツバに抱きつく。

「ミツバ様。どうしてお城にいるんですか？」

「今日はクリスタが城にいるのよ。陛下が政務の合間に顔を見たいって我わが儘まま言ったから。そのお手伝いよ」

　皇帝の要望を我儘と言い切るあたり、ミツバらしいといえた。

　普段は後宮にいる妃きさきが城に来るのは珍しいが、まだまだ幼い皇女の世話ならば納得がいった。

　クリスタはそろそろ二歳になる皇女であり、皇帝が最も寵ちよう愛あいする第二妃の次女だ。

　あまり言葉を発しない子供のため、皇帝は何とか気に入られようと色々と努力をしているのだった。

　そんな皇帝とクリスタの間を第二妃は行ったり来たりするので、手伝いが必要だった。メイドにすべて任せてもいいのだが、信頼する人間に任せたかったため、ミツバが選ばれた。

「クリスタ殿下が!?　会えますか！」

「いいわよ。ついてらっしゃい」

　そう言ってミツバはエルナに手を差し出す。

　それをエルナは嬉うれしそうに握って、クリスタのいる部屋へと向かうのだった。

「入るわよー」

　すぐにクリスタがいる部屋へとたどり着いた。

　ミツバに連れられたエルナも後に続いて入室する。

　広い部屋には大きなベッドがあり、そこで幼いクリスタは眠っていた。

　ただし。

「アル!?」

「あら？　知らなかったの？　今日はずっとここにいたのよ。自称お世話係ね」

　クリスタの横でアルはぐっすりと寝ていた。

　大きなベッドのため、子供が二人で寝てもまだ十分すぎるほどスペースがあるとはいえ、寝ていい理由にはならない。

「問題ないかしら？　セバス」

「はい。熟睡ですな。お二人とも」

　部屋の隅に控えていたセバスが一礼する。そして流れるような動作で椅子を引き、ミツバを座らせて紅茶を提供する。

　その紅茶を飲みながら、ミツバは笑みを浮かべる。

「進歩があったわね。一緒に熟睡できるようになったなんて」

「そうですな」

　クリスタの世話を焼きにアルノルトは何度か来ていた。しかし、クリスタは母親である第二妃にしか懐かず、周りの者も苦戦していた。

　例外はミツバであり、そのため手伝いもミツバが行っているという事情があったのだが、努力が実ってアルノルトも例外になりつつあった。

　遊んでいるうちに寝てしまったのだろう。クリスタの小さな手がアルノルトの手を握っていた。

　しかし、そんなのお構いなしでエルナがアルノルトの傍そばに近寄る。それもミツバは笑顔で見つめる。普通の大人ならクリスタが起きるかもしれないからやめなさいと言うところだが、あいにくミツバは普通ではなかった。

　起きたなら二人で頑張って寝かしてつけてもらおうと思いながら紅茶を楽しむ大人なのだ。

「アル！　起きなさい！　アル！」

「ううん……？」

「起きた？」

「……寝てる」

「起きてるでしょ！」

「うるさいなぁ……」

　エルナに起こされたアルノルトは軽く身じろぎしたあと、自分の左側をすぐに確認する。

　まだクリスタが寝ていることにほっと息を吐つき、クリスタの小さな手から自分の手をそっと抜く。

　そして軽く頭を撫なでたあと、ゆっくりとベッドから抜け出した。

「なんでエルナがいるんだ？」

「アルを探してたからよ！」

「なんで探してんだよ……」

　あくびを噛かみ殺ころしながらアルノルトはミツバがいる机までいき、椅子に座る。

　すると眠気覚ましの紅茶が出てきた。それを飲みながらアルノルトはエルナの話に耳を傾ける。

「アルが授業を抜け出すからでしょ！　レオは真面目に受けてたわよ！」

「今日ってなんの授業だっけ？　ああ、政治学だったかな？　必要ないからいいんだよ。俺、政治に関わらないから」

「屁へ理り屈くつ言わないで！　将来関わるかもしれないでしょ！　大体、いつもそう言って授業をサボってばかりじゃない！　アルの基準じゃ全部必要ないじゃない！」

「つまんないんだよ。面白くないし、必要とも感じない。なら受けないほうが効率的だろ？　ほら、完璧だ」

「どこも完璧じゃないわよ！　サボる理由にならないわ！」

「サボってない。クリスタのお世話係をやってたんだ」

「寝てたわよね？」

「九割はな。一割は起きてた」

「嘘うそつきなさい！」

　エルナがアルノルトの頬ほおを引っ張る。

　抵抗しても無意味なため、アルノルトはされるがままだった。

「嘘ついたと認めなさい！」

「嘘ついた」

「じゃあ授業受けるわね!?」

「嫌だ」

「なんでよ!?」

　言葉じゃアルノルトは動かないと判断したエルナは、アルノルトを無理やり連れていこうとするが、アルノルトは机にしがみついて抵抗する。

　ミツバもいるため机ごと動かすということができず、エルナはなんとかアルノルトを引きはがそうとするが、左手を外したと思えば右手でしがみつき、そちらを外したと思えば逆でしがみつく。

　きりがないため、エルナが地団駄を踏む。

「いい加減にしなさいよ！」

「お前こそいい加減にしろ。騒いでクリスタが起きたらお前のせいだぞ？」

「うっ……」

　エルナはチラリとベッドのほうを見て声を抑える。

　その隙をついてアルノルトは机から離れると、部屋から逃げようとした。

　しかし。

「隙あり！」

「ないわよ！」

　急いで逃げようとしたアルノルトだが、エルナが後ろから抱きつく形で捕まえる。

　勢いでアルノルトは扉にたどり着く前に倒れてしまう。

「痛い……」

「また捕まったわね。いつになったらエルナから逃げられるのかしら？」

「無理ですよ……しつこいから」

「逃げるアルが悪いのよ！」

　そう言うとエルナは抵抗しなくなったアルノルトの首根っこを掴つかみ、引きずっていく。

　それを見送りながらミツバは時計をちらりと見た。

　時刻はお昼を過ぎたあたりだった。午前の授業はもう終わっているため、引きずっていっても意味はない。

　今日は午後の授業はないため、午後からは自由時間だ。

「セバス。遊びに出かけると思うから護衛をよろしくお願いね」

「かしこまりました」

　セバスに指示を出しながらミツバはスヤスヤと眠るクリスタを優しく見守るのだった。
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　俺はエルナと久しぶりに帝都を回っていた。フィーネを匿かくまってくれたことへのお礼だ。

　そんな俺たちは帝都の外周部に入っていた。

　帝都は城を中心に巨大な城下町が円形に広がっている。城下町は何層にも区切られており、外へ行けばいくほど貧困層が暮らしている。

　生活支援もあるため生活もままならないというほどの貧困層はいないが、それでも援助が必要な程度には貧しい民が集まっている。

　通常なら最上位貴族であるエルナや皇族である俺には縁のない場所だ。しかし、俺たちは昔からそこで遊んだりしていた。

　そこで暮らす子供たちと仲が良かったからだ。中層あたりで遊ぶことも多かったが、俺たちが外層に出向いて広場で遊ぶこともあった。

　そんな思い出の場所にエルナが行きたいと言ったのだ。

「みんなと今でも会っているの？」

「あんまり会ってないな。子供の頃とは違うからな」

「そっか……」

　少し寂しげにエルナが呟つぶやく。大人になれば嫌でも立場の違いがわかってしまう。立場を越えて友人でいてくれる者は貴重だ。子供の頃に遊んで、今でも俺と付き合いのある奴やつはかなり少ない。どれだけ馬鹿にされていようと俺は皇子だからだ。

「贅ぜい沢たくな悩みはやめようぜ。貴族や皇族として恵まれた暮らしをしていて、そのうえ立場を気にしない友人を求めるのは強欲ってもんだ」

「そうね。あれは子供の頃に許された魔法の時間。もう戻れないものね」

　そう言ってエルナは昔よく遊んだ広場を覗のぞく。そこでは昔と変わらず子供たちが遊んでいた。その様子をエルナは少し遠い目で見つめる。過去を思い出しているのかもしれない。

　そんなエルナをよそに子供たちが俺たちに気づく。そして。

「あー！　出で涸がらし皇子だ!!」

「おー！　出涸らしだぁ!!」

　子供たちが俺のほうへわーっと寄ってくる。そんな子供たちに俺は小さくため息を吐く。

　一方、エルナは面食らっているようだ。

「アル……？」

「ときたまここに来るんだよ」

　そんなことを言ってる間に、俺は右へ左へと手を引っ張られる。遊べ、構えと子供たちは好き勝手にいろいろなことを言ってくる。だが、そんな子供たちにもリーダーがいる。

「またカモにされにきたのか？　出涸らし皇子」

　そう言ったのは丸刈りの少年だった。年は七、八歳ぐらい。その年齢にしては大柄で、手には獣の皮で作られたボールを持っている。

「よぉ、ビル。元気そうだな？」

「おかげさまでな」

　ニヤリと笑うビルは不敵だ。まぁそりゃあそうか。連戦連勝中だからな。

「ここに来たってことはまた賭けをしにきたってことか？」

「うーん、今日はそういうわけじゃなくてだなぁ」

「アル？　どういうこと？」

　エルナが困惑したような表情で聞いてくる。いつも出涸らし皇子と誰かが言うと怒るエルナだが、さすがに無邪気な子供には怒らないらしい。そんなところに感心しつつ、説明する。

「外層の子供たちと遊びで勝ったらお菓子を買ってやるって賭けを何度かしてるんだよ」

「遊びで勝ったらって……どういう遊びよ？」

「鬼ごっことかかくれんぼとか」

「勝てるの？」

「勝てるわけないだろ。何人いると思ってるんだ」

「はぁ……つまりお菓子を買う口実ってわけね」

「そういうこと」

　むやみやたらにお菓子を買ってやれば、この子たちは無条件で貰もらえると勘違いするだろう。そしていつか貴族たちの施しを待つようになる。それではいけない。報酬は自分の手で勝ち取る。遊びでそれを教えられればと思ってる。

　かつて俺やエルナが外層の子供たちと遊んでいたとき、子供たちに金やお菓子を渡したことはない。それを目当てにされるのが嫌だったし、彼らがそれを嫌うことも知っていたからだ。

「なんだよ、こんなところにデートか？　変わってるな？」

「出涸らし変わってるー」

「私知ってるよー。出涸らし皇子は毎回、違うお姉さんを連れて歩いてるんだよー」

　一人の少女が余計なことを口にする。まずいと思って口を塞ごうとするが、その前に子供たちはどんどん爆弾発言をしていく。

「俺も前に違う女の人と歩いてるの見たー。でも今日の人のほうが美人だー」

「えー、今日の女の人は美人だけど胸は小さいぞ」

「そうだそうだ。前の人は大きかった！」

「この人は貧乳で、前の人は巨乳！」

　鎧よろいを着ているならばこんな風には言われなかっただろうが、今は普段着だ。いつもより体のラインが出やすい。

　あぁ……カオスだな。怖くてエルナのほうを向けない。しかし、向かないわけにはいかない。

　恐る恐る見るとジト目でこちらを睨にらむエルナがいた。

「毎回違う女を連れて歩いてる……？」

「いや、これには事情があってな……」

「皇子としての自覚が足りないようねぇ……」

　やばい。説教タイムになる。

　そう俺が感じたとき、ビルが止とどめの言葉を放ってしまった。

「出涸らし皇子、あんたぺったんこが好きだったのか？」

「誰がぺったんこよ!!」

「おい、落ち着け！」

「もう怒ったわ！　さっきから聞いてれば貧乳やらぺったんこやら！　胸なんてただの脂肪でしょ!!」

「わーお、短気なお姉さんだな。出涸らし皇子、連れて歩く女は選んだほうがいいぜ？　それに胸は脂肪って貧乳の負け惜しみじゃん」

　ブチン。

　そんな音が聞こえた気がした。見ればエルナの顔が怒りでかつてないほど真っ赤に染まっていた。なんだかまずい雰囲気を感じたのか、子供たちも俺の後ろに隠れ始めた。

　エルナは軽く肩を回すとビルを指さす。そして。

「勝負よ！　そこまで馬鹿にするなら貧乳の恐ろしさを見せてやるわ!!」

「おー、いいねぇ。でもその勝負って俺たちになんか得あるの？」

「何でも好きなの買うわよ！　アルが！」

「俺!?」

　驚き、思わず自分を指さす。勝手な約束をしたエルナはなぜか当然でしょって顔をしているし、子供たちも歓声をあげている。とんとん拍子で話が進み、子供たちは白い線で作られたコートに入っていく。

「そっちは二人、こっちは十二人。大人だしいいだろ？」

「当然ね。ルールは？」

「このボールを投げ合う。当たった奴はコートの外に出てボール拾いだ」

「子供の遊びって昔から変わらないわね。いいわよ、私は得意だったわ、それ」

「おい、ビル。今の内に謝っておけ。この女は手加減ってものを知らないんだぞ……」

「出涸らし皇子は情けねぇな。女なんかにビビるかよ」

　そう言ってビルは勝手に開始を宣言し、俺に向かってボールを投げてきた。不意をつかれた俺はびっくりしてその場で立ち尽くす。子供らしい不意打ちだ。しかし、ボールは俺の前に出てきた手によって掴まれる。

「はぁ……手加減しろよ？」

「もちろんよ。利き手じゃないほうでやるわ」

「そういうことじゃなくてだな……」

　やる気満々なエルナを見て、俺は大きくため息を吐つく。あくまで賭けを装った遊びは子供たちにお菓子を与える口実だ。いくら俺が大人でも、多数の子供相手じゃまぁ勝ち目がない。それでも受けるのは彼らが遊び相手を求めているからというのと、無条件でお菓子を与えたくはないからだ。

　しかし、そこにエルナが絡むと面倒なことになる。なにせこの女、大の負けず嫌いだ。どれくらい負けず嫌いかというと、皇帝が戯れに剣の手合わせを求めてもわざと負けたりしない。当然、子供相手にだって負けたりはしない。

「はぁっ！」

　気合の声と共にエルナがボールを投げる。それは明後日あさつての方向に飛んでいく。

「ははっ！　やっぱり女だな！」

「ビル、油断するなー」

　やる気のない声で忠告すると、ビルが首を傾かしげる。その間にビルの真後ろに立っていた子供が真横からボールを食らって倒れた。

「痛っ!?」

「え……？」

　ビルが信じられないといった表情で後ろを振り返る。明後日の方向に飛んで行ったボールは弧を描いて回り込んだのだ。多少曲がるならわかるが、エルナのは度を越している。さすが勇者の家系といえなくもないが、たかがボール投げで見せつけなくてもいいだろって感想が先にくる。

「さて……覚悟はいいかしら？」

「くそっ！」

　ビルはボールを拾ってエルナに全力で投げる。しかし、エルナは左手一本でそれを完璧に止めた。大人気ない奴だ。

「ビル、素直に謝っておけ。適当に褒めておけば機嫌よくなるから」

「黙ってなさい！」

「ごほっ!?」

　味方であるはずの俺にエルナはボールを投げる。俺に当たって跳ね返ったボールをキャッチし、エルナは残る十一人に狙いを定めた。その目はまるで獲物を前にした狩人かりゆうどのようだった。

　結局、その後、エルナは一度も被弾せずに十一人を多種多様な軌道のボールで仕留めたのだった。ちょっとは手加減してやろうという気持ちすら見えないのが逆にすごい。

「くそっ！　この悪魔女！　手加減しろよ！」

「うるさいわね！　手加減されて勝って嬉うれしいの!?」

「嬉しくないけどそれとなく手加減しろよ！　大人だろ!?」

「大人なら誰でも手加減してくれると思うほうが間違ってるのよ！　手加減しない大人だっているのよ！」

　子供相手に本気で完封勝ちを狙うのはお前くらいだと心の中で突っ込みつつ、俺は半泣きで散っていくビルたちを見送る。広場で遊ぶ気分じゃなくなったんだろうな。

　エルナは勝ち誇ったように腕組みしているが、なにを勝ち誇っているんだろうか。

「なぁエルナ」

「なによ？」

「今のお前、周りからどういう風に見られるかわかるか？」

「どういうことよ？」

「子供たちの広場を乗っ取った悪い女だぞ」

「ち、違うわよ！　別に乗っ取ってないじゃない！」

　そう言ってエルナは周りを見る。もはや広場には子供たちはいない。たぶんビルを中心に別の場所で遊んでいるはずだ。

「乗っ取ってるだろ？」

「ど、どうして教えてくれなかったのよ！」

「そもそも止めただろうが……ほら行くぞ。子供たちが可哀かわい想そうだ」

「わ、私が子供をイジメたみたいに言わないで！　正々堂々とした勝負よ！」

「勝負になってないのが問題なんだよなぁ」

　そんなことを言いながら俺はエルナと歩き始める。悪いことしたし、また今度俺だけで来るとしよう。まぁ負けたらお菓子をねだらないあたりは外層の子供たちはしっかりしてる。エルナよりもよっぽど大人だ。

「アル？　なんか今すごく失礼なこと考えなかった？」

「いや別に？」

「嘘うそよ！　目が言ってるわ！」

「目は語らんよ」

　そうエルナからの追及を躱かわしつつ、二人で別の場所へと移動したのだった。
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　アルとレオがまだ八歳だった頃のとある日。

　その日は第一皇子ヴィルヘルムが戦から帰ってくる日だった。

「兄さん！　ヴィルヘルム兄上が帰ってくるんだから！　起きないと！」

「うーん……あともうちょっと」

「さっきもそう言ったじゃないか！」

　眠気を誘う日差しに負けて、アルはベッドから出られないでいた。

　別に出迎えをしろと言われているわけじゃない。ただ手紙でお土産があると言われたから出迎えをしようと二人は話していた。

　しかし、当日はお昼寝日和。

　アルはレオにいくら言われても起きる気配がなかった。

　ベッドの傍そばで何度もアルを起こそうとするレオだが、いつまでも起きないアルにつられて瞼まぶたが落ち始める。

　兄の帰りと聞いて早起きしたツケが回ってきたのだ。

「ねぇ……兄さんってば……」

「いいだろ……出迎えなくても怒らないさ……」

「でも……」

「平気平気……」

　そう言ってアルは布団を被かぶり幾度目かの睡眠に入ってしまう。

　起こさなきゃと思いつつ、レオも日差しに負け両腕を枕にして目を閉じてしまう。

　しかし、責任感からいけないと思って目を何とか開けようとする。

　そんなレオの頭にポンとアルが手を置いた。

「後で行こうぜ……」

「それもそうだね……」

　誘惑に負けてレオは眠りに入ってしまう。

　そして二人はそのまま長い眠りについたのだった。

　しばらくして二人の部屋に向かう人影があった。

「まったく……兄上の出迎えに出てくると言ったのに来ないとは」

「そう怒るな。リーゼ」

「怒ってはいません。教育が必要だと思っているだけです」

「子供が出迎えなんて堅苦しいことはしないでいい」

　そう言って第一皇女リーゼロッテに対して、第一皇子ヴィルヘルムは告げる。

　そして軽くノックをしたあと、返事がないためゆっくりと扉を開けた。

　すると。

「仲のいい兄弟だな」

「アルだけではなくレオまで寝てるとは……」

「起こそうとはしていたようだがな」

　ベッドで眠るアルに対して、レオは床に座ったままベッドに突っ伏している。

　頑張ったものの自分も眠気に負けたのだろう。

　その様子を微笑ほほえましく見つめたあと、ヴィルヘルムはそっと扉を閉めた。

「さて、あの子たちへの土産は後にしよう」

「では、私への土産を所望します」

「戦の話でもいいか？」

「もちろんです」

　そう言って二人は笑い合うのだった。
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　二年前。

　皇太子の死後、帝国は暗雲に覆われた。

　治安は悪化し、山賊があちこちに出没するようになり、国境に他国の軍の影がチラついていた。

　帝国の象徴である皇族たちは覇気を失い、皇帝の求心力は落ち込んだ。

　それでも大事にならなかったのは各地の貴族が領地をしっかりと治めたというのと、民に希望があったからだった。

「またシルバーがレアモンスターを討伐したぞ！」

「またやってくれたか！」

「さすが我が帝国のＳＳ級冒険者だ！」

　突如として現れた銀仮面の魔導師。

　帝都を拠点として、高難度の依頼でしか動かない変わり者。

　しかし、その実力は折り紙つきで、レアモンスターが現れれば一瞬で現地に現れて討伐してしまう。

　仕事の早さと万能性でいえば間違いなくＳＳ級の中でも最強。

　シルバーの存在は帝国の民の自尊心を回復させた。

　落ち込んだ心の支えとなっていたのだ。

　そんな中、皇帝が国中に言葉を発した。

『名工が蒼あおい鴎かもめの髪飾りを作った。傑作ゆえ国一番の美女に身に着けさせたい。よって、国一番の美び姫きを決めることとする』

　美女を集めた大会。

　それを開くと皇帝は宣言した。

　それから国中がそのために動いた。

　こんなときに何をと馬鹿にはしない。誰も。

　帝国には今、こういう明るいイベントが必要だったからだ。

　村一番の美女や隠れた美女まで、皇帝が各地に派遣した調査官が審査して、その調査官が合格とした美女だけが帝都で行われる本戦に進むことができた。

　そして選ばれた十人が帝都に招かれた。

　十人が十人、誰もが認める美女だった。

　容姿において文句のつけようはない。

　身分は様々。

　貴族の娘もいれば、平民の娘もいた。

　彼女らは用意された白いドレスを身に纏まとい、ベールをつけて皇帝と民の前に現れた。

　闘技場は各地から集まった大観衆で満杯だった。

　一通りのお披ひ露ろ目めのあと、美女たちが一人ずつ呼び出された。

　そして皇帝からの質問に答えるのだ。

　大観衆の前、そして皇帝の前。

　それでも選ばれた美女たちは物もの怖おじせずに答えていった。

　それが後半に差し掛かった頃。

「レオ、どうしよう」

「どうしたの？　兄さん」

　皇帝の命令で帝都にいる皇族は全員が出席していた。

　その末席。

　レオの隣に座っていたアルは唐突に告げた。

「飽きた」

「はぁ……」

「というわけで、あとよろしく」

　元々面倒だと思っていたのだ。

　皇帝が美女を決めるのに皇族がなぜ必要なのか？

　ほかにやることもなく、美女を観察するしかない。最初はまだよかったが、それも飽きてしまった。

　質問への答えもありきたりで、事前に考えてきたのだろうと思うと楽しめない。

　だからアルはそっとその場を抜け出した。

　そして闘技場の外をブラブラと歩いていると、ベールを被った少女と出会った。

「どうして参加者がこんなところにいるんだ？」

　ふらふらと足元がおぼつかない少女にアルは手を貸す。

　アルの手を掴つかんだ少女だったが、すぐにその場で座り込んでしまった。

「どうした？」

「……緊張して、しまって……」

「緊張？　ああ、こんだけ人がいるとな」

「それもあるのですが……皇帝陛下に会うのが……」

「えー、そっちのほうが緊張するのか？」

　意外といった表情でアルは呟つぶやく。

　そしてアルは苦笑する。

「普通のおっさんだから緊張するだけ無駄だぞ？」

「お、おっさん……？」

「ああ、綺き麗れいな髪飾りにテンション上がってるおっさんだ。息子が抜け出したのにも気づいてないし」

「息子……？」

「俺と話せるんだ。緊張しなくていい」

　アルはそう言うと少女を立たせる。

　そして。

「さぁ、気楽にいけばいい。女の子は自然体のほうが一番綺麗だからな」

　アルはそんな言葉を残してその場を去る。

　そして少女は闘技場の中央に案内された。

　見渡せば人だらけ。

　しかし、その中でも別格の存在感を発するのは上段の席に座る皇帝だった。

「名は？」

「……フィーネ・フォン・クライネルトと申します」

「よく来てくれた、フィーネ。それでは質問だ。今の帝国には何が必要だと思う？」

　多くの参加者はこの場で似たようなことを告げていた。

　象徴が必要だと。自らがそうなりたいと。

　だが、フィーネはさきほどの言葉を思い出した。

　自然体が一番綺麗だと言われた。

　ならば飾らない言葉のほうがよいだろうと思えた。

　だから。

「今の帝国には強い皇帝が必要です。皇太子殿下亡きあと、帝国が落ち込んだのは皇帝陛下が落ち込んだからです」

　闘技場内がざわつく。

　これまで誰も皇太子の死に触れなかったからだ。

　ましてや今のは不敬と取られかねない。

　それでも皇帝は遮らない。

　だからフィーネは告げた。

「国一番の美女など帝国には不要です。堂々たる皇帝陛下がいれば事足ります。今までも帝国はそうであったのですから。強くあられませ。誰もが憧れる黄金の鷲わしの一族。誉れ高きアードラーの長。帝国は皇帝陛下、あなた様自身なのですから」

　そう言ってフィーネは自らのベールを取った。

　その容姿に誰もが目を、心を奪われる。

　不遜ともいうべき言葉であり、態度だった。

　しかし。

「──見事」

　皇帝はそう告げて、ニヤリと笑った。

　そして蒼い鴎の髪飾りはフィーネに贈られたのだった。

　蒼鴎姫ブラウ・メーヴエの名と共に。
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　五年前。

　皇太子がまだ健在だった頃。

　帝国東部の国境が皇国に脅かされる事件が起きた。

　皇帝は主要な皇族を玉座の間に呼び寄せ、対策を練ることに決めた。

「また皇国か。しつこい国だ」

「兄上。やはり私が国境守備につくべきかと」

　帝剣城にて皇太子ヴィルヘルムと第一皇女リーゼロッテが歩いていた。

　目下、最大の脅威である皇国への備えとして、リーゼを東部国境守備に専念させるという案が出ていた。

　しかし、東部国境守備につけば帝都にあまり帰っては来られない。

「クリスタはどうする？」

「ミツバ殿が見てくれています。それにアルとレオもいます」

「信頼しているのだな」

「はい。安心して妹を任せられます」

　そんな話をしながら二人は玉座の間に向かう階段を上っていく。

　しかし、二人を呼び止める声があった。

　第三皇子ゴードンだった。

「ヴィルヘルム兄上！　皇国がまた動いたと聞いた！　今回は俺に出陣させてほしい！」

「ゴードン……まだ戦と決まったわけではないぞ？」

「そんなことを言って、またリーゼロッテを贔ひい屓きするのではないか？　俺は何度も頼んでいる。今回は譲らん」

「贔屓ではなく実力だ」

　どうやってゴードンを宥なだめようかとヴィルヘルムが頭を悩ませていると、ヴィルヘルムの横でリーゼが当然のように告げた。

　それを聞いたゴードンは頬ほおを引きつらせる。

「それはどういう意味だ？　リーゼロッテ」

「そのままだが？」

「たまたま戦地に恵まれただけなのに調子に乗るな！　俺は国のためを思い、帝都に留とどまる機会が多いのだ！」

「そうだぞ、リーゼロッテ。ゴードンが中央にいるからお前は好きに動けるのだ」

「すみません。では、今回も私が出陣ということで」

「なぜそうなる!?　今回は譲らんと言ったはずだ！」

「ほう？　では共に出陣するか？　そんなことをすれば言い訳ができなくなるぞ？」

「面白い！　お前は右翼、俺は左翼でどうだ!?」

「受けて立つ」

「何度言ったらわかる……戦になるとは決まっていない……」

　呆あきれた様子でヴィルヘルムはため息を吐つく。

　皇族を代表する二人の将軍。どちらも戦功を競って、事あるごとに張り合う。

　そのたびに仲介するのはヴィルヘルムの役割だ。

　またかと思っていると、今回は違うというのを知らされた。

「ヴィルヘルムお兄様！　出陣の話をしているなら私にもチャンスを！」

　割って入ったのは第二皇女ザンドラ。

　二人のように将軍というわけではないが、皇族が出陣するというのは士気が上がる。

「ザンドラまで……」

「前線で起きているのは小競り合いだとか。二人が行くと大事になります。私で手を打つのが賢明だと思います。しかも相手は魔導大国の皇国。私が適任だわ」

「むっ……聞き捨てならんな。どういうことだ、ザンドラ」

「そのままよ。二人が出たら即座に大戦になるに決まってるわ。血の気が多いもの」

「私をゴードンと一緒にするな！」

「どういう意味だ!?　俺はそこまで血の気は多くない！」

「真っ先に突っ込む癖に何言ってるのよ？」

「それしかできんのだ！」

　言い合いをする三人にヴィルヘルムは首を横に振る。

　このままでは皇帝の前でも言い合いをしかねない。

　どうしたものかと思っていると、援軍が現れた。

「言い合いはそこまでにしろ。父上がお待ちだぞ」

　あとから現れたのは第二皇子エリクだった。

　手にはいくつもの資料が握られていた。

「エリク、その資料は？」

「現地の情報だ。地形、周りの村々。考えることはいくらでもあるのでな」

「用意がいいな？」

「出陣したいと言う弟妹が多いだろうと思ってな」

「戦を避けるという案はないのか……？」

「父上が舐なめられたままで終わるわけがない。小さな攻撃を許せば、そのうち大きな攻撃がやってくる。やるべき反撃はしたほうがいい」

「やれやれ……」

「それとトラウゴットは欠席だそうだ」

「トラウはそれでいい。トラウまで出陣したいと言い出したら頭がおかしくなってしまう」

　そう苦笑しながらヴィルヘルムは階段を上り切る。

　そして後ろに弟妹を引き連れて玉座の間の扉を開けたのだ。

「父上、お呼びに応じて参上いたしました」

「よく来た。我が子たち」

　そう言って皇帝が子供たちを迎えた。

　その後、皇太子ヴィルヘルムを総大将とし、第一皇女リーゼロッテ、第三皇子ゴードンを副将とした軍が帝都を発たったことを受け、皇国はあまりの本気度にすぐさま撤退したのだった。

　そして皇国に備えて第一皇女リーゼロッテが東部国境の守備についたのだった。
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　十一年前。

　帝国にとって重要な事件が起きた。

　王国との戦争中。皇国がドワーフの国を侵略、その難民を帝国が受け入れた。

　下手をすれば帝国対王国皇国連合の構図ともなりかねない。帝国にとっては二正面作戦となり、絶対に避けたい事態だった。

　しかし、結局は王国側と緊急停戦し、皇国との全面戦争も辞さないという皇帝の強硬姿勢に皇国が折れ、帝国対皇国の戦争は起きなかった。

　その事件の最さ中なか。

　二人の子供が出会った。

　片や皇帝の七人目の息子。

　片や勇爵家の跡取り娘。

　もっと違う出会い方もあっただろうが、奇くしくも二人はそこで出会った。

　そしてそれから半年。

「準備はいいかい？　エルナ」

「はい！　お父様！」

　腰に剣を差したエルナが返事をする。

　あれから、エルナはずっと修行に明け暮れていた。

　あの日のような思いは二度とごめんだと心に誓って。

　誰かに庇かばわれて、何もできない。

　自分がまったく影響を発揮できず、物事が決まっていく。

　それをエルナは許容しなかった。

　大臣だろうと、使者だろうと、皇帝だろうと。

　誰もが一目置くほどの強さがあれば、あんな思いはしなくて済んだ。

　だからエルナは強くなることを固く決めていた。

　それからのエルナの伸びは父である勇爵ですら、目を見張るものだった。

　そして今日。

　あの日以来、エルナは初めて城へと向かう。

　この日をエルナは心待ちにしていた。

　お礼が言いたかった。

　謝罪がしたかった。

　それが言える自分になるために、自分を鍛えた。

　その日が来たのだ。

「行きましょう！　お父様！」

　そう言ってエルナは意気揚々と城へと向かったのだった。




　　　　■■■




　目の前で起きたことが信じられないとき。

　人の思考は止まるのだと、エルナは初めて知った。

　勇爵から許可をもらい、エルナは城の中であの日の皇子を探していた。

　それが許されるまでに、エルナは変わっていた。

　そんなエルナが皇子を見つけたのは城の広場だった。

　いじめられていた。

　あの日、自分を庇って皇帝に嘘うそを貫き通した皇子が。

　大したことのない貴族の息子たちに。

　いくら多勢に無勢でも、一方的にやられすぎだった。

　殴られているし、蹴られている。

　自分の権威を主張すれば、怯ひるむだろうに。何もせずに、大人しく殴られていた。

　その光景を少しの間、茫ぼう然ぜんと見ていた後。

　エルナはようやく正気に戻った。

　そして。

「いい加減にしなさい！」

　気づけば皇子と貴族の息子たちとの間に割り込んでいた。

「な、なんだお前は!?」

「この人が誰だかわかっているのか!?」

　リーダー格の少年がエルナを睨にらむ。それに合わせて周りの取り巻きも声をあげた。

　同年代の中では身長の高いリーダー格の少年は、エルナを見下ろして告げる。

「僕はホルツヴァート公爵家の長男！」

　名を名乗ろうとするその少年の手首を捻ひねって、エルナはたやすく投げ飛ばす。

　柔らかい芝生の上だったため、痛みはあまりない。だが、驚きは隠せなかった。

　周りの取り巻きも唖あ然ぜんとしている。

「なっ……なっ……!?」

「誰だろうと関係ないわよ」

「こ、後悔するぞ!?　僕はギード・フォン・ホルツヴァートだぞ!?」

「だから？」

　エルナは倒れたギードを見下ろす。

　そこでようやく取り巻きたちは、目の前にいる少女がとんでもない特徴を持っていることに気づいた。

「ぎ、ギード様……」

「こ、この女、いや、この方は……」

「なんだ!?　ビビりやがって！　お前みたいな女の家は取り潰してやる！」

「その台詞せりふ、よく覚えておくわ」

　エルナはそう言ってキッとギードを睨む。

　そこでギードは気づいた。

　桜色の髪に翡ひ翠すいの瞳。

　その特徴が意味することを。

「お、お前……あ、アムスベルグ勇爵家の……？」

「エルナ・フォン・アムスベルグよ。家を取り潰すというなら掛かってきなさい！　あなたの家の騎士じゃ私相手にだって勝てっこないわよ！」

「あ、あ……くそっ！　覚えてろよ！」

　くだらない捨て台詞。

　それを吐き捨てながらギードは取り巻きと共に逃げていく。

　そんなギードたちを睨みつけたあと、エルナは後ろを振り向く。

　そこでは。

「……何してるのかしら？」

「……防御態勢だ」

　ボソリと皇子が呟つぶやく。

　皇子は体を丸めて、亀のように小さくなっていた。

　その姿に覇気はない。

　自分の中にあった理想の皇子像がガラガラと崩れ去るのを感じながら、エルナはふらりと一歩後ずさる。

　そんなエルナを気にせず、皇子は呟く。

「余計なことはしなくていいのに……」

「な、なんですって？」

「またあいつらはやってくる。何もせずにやり過ごすのが一番だ。何かすると苛いら立だちが増すからな」

　やれやれと皇子は言いながら立ち上がる。

　そんな姿に我慢できず、エルナは大声で叫んだ。

「このっ……軟弱者！　弱虫！」

「な、なんだよ、いきなり……？」

「こっち来なさい！　その根性をたたき直してやるわ！」

　そう言ってエルナは皇子の首根っこを掴つかみ、城の稽古場へと向かう。

「おい!?　放せ！」

「私が鍛えてあげるわ！　そうすればあんな奴やつらにいじめられることもないから！」

「余計なお世話だ！」

「あなたには必要なことよ！　アルノルト皇子！」

「俺のこと知ってるのか？　勇爵家のお嬢様が」

「ええ、よく知ってるわ！　まさかこんなに情けないとは思わなかった！　安心して、私が立派な皇子にしてあげる！」

「だから余計なお世話だって……」

　抵抗は無意味と判断したアルは、そのまま引きずられていく。

　それはやがて城の恒例行事となるのだった。
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　三年前。

　皇太子が亡くなり、混乱する帝国は失意のどん底にあった。

　治安は悪化し、帝都ですら危険な街と化した。

　何とかすべき帝国の上層部も混乱から抜け出せずにいた。

　皇太子に忠誠を尽くし、後を追うように自害する者、夢の終わりに絶望し、国を離れる者。

　多くの権力を委譲されていた皇太子は、実質的に皇帝の半身といえた。

　その皇太子の側近たちが一気にいなくなったのだ。

　皇帝と宰相は必死に立て直しを図ったが、人材はすぐには発掘できない。

　混乱は長く続いた。

　そんな中、帝国に長く居座る古竜の活動が確認された。

　畳みかけるような凶報。

　今の帝国には古竜を相手にする余裕がなかった。

　そのため、古竜への対策は冒険者ギルドへ委託されたのだった。

「帝国は大変だな」

　責任者兼現場指揮を任されたのは副ギルド長のクライドだった。

　現役を引退したクライドが前線に出るのは珍しいことだった。それだけクライドが手柄を求めていたということだ。

　Ｓ級冒険者として活躍したクライドは、現役を引退したあとにギルド本部に入った。

　ギルドを変えるためだ。

　手柄をあげ続け、副ギルド長まで上り詰めた。だが、実権はギルド長の手にある。

　それを奪うには手柄が必要だった。

「情報を確認しておく」

　冒険者ギルドの本部。

　そこにはクライド率いる討伐隊がいた。

　Ｓ級二名、ＡＡＡ級三名の討伐隊だ。

「討伐対象の名はファフニール。漆黒の古竜だ。幾度も帝国の討伐対象になりながら、しぶとく生き残っている。厄介なのはその知能。知恵を持つ古竜だ」

　古竜というのは単体としては大陸最強といってもいい。よほどのことがないかぎり、人間では勝ち目がない。

　そんな古竜が知恵を使って、戦う。この場に集められた冒険者たちは、すぐに危険性を認識した。

「一番大切なのは確実に討伐することだ。奴は逃げ上手。不利になれば飛んで逃げてしまう。そのため、今回はＡＡＡ級の魔導師三名による結界で閉じ込める」

　その間にＳ級二名によって討伐。それが作戦だった。

　ファフニールは活動期に入ったばかり。まだ動きが鈍いはず。

　そこを突く。

　そういう作戦だった。

　できればＳＳ級が欲しかった。

　それがクライドの本音だった。

　だが、混乱期にある帝国へＳＳ級冒険者を派遣することにギルド本部は乗り気ではなかった。

　混乱に拍車を掛けかねないからだ。

　言いたいことはわかる。だが、古竜を放置しても同じこと。

　ゆえにクライドは動かせる戦力だけで討伐隊を編成した。

「民のために──俺たちはここで古竜を討伐する。行くぞ！」

　こうして、討伐隊がギルド本部を発たったのだった。




　　　　■■■




「くそっ！」

　竜の咆ほう哮こうを浴びながら、クライドは悪態をついた。

　山で眠っていたファフニールは、高ランクの魔導師三名による結界をものともせず、山で暴れ回っている。

　ファフニールはとうの昔に活動期を迎えていた。

　それを隠し、休眠明けと思わせていたのだ。

　討伐にきた者たちを返り討ちにするために。

「やはり圧倒的な力が必要だったか……！」

　知恵ある古竜に小細工は通じない。

　力で叩たたき潰す以外に討伐法はなかった。

　Ｓ級二名は奮闘しているが、結界が役立たずでは空に逃げられてしまう。

　空から攻撃されては、決定打は与えられない。

　このまま留とどまれば空からの攻撃で全滅しかねない。

　だが、ここで撤退すれば帝国の混乱はさらに深まってしまう。

「なんて様だ……！」

　民のために。

　その合言葉に従い全力を尽くすのが冒険者だ。

　最大戦力を出し渋った結果、民を苦しめることになったのでは、冒険者がいる意味はなんなのか。

　そんなクライドの視界に、空へ羽ばたくファフニールの姿が見えた。

「……撤退！」

　すぐにクライドは決断した。

　全滅は絶対に避けなければいけない。

　苦渋の決断だった。

　しかし。

「副ギルド長！　ファフニールが！」

　空に飛んだ漆黒の古竜だったが、体に巻き付いた鎖によって上空に逃げることができなくなっていた。

「なんだ!?　あの鎖は!?」

「わかりません……おそらく魔法だとしか……」

　ＡＡＡ級冒険者の一人が茫ぼう然ぜんとしながら呟く。

　鎖はファフニールをそのまま山まで引きずり落としてしまった。

　こんな魔法は見たことがなかった。

　何が起こっているのか？

　クライドの疑問に答えるように後ろから声が聞こえてきた。

「礼儀として聞いておこう。あの古竜を討伐しても構わないな？」

「お前は……何者だ……？」

　振り返ると銀色の仮面を被かぶった魔導師らしき男がいた。

　クライドの問いに対して、男は冷たく言い放った。

「その質問が大事か？　撤退するのだろう？　ならば、俺が討伐しても構わんな？」

「……構わん。やってくれ」

「承知した。山の冒険者は邪魔だから置いておくぞ」

　そう言って男は黒い穴をあける。

　そこから二人のＳ級冒険者が飛び出てきた。

「なっ!?」

「任せた以上、邪魔はしないでもらおう」

　言いながら男はゆっくりと空へ上っていく。

　その両手には銀色の光が集まっていた。

《我は銀の理ことわりを知る者・我は真なる銀に選ばれし者》

《銀星は星海より来たりて・大地を照らし天を慄おののかせる》

《其その銀の輝きは神の真理・其の銀の煌きらめきは天の加護》

《刹那の銀ぎん閃せん・無窮なる銀輝》

《銀光よ我が手に宿れ・不遜なる者を滅さんがために──シルヴァリー・レイ》

　複数の光球が出現し、その照準をファフニールに合わせた。

　危険性を察知したファフニールは渾こん身しんの力でブレスを地面に放ち、山を吹き飛ばす。その衝撃で一時的に鎖から解放される。

　そして逃げることは不可能と察したのか、ブレスを溜ためて撃ち合う覚悟を見せた。

　刹那の後。

　ファフニールのブレスと銀光が同時に発射されて、ぶつかり合う。

　だが、ぶつかり合いは一瞬。

　一点に集中させられた銀光はブレスを打ち破って、ファフニールを飲み込んだのだった。

　ファフニールはわずかな残骸を残し、この世から消滅してしまう。

「なんだ……？　今の魔法は……？」

　ＡＡＡ級冒険者の一人が戦慄しながら呟つぶやく。

　それに空から降りてきた男は答えた。

「銀滅魔法だ」

「そんな魔法……存在しないはず……」

「存在していた。かつては、な」

　その言い方でクライドは納得した。

　古竜すら簡単に討伐してしまう魔法。

　考えられるのは一つしかなかった。

「古代魔法か……」

「いかにも。俺は古代魔法を扱う」

「……使い手が存在したのか。しかも帝国とはな。皮肉なものだ」

「乱帝と一緒にするな。俺は魔法に溺れたりはしない」

「なるほど……それで？　わざわざここに現れたのは何が目的だ？」

　クライドの質問に男は笑う。

　実際に笑ったところを見たわけではない。

　しかし、クライドは確かに男の笑みを感じた。

　そして。

「訳あって冒険者になろうと思ってな。あれは手土産だ。残骸くらい残っているだろう」

「そういうことか……いいだろう。俺は副ギルド長のクライドだ。俺の権限によってお前を冒険者ギルドに加えてやる。だが、お前のような規格外はランクを選べん」

「ほう？」

「人類の規格外が与えられるランクはただ一つ。ＳＳ級のみだ」

「ほう？　古竜のみでＳＳ級になれるのか。もう少し手柄が必要だと思っていた」

　偉ぶるでもなく、淡々と男は告げた。

　本当にそう思っていたのだ。

　それを感じてクライドは頬ほおを引きつらせる。

　人類の規格外、そして冒険者ギルドの問題児がまた一人増えることになると察したからだ。

　だが、同時に戦力でもある。

「近場の冒険者支部に行くぞ。討伐報告をしなければいけないしな。もちろん本部と連絡を取って、すぐにＳＳ級冒険者に任命しよう」

「感謝する」

「だが、名無しでは困る。何か名前はないのか？」

「なんでもいい。好きにしろ」

「なら、お前はシルバーだ。銀の仮面に銀の魔法を使う。ぴったりだろ？」

「──悪くない」

　こうして混乱する帝国にＳＳ級冒険者という希望が生まれたのだった。







[image: ヴィルヘルムとの勝負]







　九年前。帝剣城の中層。

　そこにある中庭で二人の子供が金髪の青年に立ち向かっていた。

「おっと」

　青年は両手に一本ずつ木剣を持ち、左右から攻撃を仕掛けてくる子供を相手取る。

　左から来るのは桜色の髪の少女。

　右から来るのは漆黒の髪の少年。

　笑顔で二人の相手をしながら、青年は華麗な剣技を見せつける。

　左右の剣で精度が変わらない。どちらも利き手として使えているからだ。

　熟練の二刀流。

　しかも青年は器用に左右で剣術を変えていた。

　少女とは互角に打ち合い、少年には教えるかのような剣けん捌さばきだった。

　そこにあるのは余裕。

　それを感じ取り、少年も少女も躍起になるが結局、二人の剣は当たらなかった。

「二人とも強くなったじゃないか」

　気持ちの良い笑みを浮かべ、青年は二人の頭に手を置く。

　少年、レオナルトは照れ臭そうにして、少女、エルナは悔しさを露あらわにした。

「さすがヴィルヘルム兄上です……敵かないません……」

「あとちょっとだったのに！　皇太子殿下！　次は一対一で！」

「二対一で剣を当てられたら考えよう」

　笑いながら帝国の皇太子、ヴィルヘルムは二本の木剣を片付ける。

　多忙な皇太子にはこの後も予定が詰まっていたからだ。

　そんな皇太子の目に、つまらなそうにこちらを眺める少年の姿が映った。

「アルはやらないのか？」

「勝てないとわかっているのに戦うのは嫌です」

「三対一なら私に勝てるかもしれないぞ？」

「勝って何かあるんですか？」

　気だるげに少年、アルは答えた。

　自堕落な弟に苦笑しつつ、ヴィルヘルムは一つの提案をした。

「そうだな……明日また時間を作ろう。三人がかりで私に剣を当てることができたなら」

「できたなら？」

「好きなことをやらせてやろう。もちろん責任は私が取る」

「海を見に行きたいんですよね」

「構わないぞ。私に一太刀入れられたなら、な」

　そう言ってヴィルヘルムは仕事に戻っていった。

　破格の条件を提示されたアルたちは、すぐに集まって作戦会議を始めたのだった。




　　　　■■■




「やる気になったか、アル」

「ヴィルヘルム兄上の余裕を崩してみたくなったので」

「生意気だな」

　ニコリと笑いながら、ヴィルヘルムは両手の木剣を構えた。

　一瞬の静寂の後。

　真っ先にアルが突っ込んだ。

　正面からの突撃。

　最も技量に劣るアルは囮おとり。

　本命は確実にエルナ。

　しかし、エルナでもヴィルヘルムの防御は突破できない。何か仕掛けてくるはず。

　そうヴィルヘルムが考えたとき。

　アルが盛大につまずいた。

　勢いをつけていたせいで、体が浮かぶ。

　咄とつ嗟さにヴィルヘルムは片手でアルをキャッチした。

　しかし。

「勝負ありです」

　ヴィルヘルムの腕の中でアルはほくそ笑んでいた。

　それを見てヴィルへルムは感心した。

　素直に良い作戦だと思ったのだ。

　転べば必ずヴィルヘルムはアルを助ける。

　その隙に二人が攻撃する。

　子供が大人に勝つには、子供の部分を使うしかない。自分の強みを最大限に生かした作戦だった。

　しかし。

「甘いな」

　ヴィルヘルムは片方の剣でエルナの剣を弾はじき、その反動を利用して、今度はレオの剣を受け止める。

　絶好の隙を逃した形になったエルナとレオは目を見開く。

　その間にヴィルへルムはアルを下ろし、両手に剣を構えてしまっていた。

「終わった……」

「ま、まだわからないでしょ!?」

「諦めの早い奴やつだ。まぁ良い作戦ではあったぞ」

　ヴィルヘルムはアルの作戦を褒める。

　それと同時に駄目だしもした。

「だが、切り札を切るのが早すぎたな。もっと私の余裕を消してから使うべきだった」

「ヴィルヘルム兄上に受け止める余裕がなかったら、俺が痛いじゃないですか」

「馬鹿にするな。どんなに余裕がなかろうと、弟を受け止めるくらいはできる」

　言いながらヴィルヘルムはアルの頭を撫なでる。

　そして。

「勝負はまた今度だな。私は地方の視察に向かう。次はもっと面白い作戦を考えてみることだ」

　次も通用しないだろうけど、と付け加えてヴィルヘルムは去っていく。

　エルナは悔しがり、レオはその背に憧れの眼まな差ざしを送る。

　そしてアルは。

「次はリーゼ姉上もいれて四人にするのも手だな。それが一番早い」

　自分が頑張るという発想が出ないあたり、アルらしいといえた。

　どんな手を使っても、面白ければ褒めてくれるだろうというヴィルヘルムへの信頼が、そこにはあったのだった。
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　かつての帝都。

　皇国や王国と頻繁に小競り合いをしていた頃、皇帝は戦に出ることが多かった。

　ゆえに帝都の事情には疎かった。

　そのため。

「陛下……一時間だけという約束のはずですが？」

「そう言うな、フランツ。久しぶりの帝都だ。楽しませてくれ」

　どこにでもいる商人の恰かつ好こうをして、若き日の皇帝ヨハネスは帝都を見て回っていた。

　付き従うのは宰相であるフランツ。

　周りには近この衛え騎士隊が護衛として控えていた。

　もちろん服装は偽装して。

「皇国との戦争に自ら出陣するからです。将軍に任せておけば帝都に居られました」

「あの皇国の狸たぬきジジイに一杯食わせたかったのだ。ワシが騎士たちを率いて出陣したと聞いて、皇国はさぞや慌てていたことだろう！」

　高笑いをしてヨハネスは買った安い酒を飲む。

　宰相のフランツとしては咎とがめるべきだが、貴族たちにも活躍の場を与えつつ、しっかりと皇国軍も打ち破ってきたばかりだ。

　結果を示した皇帝のささやかな楽しみ。それがこのお忍びだった。

　ため息を吐つきつつ、フランツははしゃぐヨハネスについていく。

「はめを外すのは今日だけにしてください。幼い皇子たちがいることをお忘れなく」

「わかっている。城に戻ればしっかりやるから安心しろ」

「ですから、城に戻る時間だと言っています」

「予定変更！　今日は遊び尽くすぞ！」

「はぁ……」

　酒を飲み陽気になったヨハネスは帝都を歩き回る。

　まるで皇子時代かのような振る舞いだ。

　周りを欺くために、毎日遊んでばかりいたあの頃。

　無能に見せかけるという理由はあれど、それはそれで楽しんでいたのだろうとフランツは思い返す。

　玉座の重圧はそこに座る者にしかわからない。

　あまりグチグチ言うのはやめたほうがいいだろうか。

　フランツがそう反省していると。

「おい！　フランツ！　渡り鳥の楽団が来ているらしいぞ！」

「やれやれ……」

　目を輝かせるヨハネスを見て、フランツはもう一度ため息を吐く。

　渡り鳥の楽団は東の小国、ミヅホから旅をしている楽団だった。

　大陸全土を飛び回り、どこの国でも好きなように演奏する自由な楽団。

　しかし、決して王族、貴族の誘いには乗らない楽団でもあった。

　招待して断られた王族、貴族は数知れず、ヨハネスもその一人だった。

「今の踊り子は黒髪の美女だとか！　楽しみだな！」

「お待ちください……」

　急げとばかりに走るヨハネスに、フランツは疲れた様子で声をかける。

　しかし、ヨハネスは止まらない。

　傍そばには変わらず近衛騎士隊が張り付いているが、フランツは追いつけそうになかった。

「まったく……」

　呟つぶやきながらゆっくりとフランツは後を追う。

　渡り鳥の楽団はメンバーの入れ替えが激しい楽団だった。

　現地でメンバーが増え、そして減っていく。

　あちこちを旅するため、気に入った場所で楽団を離れる者が多いのだ。

　楽団はそれを止めない。

　メンバーが居場所を見つけるというのも、楽団が旅をする理由の一つだったからだ。

　まさに自由。

　玉座から離れられない皇帝とは真逆といえた。

　ゆえに憧れているのだろうと、フランツは分析しながら人だかりの外で立ち止まっているヨハネスの傍までたどり着いた。

「すごい人ですね」

「ああ、これでは踊り子が見えん……」

　人だかりは幾層にもわたっており、まるで戦場だった。

　ここを突破するのは覚悟が必要だろう。

　ましてや皇帝。

　危険すぎるため、ヨハネスは人だかりの前で止まっていた。

　見られないなら帰りましょう。

　そうフランツが言おうとしたとき、ヨハネスは近くの民家の屋根によじのぼっていた。

「フランツ！　ここなら見えるぞ！」

「はぁ……」

　軽率な行動に呆れつつ、フランツはヨハネスに付き従って屋根の上にのぼる。

　当然、民家の持ち主にはお礼としてお金を渡した。

　皇帝が訴えられては笑えないからだ。

「おお～……見事！」

「確かに」

　ヨハネスは感嘆の声をあげ、フランツも同意した。

　楽器を弾く楽団の前で、黒い髪の美女が踊りを披露していた。

　その踊りは人の目を奪うものだった。

　美しい景色が感動を与えるように。

　その踊りは胸の中にある何かを刺激し、見た者に感動を与えた。

「いくらでも見ていられるな！」

「さすがにもう時間です」

「そうか……残念だ」

「渡り鳥の楽団はしばらく帝都に留とどまるそうですから、また見に来ればよいでしょう」

「そうか！　それならばそうしよう！」

　随分と物分かりがいいものだ。

　フランツは怪け訝げんに思いつつも、ヨハネスと共に城に戻ったのだった。




　　　　■■■




　それから一週間後。

「陛下はどちらだ？」

「はっ！　いつものところです」

　玉座の間を守る近衛騎士に訊たずねると、そう返ってきた。

　手に持った書類を思わず、床に投げつけそうになりながら、フランツは確認する。

「またお忍びで出たということか？」

「はい。その通りです」

「……」

　なぜ止めないと言いたかったが、それでは八つ当たりだ。

　皇帝を止められる人間はそういない。

　近衛騎士を責めるべきではないだろう。

　冷静さを取り戻したフランツは、深く息を吐いた。

　そして。

「連れ戻す。ついてきてくれ」




「はっ！」




　止められる人間として、やるべきことをやろうとフランツは城を出たのだった。




　　　　■■■




　フランツがたどり着いたのは帝都の中心部。

　渡り鳥の楽団が演奏している場所だった。

　そこから少し離れた民家の上。

　そこにヨハネスはいた。

　一曲が終わり、踊っていた黒髪の美女が一礼する。

　それを見て、ヨハネスは周りの観客と同じように拍手を送った。

「いいぞ！　今日も綺き麗れいだ！」

「はぁ……」

　フランツはため息を吐きながら、民家の上にのぼる。

　するとヨハネスは露骨に眉をひそめた。

「なんだ？　もう来たのか？」

「仕事ですので。城にお戻りを」

「今日が最後なのだ……もう少しいいだろ？」

「駄目です。それに恥ずかしくありませんか？　皇帝がこんな民家の上で、チラチラと踊り子を見て。もっと皇帝らしくしてください」

「そうか……確かに。お前の言う通りだ」

「おわかりいただけましたか？」

　フランツの言葉にヨハネスは何度も頷うなずく。

　そしてサッと民家の上から飛び降りた。

　フランツが後に続こうとしたとき、ヨハネスはとんでもない行動に出た。

　楽団を囲う人だかりの中に飛び込んだのだ。

　慌てたのは近衛騎士たちだ。

　なんとかヨハネスを追うが、人込みの中では上手うまく動けない。

　仕方なく、近衛騎士たちは声を出した。

「お待ちください！　皇帝陛下！」

　人ごみの中、響いた声に人々はざわつく。

　何の悪戯いたずらだと大半が笑う。

　それを見て近衛騎士たちは仕方なく剣を抜いた。

　そして、空を飛んでヨハネスの前に先回りしたのだ。

「控えよ！」

　剣で民たちを退どかし、ヨハネスの安全を確保する。

　そこに至って、その場にいた民たちが一斉に膝をつく。

　この状況でも悠然と歩く、どこにでもいそうな商人の男。

　それが皇帝なのだと理解したのだ。

「陛下！　早く城へお戻りください！」

「やかましい。邪魔をするでない」

　制止しようとする近この衛え騎士を一ひと睨にらみで黙らせ、ヨハネスはゆっくりと黒髪の踊り子の下へ向かった。

「名を……聞いてもよいか？」

「ミツバと申します。皇帝陛下」

　こういうことには慣れているのだろう。

　黒髪の踊り子、ミツバは優雅に一礼して笑ってみせた。

　その笑顔を見て、ヨハネスは固まる。

　用意していた台詞せりふが出てこなかったのだ。

　そんなヨハネスに対して、ミツバはクスリと笑う。

「一週間、ずっと屋根の上から見ていらっしゃいましたね？　何か私に御用でしょうか？」

「し、知っていたのか……？」

「まさか皇帝陛下とは思いませんでしたが、周りには大勢護衛の方がいましたので、どこかの大貴族の方かと思っていました」

「そ、そうか……その、なんだ……楽団はもう帝都を発たつと聞いてな」

「はい。今日の夜に皇国へ向かいます」

「それでだな……」

　フランツはミツバの前で覇気のない姿を見せるヨハネスに、開いた口が塞がらなかった。

　あそこまで情けない姿は、戦場でも晒さらしたことはないだろう。

　一体、何を言うつもりなのか。

　フランツにはヨハネスが理解できなかった。

　そして。

　ヨハネスは何かを吹っ切るように、空を見上げた。

　そのままミツバの視線を避けるように告げた。

「わ、ワシの妻になる気はないか!?　お前もお前の踊りもワシのものにしたい！」

　公開プロポーズ。

　しかも皇帝が民の前で、自国の民ですらない旅の踊り子に。

　それだけでも信じられないのに。

「なんて最低なプロポーズだ……」

　帝位争い中ですら、ヨハネスに失望したことはなかったフランツが、初めてヨハネスに失望を覚えた。

　やるならもっと上手くやれ。

　思わず、そう心の中で突っ込んでしまった。

　断られるに決まっている。

　態度からして、こういうことは初めてではない。

　権威を恐れる女性ではないのだろうと予想できた。

　だからフランツはショックを受けるだろうヨハネスを回収するため、その傍に近寄る。

　だが。

「子供の教育に口を挟ませませんが構いませんか？」

　フランツは耳を疑った。

　今、この踊り子は何と言った？

　皇帝の公開求婚というあり得ない状況の中で、さらに常軌を逸した回答をした。

　思わずフランツは倒れそうになる。

　皇帝が惚ほれた女だけあって、只ただ者ものではないとわかってしまったからだ。

「そ、それは皇子や皇女の教育には口を出せないということか……？」

「はい。私がやりたいように育てます。それでも私と結婚する覚悟がありますか？」

「よ、よかろう！　この状況でそんな返答ができるお前ならば、子供たちを見事に育てるはずだ！　やはりワシの目は間違っていなかった！　フランツ！　どうだ!?　皇帝らしいか!?」

「私はそういう意味で言ったわけではありません……」

　フランツは両肩を落とす。

　そんなフランツの前でミツバは一礼した。

「では、皇帝陛下のご求婚、喜んでお受けいたします」

　こうして皇帝の第六妃が誕生したのだった。
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　アルが七歳の頃。

　この頃になると、アルはよく城の外へ遊びに出るようになっていた。

　当初は近衛騎士が護衛についていたが、護衛に気づくとアルは近衛騎士を撒まこうとする。

　今のところ、大事に至ってはいないが、見失って皇子が危険に晒されたとあらば責任問題に発展する。

　そのため、どうにかしてほしいという相談がミツバのところへやってきたのだった。

「近衛騎士団を困らせるなんて、大したものね」

「まったくですな」

　普通の妃きさきならば、なんてことをと焦る場面だが、ミツバは静かにお茶を飲みながら呟つぶやく。

　後ろに控えるセバスも同様だ。

　自由奔放なアルを止める気など、さらさらないのだ。ゆえに焦らない。

　しかし。

「でも、危険に巻き込まれたら困るわね？」

「そうですな」

「仕方ないわ。セバス、アルの護衛をお願いね」

「しかし、そうなるとレオナルト様のことを見ることはできませんが？」

「私がその分、レオのことを見るわ。あの子は城にいることが多いから」

　城にいるならば護衛の心配はない。

　母親としてレオの傍そばにいれば、寂しい思いもさせない。

　父親が皇帝のため、一般的な親子の関係は成立しない。あまりに多忙だからだ。

　だからこそ、これまではセバスが二人の傍にいた。

　しかし、二人が別行動を始めたならば対策が必要だった。

「では、私はアルノルト様を見守ることにしましょう」

「好きなようにさせてちょうだい。命さえ無事なら平気だから」

「かしこまりました」

　とても皇子に対する言葉とは思えない。

　そんなミツバに苦笑しつつ、セバスはその場を後にしたのだった。




　　　　■■■




　帝都の路地裏。

　その入口にアルはいた。

　視線の先にはみすぼらしい姿の子供たち。

　彼らは一人の少年を暴行していた。

「早く渡せよ！」

　暴行されているのは小さな少年。

　その腕の中にはか細く鳴く子猫がいた。

　子猫をおもちゃにしようとする少年たちから、庇かばっているんだろう。

　それを見てアルは小さくため息を吐つく。

　周りを見渡すが、誰も気づかない。

　いつもはしつこいくらい傍にいる近衛騎士の姿も見えない。

「皇子を放置とは……平和な国だな」

　言いながらアルはしっかりとした足取りで路地裏に入る。

　足音を聞き、少年たちは一斉にアルのほうを見た。

「なんだ、お前!?」

「俺か？　誰でもいいだろ？　というか、お前たちこそなんだ？」

「なんだと……？」

　少年たちは明らかにアルより年上で、ガタイもよかった。

　すぐに囲まれたアルは笑う。

「なんだ？　俺を殴るのか？　やめておけ、すぐに父上がやってくるぞ？」

「どこの貴族のお坊ちゃんか知らないが、それでやめると思ってるのか！」

　少年たちは一斉にアルを殴り始めた。

　すぐにアルは体を丸くして、地面にうずくまる。

　そんな中、アルの視線は殴られていた少年へと向かう。

　少年はどうしたらいいかわからず、茫ぼう然ぜんとしていた。

　だが、アルはその少年を睨にらみつけたあと、顎で道を示す。

　今の内に逃げろという合図だった。

　察した少年は泣きそうな顔でその場を逃げ出したのだった。

　ひとしきりアルを暴行した少年たちは、アルが上等な服を着ていることに気づき、持ち物を漁あさる。

　そして財布を奪ったあと、そのまま立ち去ったのだった。

　思いっきり殴られたアルはしばらく動けなかった。

　ようやく動いたとき、背後に気配を感じた。

「……どうして助けないんだよ……？」

「あなたがしたことでは？　私が助ける必要はないと判断しました」

「皇子が殴られたんだぞ……？　大問題だぞ……？」

「ミツバ様より好きにやらせるようにと仰せつかっていますので。逆に質問したいですな。こうなるとわかっていたのに、なぜあの少年の身代わりに？」

　背後に立ったセバスの言葉にアルは押し黙る。

　そしてそのまま立ち上がり、無言で歩き出す。

　その後ろをセバスも無言でついていく。

「……」

「……」

　互いに無言のまま、城が近づいてくる。

　アルは自分の服を見て、顔をしかめた。

　泥だらけだ。

　このまま城へ行けば大問題。勝手に外へ出るのも許されなくなるだろう。

　そんなアルにセバスは持っていた袋を差し出した。

　そこには子供用の服が入っていた。

「……準備がいいな？」

「問題になると私の首も危ないので」

「そうかい」

　セバスの返答に面白くなさそうな顔をした後、アルは物陰でさっと着替えを済ませる。

　出たときと違う服だと気づく者はそんなにいないだろう。

　幸い、顔は守っていたので傷はない。

「……なぜと聞いたな？」

「はい」

「理由は……なんとなくだ」

「なるほど。なんとなく、気分が悪かったのですかな？」

「違う。なんとなく、気に食わなかった」

「皇族らしい答えですな」

「どこがだよ……」

「いつぞや、皇帝陛下は気に食わないという理由で、貴族から領地を取り上げました。領主が圧政を敷いていたからです」

「それとこれとは違うだろ……」

「同じことです。気に食わないから行動する。簡単なようで、なかなかできることではないのですよ」

　言いながらセバスはそっとアルの手首に触れた。

　一瞬、鋭い痛みが走ったが、ずっと続いていた痛みは消え去った。

「少し骨がずれていました。次からは関節も守ることをおすすめいたします」

「次からは助けろよ……」

「命の危険があれば助けましょう」

　クスリと笑って、セバスは告げたのだった。




　　　　■■■




　数日後。

　また城を抜け出したアルは、先日と似たようなところで少年たちに絡まれていた。

「おい、またいたぜ？」

「また財布をいただくか」

「いや、こいつを人質にして金を要求しようぜ。こんな馬鹿なお坊ちゃんの父親だ。どうせ馬鹿に決まってる」

　ニヤニヤと笑いながら少年たちはアルを囲む。

　そんな中、アルはどうするべきか考えていた。

　このまま計画を実行に移されると、彼らはもちろん、彼らの周りにいる人物も含めて確実に処刑されるからだ。

　そうなるとこれから気まぐれに散歩もできない。

　後味の悪い展開は避けたい。

　そんな風にアルが思っていると、唐突にアルを囲んでいた少年たちの一人が吹き飛ばされた。

「なっ!?」

「またてめぇらか！　俺の弟分の借りを返しに来たぞ！」

　そこにいたのは木の棒を持った少年だった。

　問答無用とばかりに、少年は木の棒で少年たちを追い散らす。

「くそっ！　ガイだ！　覚えてろ！」

「こっちの台詞せりふだ！　これで済んだと思うなよ！」

　少年たちは散り散りになって逃げていく。

　彼らを追い散らした少年、ガイはニヤリとアルへ笑みを向けた。

「お前か!?　俺の弟分を助けてくれたお坊ちゃんってのは！」

「さぁ？　どうだろうな？」

「ここで猫を庇ってた奴やつがいただろ？　俺の弟分なんだ！　貴族のお坊ちゃんが助けてくれたって言ってたぜ！　ありがとうな！」

「別にお礼を言われることじゃ……」

「あいつらは外層でも性た質ちの悪い奴らだ。本当に助かったよ！　悪かったな！　臆病者だから弟分は逃げちまった。ちゃんと𠮟っておいたから安心してくれ！」

　快活な笑みを浮かべ、ガイはアルの肩を掴つかむ。

　そして。

「この後、全員で遊ぶんだ！　一緒に行こうぜ！」

「いや、俺は……」

「気にすんなって！　俺たちは貴族だろうが、皇族だろうが気にしないからよ！」

　そう言ってガイは無理やりアルを連れていく。

　その様子を眺めながらセバスは優しく微笑ほほえんでいた。

「友達ができたようですな」

　身分違いだと止めるようなことはしない。

　今の皇帝も宰相とは身分違いの友情を育んだ。

　時には身分が違うほうが良い場合もある。

　きっと良い経験になるだろう。

　そんな風に思いながら、セバスはその場を後にした。

　向かうのはアルを囲んだ少年たちが合流していた場所。

「ちくしょう……！　ただじゃおかねぇぞ！　あいつら！」

「人数集めようぜ！」

「ああ！　外層の大人たちも金の話なら乗ってくるだろうさ！」

　不穏な計画。

　そんな少年たちの背後にセバスは回り込んだ。

　その首にナイフを突きつけながら。

「行儀のなっていない動物にはしつけが必要ですな」

「なっ……えっ……？」

「動くと死にますぞ？　静かに私の話を聞きましょう」

　ナイフを突きつけられた少年は動けず、それを見ていた別の少年は逃げようとするが、一歩動いた瞬間。

　顔の前をナイフが通りすぎていった。

　あまりの恐怖に少年たちはへたりこんでしまう。

　彼らが感じたことのない殺気をセバスが笑顔で放っていたからだ。

「彼らに関わるのはやめると約束していただけますかな？」

「あ、あ……」

「約束していただけないなら、ここで殺すしかないですな」

「や、約束します！　約束しますから！　助けてください！」

　全員がすぐさま地面に頭をこすりつける。

　そんな彼らを見て、セバスは静かにその場を去った。

　恐る恐る顔をあげた彼らは、自分たちの顔の傍そばに刺さっていたナイフを見て、一目散に逃げ去ったのだった。

　それを見送ったセバスは、小さくため息を吐く。

「アルノルト様の護衛もなかなか大変ですな」

　小さく呟つぶやきながらセバスはアルの傍へと戻ったのだった。
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　その日。帝国中が沸いていた。

　隣国ペルラン王国を窮地から救った聖女レティシアが、帝国との和平を求めてやってきたからだ。

　しかし、そんな中、城でコソコソと動く少年が二人。

「良いの？　兄さん」

「何がだよ？」

「だから聖女様が来る日だし……歓迎とか」

「兄上たちがするだろ。俺たちの気にすることじゃないさ。そんなことより……みんなが噂うわさの聖女様に夢中ってことは、俺たちが動きやすいってことだ」

「うーん……まぁいっか。僕らのやることなんてないしね」

「そういうこと。ついて来い。今日で城中の隠し部屋、全部見つけてやろうぜ」

　ニヤリと笑って、帝国第七皇子であるアルノルトが進んでいく。

　その後に双子の弟、レオナルトが続く。

　二人の最近の趣味。

　それは帝剣城の隠し部屋や隠し通路を見つけること。

　ただ、帝剣城には皇子といえど自由に行けない場所がいくつかあった。

　そこを調査するためには、警備が緩む瞬間を狙うしかない。

　ゆえに今日だった。

　聖女に気を取られているうちに色々と調べなければ。

　そんな風に考えていた二人は、こうして周りにばれないように行動していた。

　のだが……。

「私たちに全部押し付けて、自分たちは遊ぶだなんていい度胸ね？」

「ふん！　許されるなら俺だって放り投げたいくらいだがな」

「いい加減、王国への禍根は捨てろ。ゴードン」

　後ろにいたのは三人の兄姉。

　ザンドラ、ゴードン、エリク。

　レオは一瞬で背筋を伸ばし、直立不動で立つ。アルはバツが悪そうに頭をかいた。

「いやぁ……ご機嫌よう、兄上、姉上」

「機嫌がいいように見えるかしら？」

「ザンドラ姉上はいつも不機嫌そうだから……」

「目つきが悪いだけよ！　不機嫌じゃないわよ！」

「ああ、それなら良かった。機嫌を損ねたのかと」

「まったく……」

　アルの言葉にザンドラは毒気を抜かれたのか、二人に何か言おうとするのはやめた。

　それを見て、ゴードンがため息を吐ついた。

「子供に言い負かされるとは情けない」

「弟を見逃したのよ！　負かされてないわ！」

「どうだかな」

「だったら、あんたが二人を連れ戻しなさいよ！」

「ふん！　余裕だな。王国の使者に対して、皇族が揃そろっていなければ不敬だ。お前たちも来い」

「自分も欠席したいって言ったくせに……」

「そ、それは言葉の綾あやだ！」

「武人に二言はないのでは？　安心してください。ゴードン兄上の代わりに俺たちが欠席しますから」

「ぐっ……」

　アルの言葉にゴードンは押し黙る。

　そんなゴードンの姿を見て、ザンドラは薄く笑い、エリクは首を横に振る。

　そんな三人の下に一人の男がやってきた。

「待たせたな。三人とも」

「ヴィルヘルム、良い所に来てくれた。二人も出席するべきか？」

　やってきた男は帝国の皇太子ヴィルヘルム。

　ヴィルヘルムはアルとレオの姿を認めると、笑みを浮かべた。

「出たいなら出ればいい。それ以外にやりたいことがあるなら、そっちが優先だ。やらなければいけないことよりも、やりたいことのほうが大事だからな」

「さすがヴィルヘルム兄上！　行くぞ！　レオ！」

「うん！」

「やれやれ……甘いのでは？　聖女レティシアは十四歳。あの二人は十三歳。友好関係を結ぶならば、婚姻が一番だ。第一候補だと思うが？」

「弟を政治の道具にはしない。それに王国は聖女の血を渡しはしないと思うぞ？」

　ヴィルヘルムはそう言って笑うと歩き始めた。

　だが、そんな四人に合流する皇子がいた。

「いやぁ！　間に合ったであります！」

「トラウ？　珍しいな？　お前も参加するのか？」

「もちろんであります！　帝国の皇族として」

「御託はいい」

「どうせ聖女目当てでしょ？」

「当たりが強いであります……」

「それで？　聖女が見たいのか？」

　エリクが呆あきれた様子で訊たずねると、トラウゴットは何度も頷うなずいた。

「そうであります！　十四歳の美少女！　自分！　興味津々でありますよ！」

「トラウらしいな。どうだ？　エリク。立候補者が来たぞ？」

「やめておこう……関係悪化が目に見えているからな」

「自分、聖女殿とうまくやる自信はあるであります！」

「どこから自信が湧いてくるのかしらね」

「はっはっはっ!!　相手のあることだ。とりあえず会いに行こう。連合王国の竜騎士たちを相手に一歩も退ひかなかった人だ。少女と思って侮るな」

　そう言って五人は玉座の間へと向かったのだった。




　　　　■■■




　夜。

　隠し部屋を求めて城を探検していたアルたちは、手がかりを見つけて、母であるミツバの下を訪れていた。

「母上！」

　アルがレオと共に部屋に入ると、客人がいることに気づいた。

　金髪の少女が椅子に座っていた。

　見たところ自分たちと年は変わらないような少女だ。

　そのぐらいの年頃の客人は一人しかいない。

「レティシア様。二人は私の息子です。ご挨拶を」

「……第七皇子のアルノルトです」

「だ、第八皇子のレオナルトです！」

「初めまして。レティシアと申します」

　レティシアは静かに頭を下げた。

　なぜここに聖女が？

　アルは疑問に思いつつ、ミツバを見る。

　ミツバは視線を空いている椅子に移す。

　座れという意味だ。

　アルとレオはそれに従って、椅子に座る。

「レティシア様。侍女の件は私が手配しておきます。配慮が足らずすみません」

「いえ……こちらこそご迷惑をおかけして申し訳ありません」

「迷惑ではありませんよ。この程度で迷惑だなんて思っていたら、この二人の母は務まりませんから。それで？　レティシア様との会談を欠席して、何をしていたのかしら？」

「ヴィルヘルム兄上の許可は得ましたよ。そもそもやることもないのに出席する意味ってあります？」

「レティシア様への挨拶があるわ」

「今しました。ほら、問題ない」

「誰に似たのかしら。屁へ理り屈くつばかり。それで？　レオ、今日の収穫は？」

「はい！　兄さんと隠し部屋を見つけたんです！　正確には隠し部屋への手がかりですけど、明日、探ってみるつもりです！」

「もう一流の探検家ね。その調子で帝剣城の地図を描いてほしいわ」

「隠し部屋？」

　不思議そうにレティシアが呟つぶやいた。

　そんなレティシアにアルが説明する。

「この城には隠されている部屋が無数にあるんです。父上ですら把握しきれないくらいに」

「皇帝陛下でも把握しきれていないんですか？」

「それぞれの皇帝が増築したり、改築したりするから後世に伝わっていないことがたくさんあるんです」

　レオの補足を聞いてレティシアは頷く。

　そんなレティシアの様子を見て、ミツバは微笑ほほえむ。

「レティシア様、明日のご予定は？」

「えっと……たしか大臣たちとの会談から始まって……」

「ではすべてキャンセルで。あなたのご意見は陛下に伝えているのですよね？」

「え？　あ、はい……伝えていますが……」

「では大臣に会う必要はありません。二度手間ですから。アル、レオ。明日はレティシア様に城を案内してきなさい。隠し部屋は駄目よ。危ないから」

「別に構いませんけど……いいんですか？」

「いいのよ。決めるのは陛下だもの。もちろん、レティシア様が嫌なら強要はしません」

「嫌だなんて……その……興味はあります……。ですが、国を背負う身として……」

「息抜きは必要ですよ。私のほうから陛下に伝えておきますから。どうぞ、城を見て回ってください。二人はあなたを退屈させないと思いますよ」

　ミツバはそう言うとニッコリと笑った。

　聖女と呼ばれていても、まだまだ十四歳の少女だ。

　どこかで息抜きが必要となる。

　王国では普通の少女には戻れない。

　ならば帝国でくらい戻ってもいいだろう。

　そういうミツバの配慮だった。

「では……お願いします」

「決まりね。二人とも、しっかり役目を果たしなさいな」

「そう言われても……明日は隠し部屋に行く予定が」

「はい！　頑張ります！」

　威勢のいい返事にアルは横を向く。

　そこでレオがやる気満々な顔を見せていた。

　滅めつ多たにないことだ。

　そんなレオを見て、ミツバはクスリと笑う。そしてアルにウィンクしたのだった。

　意図を察したアルはため息を吐く。

「わかりました。やりますよ。何の準備もしてませんが、やるだけやりましょう」

「いい子ね。それじゃあ、私は陛下に伝えてくるわ。レティシア様、二人が話し相手になります」

　そう言ってミツバは立ち上がり、部屋から立ち去った。

　残されたアルは何から話していいのやらと、考え込むが、意外にもレオが口火を切った。

「レティシア様……鷲獅子グリフオンに乗られると聞きましたが、鷲獅子とはどんな生き物ですか？」

「そうですね……気高い生き物ですが、心を許してくれればとても可愛かわいいですよ」

　これはレオに任せたほうが良さそうだと、アルは一歩引いて会話を見守ることにしたのだった。
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　夢であると自覚しながら夢を見るというのは中々ない。ましてや、その夢が変にリアルであれば、なおさらだ。

「おい！　アル！　さっさと起きないと席がなくなるぞ！」

　俺が寝ていたのは机の上だった。顔をあげるとガイの顔があった。ただ、その服装が俺の知っているガイのものではなかった。

　黒い制服。まるで学生のようだ。

　そんな感想を抱きながら、自分を見る。俺も同じ制服を着ていた。どうやら学園という設定らしい。

「あと五分……」

「そんな寝てたら食堂の席がなくなるって！　早く来い！」

　ガイに無理やり引っ張られ、俺は教室の外へ出る。眠い目をこすっていると廊下の向こうから人が歩いてくる。

「アルノルト！　我が学園の生徒ならばもっとシャキッとしろ！」

「げぇ……武術担当のゴードンだ」

「何でもありだな……」

　俺を注意してきたのはゴードン兄上だった。武術担当ってところが妙にしっくりくる。

「いいか！　アルノルト！　お前一人がだらしないせいで、我が学園の評判がだな！」

「あら？　そういうあなたは学園の評判を落としていないのかしら？　武術だけが取り柄の脳筋のくせに」

「なんだとぉ？　それは俺への侮辱か!?　ザンドラ！」

「侮辱以外に聞こえたのかしら？」

「今度は魔法担当のザンドラかよ……」

「でも、俺たちへの興味は失うせたみたいだぞ？」

　先生になっている兄と姉。なかなか新鮮だ。人に教えるのが得意なほうではないから、自由に職業が選べたとしても教師を選ぶことはないだろう。夢ゆえの配役といえる。

　なんて思っていると。

「おう、坊主。昼飯か」

「まぁ、な」

　廊下を掃除している子熊に遭遇した。用務員か。それにしても似合ってない。

「このオレ様が掃除した廊下だ。綺き麗れいに使えよ」

　そう言ってジークはせっせと廊下を磨き続ける。こいつが真面目に仕事するとは思えないが……。

「ああ、ここにいました」

「おお！　リンフィア嬢！　何か用か!?」

「女子更衣室で覗のぞきがあったそうなので、犯罪者を始末しにきました」

　そう言って現れたリンフィアは、有無を言わさずにジークを窓から放り投げた。ここらへんは現実と変わらんな。

「失礼しました。それでは」

　一礼してリンフィアが颯さつ爽そうと立ち去っていく。その腕には風紀委員という腕章が。

　たしかに似合っている。

「怖こえぇ……事情聴取もなしかよ……女子更衣室に近づくのはやめておこう。冤えん罪ざいで死にたくはねぇ」

「それがいいな」

　そんな会話をしていると、今度は廊下をとんでもない速度で走ってくる女子生徒と出会った。

「アルノルト！　良い所に！　妾わらわを匿かくまうがよい！」

「一体なんだ……？」

　走ってきたのは制服姿のオリヒメだった。厄介事の気配がする。オリヒメがいるということはそういうことで、それは夢の中でも変わらない。

「あっ！　見つけました！　アルノルト様！　オリヒメ様を引き渡してください！」

　現れたのは白衣の教師。レティシアだ。

　養護教諭か。妙に白衣が似合ってはいるが……。

「なぜ教師なのか……」

「私が大人だからです！」

「大して変わらんだろうに……それより、オリヒメに用があるんじゃないのか？」

「そうでした！　オリヒメ様！　さぁ、こっちへ！」

「嫌だ！　助けるがよい！　アルノルト！」

「ええい！　服を引っ張るな！　何をそんなに嫌がっているんだ!?」

　鬼気迫る表情でオリヒメは俺の服を掴つかんでくる。そこまで嫌がるモノとはいったい何だ？　しかも相手はレティシアだ。

「この薬を飲まないと風邪は治りませんよ！」

「もう治った！　いらぬ！」

「そうはいきません！」

「いらぬ！　いらぬ！　苦いのは嫌だぁ！」

「そんなことで俺に助けを求めるな！」

　服を引っ張るオリヒメを引きはがし、レティシアへと引き渡す。

「うわぁぁぁぁぁ!!　裏切り者ぉぉ!!」

「ありがとうございます！　アルノルト様。さぁ！　オリヒメ様！　お薬の時間ですよ！」

「うわぁぁぁぁん!!　嫌だぁぁぁぁ!!」

　まるで断末魔のような叫びをあげながら、オリヒメはレティシアに引きずられていく。

　まったく。俺の知り合いはどうしてこう、濃いのしかいないんだ。

　ため息を吐つきながら俺はガイと共に食堂へ向かったのだった。




　　　　■■■




　ガイに連れられ、俺は食堂までたどり着いた。だが、もう席は一杯だ。

「言わんこっちゃない……」

「そう言われてもな」

　まだ眠い。眠気があるうちは、この夢が続くんだろうなと思いつつ、俺は周囲を見渡す。すると、大人数専用のテーブルが空いていることに気づいた。

　そこにいるのは二人。俺の姿を認めると、二人が声をかけてきた。

「アル様！」

「アル！　こっち！」

　フィーネとエルナだ。どちらも制服姿。しかも役職の書かれた腕章をしていた。

「副会長のエルナさんと、書記のフィーネさんだ……いいなぁ」

「なんでアルノルトなんかと……」

「どうせ付き合いだよ、付き合い」

　周りからよくわからない声が飛んでくる。だが、気にせずにガイと共に二人の下へ向かう。

「座っても？」

「どうぞ。アル様が遅れてくるかと思って、席を取っておいたので」

「気が利いて助かるよ」

「前、俺が一人で来たときは誰も席を確保してくれなかったのに……」

　ガイがしょぼーんと落ち込みながら、俺の隣に座る。

　そんなガイをよそに、エルナが小言を呟つぶやく。

「またそんな眠そうな顔して！　どうせ授業中も寝てたんでしょ!?」

「別に良いだろ、寝てても」

「良くないわよ！　幼おさな馴な染じみとして、アルにはきちんと卒業してもらわないと困るの！」

「余計なお世話だ」

　夢でもエルナは変わらない。そんなことを思っていると、俺の目の前に座る人物がいた。

　腕章には生徒会長と書かれている。

「やぁ兄さん」

「よぉ、レオ」

　そこにいたのはレオだった。どうやら生徒会長らしい。まぁ予想どおりではあるけれど。

「レオナルト会長だ……」

「やっぱりイケメンよね……」

「フィーネさんやエルナさんと並んでると、美男美女って言葉がピッタリよね」

　周りの注目を集めるのは夢でも同じらしい。

　ただ、本人は気にしていないのか気づいていないのか。

　持ってきた昼食を食べ始めている。

「兄さん、ちょっと生徒会の仕事が大変なんだよ。手伝ってくれない？」

「なんで俺が……」

「僕らを助けると思ってさ」

「人手ならいくらでも確保できるだろ？」

「兄さんにしかできない仕事なんだよ。これ、学園長に渡してきてよ」

「お願いします。アル様」

「アルにしかできないの」

「やれやれ……」

　夢の中とはいえ、頼まれたなら断れない。

　俺はレオが差し出した封筒を手に取り、一人で学園長室を目指す。

　道案内はないが、なぜか学園長室までたどり着けた。さすが夢というべきか、ご都合主義だ。

　ノックして、返事を待つ。すると奥から声が返ってきた。

「入れ」

　短い声だ。だが、それでも誰かはわかる。どうやら学園長はエリク兄上らしい。まぁ予想どおりではある。

　そんな風に思いながら扉を開ける。すると、中には二人の人物がいた。

　一人は机の横で立っているエリク。もう一人は。

「どうしたでありますか？　アルノルト」

「……」

　一気に目が覚めてきた。同時に頭も痛い。

　よりによって学園長がトラウ兄さんとは。

　思春期の子供を預けるには、一番不安な相手だと思うが。

「何か用があったのでは？」

「え？　あ、これを学園長に渡すようにと言われました」

「誰からでありますか？」

「レオからです」

「なるほど。君の弟は勤勉でありますな。今度の学園祭についての提案書であります。君はどう思うでありますか？」

　そこに書かれていたのは、学園祭で外部の協力を取り付けたいという提案だった。それだけ大きな学園祭にしたいということだろう。

「面倒ですね」

「なるほど。君らしいでありますな。では却下すべきと？」

「外部の協力があれば、より大きなことができます。ただ、トラブルも増えますね。そこをどう見るかによるんじゃないですか？」

「トラブルを解決できるでありますか？　君の弟は」

「できると思ったから提案したんじゃないですかね。俺はトラブルなんてごめんですが、レオはトラブルを面倒ではなく、課題と捉えるので」

「なるほど。実はこの提案書は何度か出されていたであります。すべて却下していたでありますが……許可するであります」

「それはどうも。面倒事をありがとうございます」

　そう言って俺は学園長室を去る。扉の向こうではレオたちが待っていた。

　指で丸を作ると、レオたちが歓声をあげた。

　そんな歓声を聞きながら、俺は歩き出した。

「兄さん、ありがとう！」

「俺はただ届けただけだ」

「でも、兄さんのおかげだよ」

「別に俺のおかげじゃないさ。お前の提案が良かっただけだ」

　そう言って俺はレオと別れる。

　歩いていると、ガイが俺を待っていた。

「大変だな？　兄貴ってのは」

「別に大変でもないさ」

「いつものことか。それなら生徒会に入ればいいだろ？」

「柄じゃないんだ。役職を持つっていうのは」

　そんなことを答えていると、どんどん眠気が失うせていく。

　同時に視界が暗転する。

　目を覚ますといつもの天井があった。

「セバス……」

「ここに」

「今、何時だ？」

「昼の十二時ですな」

「なるほど……今日の予定は？」

「今日の予定はありませんな。唐突に入らなければ、ですが」

「そう願ってもうちょっと寝てもいいか？」

「私は構いません」

「そうか……」

　そんな会話をした直後、扉が突然開かれた。

「アル！　ちょっと手を貸して！」

「兄さん！　一緒に考えてほしいんだけど！」

　同時にエルナとレオが入ってきた。

　うんざりした顔をしていると、後ろからフィーネも顔を出した。

　だが、特に頼み事はなさそうだ。

「今日も忙しそうですね。アル様」

「ああ、そうみたいだ。紅茶を頼むよ」

　フィーネは頷うなずいて紅茶の準備を始める。

　夢より忙しい現実が今日も始まりそうだ。
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